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はじめに
　前回，明治時代（30年代半ば迄）における体操の展開を論じたが，器械体操
についていえば，30年代においては慶応義塾をはじめとして成城中学，早稲田
中学，郁文館中学，日本体育会，青山師範などの体操を愛好する人々が競技会
に参加したり，日本体育会が設置した公園の体操器械で，市民が体操（たとえ
ば鉄棒運動など）の練習をする風景が見られたりして，普及段階の初期として
は，かなりの発展が見られたといえよう。
　しかしながら，関係図書についてみると，この時代においては，25年（1892）
に出された渋江保著『簡易体操法』（イギリスの体操書を参考にした）や32年（1899）
に出されたロバート・ストール著『器械体操』のように純粋に競技的体操を指
向していると見られる出版物が見られた後に，34年（1901）の大島杢五郎著『新
式兵式体操』に代表されるように，器械体操運動が兵の訓練用の運動に組み込
まれた形式の図書ばかり目立つのがこの時代の特徴である。
　従って，この頃の体操愛好家たちは，これらの図書を参考にするか，或いは
個人的に外国の図書を入手して研究するかして練習に励むほかなかったのであ
る。
　しかるに明治後期から大正時代にかけて，学校体操を中心とする体育の指導
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者たちの大部分は，欧米の体操界の影響の下にスウェーデン体操の採用には熱
心であったものの，器械体操には殆ど眼を向けなかった。このため，学校体操
はスウェーデン体操の全盛時代を迎え，器械体操の土壌は培われる．ことなく，
一部の愛好者間で細々と続けられたに留まった。
　ところが昭和5年（1930）に全日本体操連盟が，昭和7年（1932）のオリン
ピック大会に日本選手が参加することを目標として創設されたのを期に，わが
国の器械体操は急激に発展し始めたのである。こうしてわが国器械体操界は戦
前における全盛期を迎え，国際レベルに向かって遭進を始めたのであった。
　しかし，この勢いも時局の情勢に押されて長続きせず，大戦の影響をまとも
に受け，昭和17年を最後に戦後まで中断のやむなきに至ったのである。
　いずれにしろ，わが国の体操は各方面からの影響を多大に蒙っている。この
間の事情を知るために，この論文の本来の目的からやや離れるが，スウェーデ
ン体操やデンマーク体操或いは他の体操についても若干触れることにした。
　今回の小論においては，大戦前のわが国の器械体操について，特に競技法な
ど不明になりつつある現実を考慮して，競技法や成績に関する記録をなるべく
多くかかげることにした。
　文中や記録中の｛｝内は筆者の解説で，特に分かりにくい点とか記録の誤り
などについて指摘したものである。
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1　スウェーデン体操の盛衰
1　スウェーデン体操時代以前
　これまで学校体操は，体操伝習所に始まる普通体操が中心であり，わずかに
高等小学校で隊列運動のごとき運動が取り上げられていたが，明治27年（1894）
文部大臣（井上毅）の「体育及び衛生に関する訓令」で，高等小学校男生徒に
随意科として『簡易なる器械体操を授くべし』となる。このころの高等小学校，
中学校，師範学校では普通体操とならんで兵式体操が課せられていたが，兵式
体操は教練と呼ばれるようになり，その中には柔軟体操と器械体操がとり挙げ
られていたω。この頃，師範学校では体操用教科書の一つとして陸軍省の「体操
教範」を指定しているが，これが唯一器械体操を扱っているものなので，その
概略を見てみよう。
　　　　　　　　　　　体操教範②　（明治27年）
第1部　柔軟体操（省略）
第2部　器械体操　　第一章　普通演習
　第1教　基本体操　1懸垂　2肘曲懸垂　3側行　4脚挙　5転回　6登降
　　　　　　　　　　7平地棒跳　8跳越　9跳下　10梁木上の行進
　第2教　尋常体操
　▲鉄棒　1弾道　2脚懸　3後下　4尻上　5肱懸　▲棚　1肱上　2振出
　3振動　4振込　5転回　6脆跳　▲跳縄　1棒幅跳　2棒高跳　▲跳台
　1単棒跳　2複棒跳　▲梁木附属　△階梯　1片昇　2柱昇　△鰍擁　1背
　面懸垂　2後転　3正面腰懸　△吊環　腎張
　　　　　　　　　　第二章　応用演習（省略）
　　　　　　　　　　第三章　特別演習
　▲鉄棒　1腎懸開　2肱懸　3腎立　4振上　5脚懸振上　6懸垂上
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▲棚
▲木馬
▲手摺
▲梁木附属
7海老上
1片肱上　2後転　3背摺　4後跳　5倒立
1尻廻　2腎上倒立　3二節跳　4一節跳　5背上倒立
6側面倒立
1転回　2逆上　3弾道　4複木倒立　5振出倒立
　△階梯　1段昇　2反撞昇　△鰍　　1縄邊　2転回
　　△吊環　1脱手　2腎立
　以上のようなものである。
　結論からいえば，最も高度な技は鉄棒の振り上がり（振上と表示されている）
と海老上で特に難しい技は見当らない。｛若干の解説を加えれば，鉄棒等の転回
とは懸垂から脚を曲げて両手の間を通して回転するものであり，背摺とは字の
如く，両手の間を両脚を通し背面を反らし，棒に摺らせて逆さの体を両腕をま
げて引き上げる運動である。また，弾道とは振跳びであり，海老上とは蹴上り
である。木馬の尻廻とは，後方から駆けよって馬尾に手をつき，左（右）手を
離して両脚を馬尾旋回のように回して右（左）に下りるものである。｝
　しかし，明治35年創設以来慶応義塾器械体操部の師範であった津崎亥九生は，
後年（大正10年頃）青山師範で師範をしていたとき，50才近い年令であったに
もかかわらず，一団をつれてやってきて校内の鉄棒で大振り，巴，宙返り等を
軽々とやってのけた（3）といわれるから，慶応の師範になりたて当時は相当の実力
の持ち主であったに違いないし，その頃の器械体操の傾向をはるかに超えた人
物だったのだろう。
2　明治後期におけるスウェーデン体操の導入
　これまでの体操が，リーランド博士の体操伝習所に始まる普通体操とドイツ
系の体操に基礎を置く兵式体操が主流であったが，明治30年頃に至って，指導
者養成の空白などによって学校体操は停滞を見るに至った（4）。
　このような状況にある折りに，明治34年（1901）川瀬元九郎はアメリカ留学
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から帰国し，スウェーデン体操をわが国に紹介した。加えて，文部省の命によ
ってアメリカに留学していた井口あくりも明治36年に帰国し，ボストンで学ん
だスウェーデン体操を女子に適する運動として推奨した。特に，川瀬元九郎の
生理解剖学理論を背景としたスウェーデン式教育的体操は，慢性化して停滞ぎ
みであった従来の体操に対して指導者たちに説得力をもったと思われる。
　そのせいか，スウェーデン体操は従来の体操との確執はありながらも，漸次
指導者たちに浸透していった。
　明治38年（1905）ボストンを皮切りに，英国を経てスエーデンに入り，スト
ックホルムの王立中央体操学校でスウェーデン体操を学んだ永井道明（明治42
年＝1909帰国・その間ヨーロッパ各地の体育を視察した）（5）は，この当時のスウ
ェーデン体操推進の中心人物と考えられる。
　慶応義塾器械体操部30年史の中に，スウェーデン体操の導入が，発展の緒に
ついた器械体操の普及を妨げたとしている部分がある。
「………器械体操は明治初年日本に傅へられて以来，軍隊と学校との努力によっ
て相当の普及を見たのである。而して明治30年代に至って非常な隆盛をしたも
のと思はれる。その当時吾部が体育会の一部として創設せられたのも，その反
映と見ていい。それが明治末期に瑞典体操の輸入によって，軍隊と学校とは独
逸体操の指導を放棄したので，それに伴って器械体操の社会的普及は止まった
………
v（6）
「こう云ふ方達が体操をやられて，器械体操は体育的には零だと極端に極論せら
れたと思ひます。その為に器械体操と云ふものは非常に圧迫された，軍隊体操
も学校体操もなくなってしまったのです………」（7）
　このほか，スウェーデン体操に対する批判は後年になって多くの体育指導者
たちによって盛んに行なわれることになるが，それはあとにゆずることにして，
とりあえずスウェーデン体操の普及を推進した前述の3人の代表的著書からそ
の特徴を考察してみることにする。川瀬元九郎には「瑞典式体操」（大日本図書
株式会社　明治35年）と大日本体育会編纂（編纂主任　川瀬元九郎）の「瑞典
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式教育的体操法」（同文館　明治35年）があり井口あくりには「各個演習教程」
（元元堂書房　明治39年）が，永井道明には「学校体操要義」（大日本図書株式
会社　大正2年）がある。
3　スウェーデン体操の運動形式
　川瀬の「瑞典式体操」においては『躰操とは規律的運動なり，人躰は一の器
械として物理学の原則により，一の有生物として生理学の原則により，一の思
考者として心理学の原則によるものなるが故に，規律的運動はこれらの諸学の
原則を基礎とし，予め定めたる方向，速度，目的及び方法に従ひて働作せざる
べからず。』といい，運動のあるべき姿が前以て定まっているのが大前提である。
　しかしまた『教育的運動は軽業的，舞躇的，又は兵式的の分子を過度に含有
せしむべからずと錐も亦多少其長所を採用すべきもの』としているので，必ず
しも器械体操的運動を排除している訳でもない。体操のために多くの器械を使
っているが，それらを挙げれば次のようである。
水平棒
横木
???
吊索
階梯
長さ4m程度　太さ→縦幅15～18cm厚さ10～12cm位の棒を高さ
の調節が可能なように，両側をそれぞれ穴のあいた二本の柱で挟ん
だもの
用途　主として懸垂運動
前出の平行棒（手摺）の様なものではなく，所謂肋木である
用途胸を張る運動，倒立の支え，懸垂運動などのほか運動の支え
太さ7～8cmの棒
用途　よじ登り
太さ4～5cmの綱
用途　よじ登り
約50cm四方の枠を縦3欄，横9欄位を組んだもの（縦横斜めにも吊
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木馬
平均台
す）
用途　昇って縦横に移動や懸垂運動に用いる
頭と尻尾を取った馬のようなもの，背部には鞍状の痕跡がある
用途　跳び乗り，跳び越え，背部や尾部に手をついて半回転しなが
　　　らの跳び越え，垂直跳びや開脚跳び，倒立など
用途　平均運動や通過（8）
　このように，多くの器械を用いるが，実際には徒手体操が多く，器械は各種
の筋肉を鍛えたり，或る姿勢を保持する目的の補助手段として用いられること
が多い。従って運動の分類は（1）準備運動，（2）弧状運動（胸廓の運動），（3）懸垂運
動，（4）平均運動，（5）肩甲運動，（6）腹部運動，（7）側方運動，（8）遅徐運動，（9）跳躍
運動，（1①呼吸運動（実際には，準備運動，平均運動，遅徐運動などを脚運動と
しても取り扱っている）といったものであり，これらの枠内でたとえば弧状運
動についてみれば，徒手体操の胸の後屈運動あり，横木の胸反らし運動あり，
水平棒による胸の後屈運動ありという運動配列になっている。
　「瑞典式教育的体操法」においては，徒手体操のみで構成されており，器械運
動は一切省かれている。運動法の分類は，上に準じるが，（1）脚運動，（2）腎の運
動，（3）躯幹運動，（4）頭の運動，⑤跳躍運動という分け方で，かなり大まかにな
っている。
　井口の「各個演習教程」は，小学校，高等女学校，師範学校適用として著わ
されたものであるが，運動の分類は，運動準備についで，（1）首及び胸の運動，
（2）上肢の運動（徒手）（器械），（3）全身の運動　調和運動（徒手）（器械），肩及
び背の運動，（4）腹の運動（徒手）（器械），腰の運動（徒手）（器械），⑤全身の
運動　跳躍運動（徒手）（器械），（6）下肢の運動，⑦呼吸運動（9）となっている。
永井の代表的著書「学校体操要義」（1°）は，この当時のスウェーデン体操の実態
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を知るうえでは，最もよく纏められた図書である。運動の分類は，（1）下肢の運
動，（2）平均運動，（3）上肢運動，（4）頭の運動，（5）呼吸運動，（6）胸の運動，（7＞背の
運動，（8）腹の運動，（9）躯幹側方運動，（10）懸垂運動，⑪跳躍運動となっており，
器械の使用はこの分類の中で行なわれるので，川瀬の「瑞典式体操」とほぼ同
じである。使用する器械についてははっきりと基準を示しているので下に挙げ
てみる。（｛｝内は筆者註）
小学校の分
（甲）必ず設備すべき器械
　　鉄棒（男生徒用）・吊縄・跳箱（又はその他の跳越台）
　　跳縄｛高跳び，棒高跳び用のバーに相当する部分を錘のついた縄を懸けた
　　もの｝
（乙）成るべく設備するを可とする器械
　　肋木・縄梯・窓梯（又は雲梯）｛窓梯は川瀬の瑞典体操で階梯と呼んでいる
　　もの｝
　　吊棒・平均台
高等女学校及び女子師範学校の分
（甲）必ず設備すべき器械
　　水平棒（又は並行水平棒）
　　肋木・平均台｛高さ30～40cm程度の低いもの｝・跳箱
（乙）成るべく設備するを可とする器械
　　縄梯・窓梯・吊縄・跳縄
中学校及び男子師範学校の分
（甲）必ず設備すべき器械
　　水平棒（又は並行水平棒）・鉄棒・吊縄・斜吊縄・吊環・吊棒・肋木・平均
　　台・跳縄
　　梁木｛吊縄，吊棒，縄梯，吊環等を並べて吊れるように梁を渡したもの｝
　　跳箱（又はその他の跳越台）｛木馬，鞍馬，バック等も示している｝
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　　跳下台｛高さ10尺，幅6尺，階段12段のもの｝
（乙）成るべく設備するを可とする器械
　　横梯・窓梯・縄梯・生垣・障碍物競走用器械（軍隊応用体操用のものに準
　　ず）
　この他に，マットや踏切板の利用を奨めたり，体操器具という名称で亜
鈴，球竿，ワンズ（棒体操用），棍棒も挙げている。この亜鈴，球竿，ワン
ズは体操伝習所以来の普通体操用のものである。以下少し詳しく運動のや
り方をみることにする。
　　　　　　　　　　　　学校体操要義
分類 始めの姿勢 運　　　動
直立 足尖合わせ足尖開き
手腰直立 足左出（戻して）右出し
側歩｛サイドステップのように横へ進む｝
下 足斜前（斜後）出｛片足ずつ出しては戻す｝
肢
の 足前（後）出
運
動 前（後）歩｛数歩進んで停止する｝
屈膝足前出｛片足前膝屈げ，もどす｝
屈膝足左（右）出｛同上要領｝
屈膝足斜前出
直立 踵上下
手腰直立
閉足直立
直立 挙踵半屈膝｛踵を挙げ，膝半ば屈げ，膝を伸ばし，踵を
下ろす｝
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分類 始めの姿勢 運　　　動
?????
手腰直立 挙踵屈膝｛深く屈げる｝
ﾂ足挙踵屈膝｛足尖を閉じてから行なう・胃の前挙も加
@　　　　　　える｝
?G股挙｛片足ずつ膝を屈げて挙げる＝股挙げ｝
r前振｛膝を伸ばして交互に｝
r側振
r前伸｛股挙げから膝を前で伸ばし，戻る｝
r後伸｛股挙げから膝を後へ伸ばし，戻る｝
????
手腰
?t｛手肩｝
闌z
t側伸
t上伸
それぞれ　　　　挙踵｛全部｝
ｼ立
ﾂ足直立
J脚直立
ｫ斜出直立
ｫ前出直立
ｫ後出直立
ｼ立　　　　　挙踵屈膝
ﾂ足直立　　　　屈膝股挙
@　　　　　　脚前（後）伸
@　　　　　　脚前挙｛片足を伸ばして挙げて止める｝
@　　　　　　脚側挙
@　　　　　　脚後挙
@　　　　　　脚左右転
@　　　　　　片脚屈膝，片脚後挙，体前倒
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分類
????
????
始めの姿勢
腎側伸
手腰
腎上伸
直立
開脚直立
腎側伸直立
腎前屈
直立
開脚直立
運 動
挙踵行進
徐歩
直立
??????
　平均台上徐歩行進
屈膝行進
膝立行進
屈膝挙股行進
脚前後振行進
挙脚左右転行進
片脚屈膝，片脚後挙，体前倒行進
屈腎
腎左右伸（側伸）｛屈腎から水平に伸ばし，下ろす｝
腎上伸｛屈腎から上伸し屈腎下伸・伸ばしたまま前から
　　　　の2種
腎前伸｛同上｝
腎左右・上・下伸（6呼唱）
腎左右・上・前・下伸（8呼唱）
胃前屈
腎左右開（腎側開）
腎左右振（腎側振）
腎の左右挙（腎側挙）
腎前挙
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分類 始めの姿勢 運　　　動
??
腎側上挙（腎左右上挙）??
腎前上挙
頭 直立 頭後屈?
手腰直立 頭前屈
動 頭の左右転
直立 腎左右挙（胃側挙）
胃側挙及び挙踵
頭後屈
頭後屈及び腎側挙??
頭後屈及び掌外反??
腎側上挙側下
胃前上挙前下
腎前上挙及び側下
腎前上挙側下挙踵
腎前上挙側下前進
胸 手腰 足前出直立??
胃側伸 開脚直立　　　上体後屈
動 腎上伸 直立　　　　　肋木等支持上体後屈挙踵
閉足直立
調ヒ?
手腰??
屈胃 開脚直立　　　上体前屈
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分類
????
????
始めの姿勢
腎前屈
手頚
腎側伸
胃上伸
直立
手腰　片足支持
屈腎
腎前屈
手頚
腎側伸
腎上伸
手腰
屈胃
手頚
腎側伸
腰掛
片膝立
両膝立
運 動
直立
閉足直立
屈膝足前出体前倒
屈膝足後出体前倒
屈膝足斜前出体前倒
屈膝足斜後出体前倒
腰掛上伏臥足支持　伏臥体後屈
　　　伏臥上体前屈
片手上伸片手下伸屈膝足斜前（斜後）
出体前倒
片足支持屈膝足前出体前倒
片脚屈膝片脚後挙体前倒
上体後倒
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分類 始めの姿勢 運　　　動
腎上伸　　足前出直立
片足前挙支持直立
腰掛前の直立 胃立伏臥????
直立 床上又は地上の腎立伏臥
腰掛，肋木，補助者 脚上方支持腎立伏臥
（水平→斜上方→倒立）
肋木，壁，助手に面して
腎上挙（足後出） 倒立
仰臥　　腎側伸 仰臥脚上下
腎上伸
手腰　　　閉足直立 上体左右転向
躯
幹 屈胃　　　足斜前出直立
側?
手頚　　　開脚直立
運
動 腎側伸　　足前出直立
腎上伸　　膝立
腰掛
手腰　　　開脚直立 上体左右屈
屈腎　　　　　　閉足直立
手頚　　　　　　足前出直立
片手腰片手頚
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分類 始めの姿勢 運　　　動
??????
片手腰片手上伸
t側伸
t上伸 側方倒立回転
片足側挙支持　　　｛肋木｝
腰掛，床上腎立伏臥 側臥
肋木における 側垂｛側方水平支持｝
　途中であるが，このように始めの運動との組合せによって莫大な運動の種類
が生じるように作っているが，この中で，体操競技的な運動は，側方倒立回転
と倒立ぐらいのものである。この次にある懸垂運動は若干器械体操の運動が含
まれるので，その辺りを中心に見てみたい。
懸垂運動
　懸垂運動の目的は，胸，背及び上肢の諸筋を強健ならしめ，胸廓を拡張し，
脊柱を正しくして呼吸，循環等の機能を盛んならしめ，自信，勇敢，果断，沈
着，剛毅等の徳性を養うにありとする。
懸垂運動の種類
｛身長程度の低い水平棒等で｝
　懸垂直立屈腎挙踵・懸垂直立伸腎屈膝・懸垂直立挙踵挙脚｛片脚挙げ｝
　懸垂直立挙踵屈膝挙股｛片脚屈げて挙げる｝
　前方斜懸垂｛伸腎，屈腎，挙脚，挙股等を行なわせる｝
　後方斜懸垂｛伸腎，屈胃｝
｛足が届かない高さで，水平棒，鉄棒等で｝
　懸垂（通常懸垂）｛後述｝・屈胃懸垂｛懸垂腕屈伸｝・逆手懸垂・片逆手懸垂
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両側懸垂｛並行水平棒・横梯などの両棒に懸垂する｝・両側屈腎懸垂
懸垂（両側懸垂）左右振動｛体を側方に振動する｝・懸垂横行・伸腎懸垂横行
伸胃懸垂振動横行・屈腎懸垂横行・両側懸垂移行・両側伸腎懸垂前行
両側伸胃懸垂振動前行・両側屈腎懸垂後行・懸垂転向横行・伸腎懸垂転向横行
屈腎懸垂転向横行
腎立懸垂｛水平棒・鉄棒・並行水平棒等，現在の体操の名称としては，支持
　と呼ぶ｝
　懸垂における脚挙｛肋木・水平棒・吊環等｝
　懸垂における上下振動｛吊環｝
　懸垂における屈膝挙股｛肋木・水平棒・鉄棒等｝
　腎及び体の屈伸｛肋木・梯等｝
★左（右）脚懸上｛外脚懸上｝・左（右）脚懸振上｛振動から脚懸上をする｝
★尻上｛逆上がりのことである｝
☆傭下｛逆上がりの逆に運動し，下りる｝
☆肘懸上｛片腕屈腕懸垂と握りを離した片肘を棒に懸けて上がる｝
☆左（右）（両）肘懸振上｛振りを使う｝
　後下｛腎立懸垂から懸垂へ下りる｝
☆懸垂上（反動上）
★懸垂振上（海老上）｛蹴上がりのことである｝
☆屈腎振上（小振）
★伸腎振上（大振）｛大振り上がり｝
★両側腎立懸垂振動｛平行棒の支持振動に当たる｝
☆振出｛同上から前方・後方の横下り｝
吊縄（吊棒）登降・斜吊縄（棒）登降・斜吊縄転向登降・梯の登降・縄梯の登降
窓梯登降・
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　懸垂運動として以上のようなものが挙げられている。この中で★印のついた
運動は，近代体操的なもの，☆印のついた運動は前近代的な体操で行なわれた
運動と考えられる。
跳躍運動
　跳躍運動としては，大別して次のような運動が含まれる。
　（1）地上の跳躍　（2）高跳び　（3）幅跳び　（4）棒高跳び　（5）棒幅跳び　（6）生け垣跳
　び　⑦跳下｛跳下台・跳箱・肋木等から｝　⑧跳越し｛跳箱・水平棒等｝　⑨
　鉄棒の振り跳び｛横振跳と呼んでいる＝弾道｝　⑩吊縄の振り跳び　⑪棒跳
　下⑫跳箱運動｛跳箱運動としてはこれといって見るべきものもなく，最も
難しいと思える運動は，縦開脚跳び，縦二節跳び等である｝
4　スウェーデン体操の基本姿勢と運動法
　　ここで，個々の運動の基本姿勢や運動法を紹介する代わりに，懸垂と直
　立姿勢のみについて瑞典体操の方式を紹介してみる。
◎懸垂（通常懸垂）の運動法
（号令）
　（1）懸垂一掛れ
　（2）下りよ
（要領）
　懸かり方左｛下｝の如し
　（1）第1動，（足尖を閉じ）胃を上に振り挙ぐ
　　第2動，膝を半ば屈し，眼を器械に注ぎ，両腎を後下に振り下ろすや否
　　　　や，
　第3動，腎を上方に振り挙ぐると同時に，膝を伸ばして跳び上り，手の
　　　　甲を後にして，器械を握り，胃，体及び脚を真直ぐに伸ばして，
　　　　足尖を下ぐ。
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懸かり方は，習熟するに従ひ，胃を振り上ぐることを略し，二挙動若く
は一挙動を以て行はしむ。
降り方は，跳躍の要領による。左の如し。
（2）第1動，両胃を僅かに屈す。
　第2動，両手を離して地に下り，『挙踵半屈膝』の姿勢を取る。
　第3動，膝を伸ばす。
　第4動，踵を下ろす。
降り方は，男生徒にあっては，又次の如く躍進を加へて行なはしむ。
　第1動，両腎を屈ぐると同時に，膝を屈げて，股を前に屈ぐ。
　第2動，両手を離して地に降りるや否や，特に躍進す｛ジャンプする｝。
　第3動，直立し，両手を下ろし，足尖を開きて，『気をつけ』の姿勢を取
　　る。
終りて整列地点に復へるには，右の如く直立の後，手を腰のちかくに屈し
て，駈歩に移るべし。
（注意）
　（1）懸垂せし時には，左｛下｝の如く注意すべし。
　　（い）胸を張るよう。
　　（ろ）肩を広く保ち，狭くせざるやう。
　　（は）顎を引き，頭を真直ぐに保つやう。
　　（に）腰・膝・足首等皆自然に伸びるやう。
　　（ほ）両脚は相接して離れざるやう。
　　（へ）両足尖は揃へて下方に向くるやう。
　　降りる時には，左｛下｝の注意をなすべし。
　　（い）直下に降りる時の注意は，後に説く所の其の場の跳躍に同じ。
　　（ろ）躍進して下る注意は，後に説く所の幅跳・高跳の要領に同じ。
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　このように，懸垂のやり方一つ取り上げてみても分かるように，解説が丁寧
なのではなく，運動のやり方や姿勢の規定がきっちりと決まっているのであっ
た。
◎基本姿勢「気をつけ」について
　この姿勢は，時代によって多少の変遷が見られるので，明治初期から追って
見たい。
明治元年の新兵体術（田辺良輔　養素亭）では，図に「気をつけ」の姿勢が示
されているが，掌が正面を向いている（11）。
明治7年「体操図解」（天野咬著）では次のようになっている。
　直立整頓体を正しく真直ぐに立つなり
　　この図は先ず体操を為さんとするとき，生徒をして整列せしめ，その体を
　直立し左右の手を下に垂れ，掌を前に向け，首を正しくし両足を以て正しく
　集めて地を踏ましむ。この前に教師（用意せよ）と令して図のごとく整頓せ
　しむるなり（12）。
　明治15年の「新制体操法」（体操伝習所）には，
　………生徒をしてその姿勢を正しくせしめんと欲する時は教師「気をつけ」
の令を下す。この令にて各生徒皆その全体を真直ぐにして両踵を近接して一直
線上に置き，両足尖を開きて60度の角を造り，その目は前方凡そ12歩の地に注
ぎ，腎は自然に垂下して少しく掌を前方に向け，その指間を密附して小指を股
の側部に接せしめ，胸部を前に張り，両肩を後方に引き，左右高低なく恰も一
直線をなさしめ，以て頭部の中線と殆ど直角を作らしむ（13｝。
明治19年「普通隊列運動法」（松石安治）では，
　「気をつけ」この令にて生徒は其の意を留め次の姿勢を取る
　両踵を揃え，勉めてこれを近付け，両足尖を矩形よりも少し狭く開きてこれ
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　を同等に外面に向け，膝を伸ばして強硬ならしめず，体を正直に保ちて少く
　前に傾け胸を張り，両肩を退けて一様に下ろし，掌は殆ど前面に向け，小指
　を袴の縫い目の後に着け，頭は正直にして眼は前面を直視すべし。
　眼は瞑（いから）せず口を開かず腹を出さざることに注意すべし（14）
他の兵式体操も「気をつけ」に関しては殆ど同じである。
　このように，スウェーデン体操以前は『掌を前方に向け』ていたようである。
しかし，明治35年の「瑞典式教育的体操法」（川瀬元九郎編）に至って，『掌が
腿に向』けられるようになっている。以下同書の気をつけの姿勢について見れ
?
（イ）両踵を接して一直線上に置き，両足尖を外方に90度に開く
（ロ）膝を硬固にすることなく脚を真直ぐにす
（ハ）左右の腰を前後せしむることなく，平等にして，腰を後方に退くべし
（二）胸を上げ，前方に張るべし
（ホ）両肩を水平にし，後方に引くべし，硬固にし又は肩を怒らすこと勿れ
（へ）腎を自然に体側に垂下し，その指間を密附して掌面を股側に向ふ
（ト）頭を正直にし，顎を内方に引くべし
（チ）眼は前方を直視すべし
（リ）体重を足蹴の中央に支え，完全の平均を保つべし（15）
　と述べている。｛両足の角度90度は開きすぎであろうし，（二）の胸は張りす
ぎの感がある｝
　明治39年「体育之理論及実際」（国光社　元文部省体操遊戯取調委員　井口あ
くり　可児徳　川瀬元九郎　高島平三郎　坪井玄道　共著）では「直立姿勢」
として
「両踵を接して一直線に置き，両足尖を矩形より狭く開き，外方に向け，両膝は
凝らずして十分これを伸ばし，上体は正しく腰の上に落ちつけて，少しく前に
傾け，胸部を前方に張り，両肩は故らに｛コトサラニ｝これを張ることなく，
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水平に後方に引き，両腕は自然に体側に垂れて，掌を僅かに前方に向け，指は
これを密着し，軽く屈めて小指を股につけ，頭は真直ぐに保ち，顎を軽く内方
に引き，両眼は前方を直視す，（各部に於いて凝らず硬からず，全体を自然に優
に保つよう注意すべし）㈹
　ここでは再び，掌の向きがやや前方に向いている。しかし，これが大正2年
の「学校体操要義」（永井道明）に至って漸く普通の形に定着する。次の通りで
ある。
　両踵を一直線上に揃へてこれを着け，両足を約60度に開きて斉しく外に向け，
両膝は凝らざるやうこれを伸ばし，上体を正しく腰の上に落ち着け，且少しく
前に傾け，両肩をやや後に引きて一様にこれを下げ，両腎は自然に垂れ，掌を
股に接し，指は軽く伸ばしてこれを並べ，中指を袴の縫目に当て，頚を真直に
し，頭を正しく保ち，口を閉ぢ，両眼は十分これを開きて前方を直視す（’7）。
　◎懸垂姿勢について
　スウェーデン体操においては，懸垂の姿勢は明確に短懸垂の形を指定してい
る。川瀬は「瑞典式体操」で『懸垂運動は吸息筋の収縮力を鍛練し，胸廓を上
挙拡張せしめ………』というように規定し，挿し絵によって明確な短懸垂の姿
勢を図示している。また，永井も「学校体操要義」の中で，『懸垂運動において
主眼とする所は，胸廓の拡張と脊柱を正しくするにある』（18）と述べ，前述したよ
うに『胸を張る』ことを要求している。しかしながら，これらの中では，長懸
垂，短懸垂の用語は見られず，正しい姿勢と不正な姿勢という見方であり，明
確な概念としての長懸垂，短懸垂はなかったようである。
　今井学治は，医学博士・桜井恒次郎の校閲で大正9年（1920）に解剖生理学
的観点に基づく「合理的体操学」（19）という著書を著わしているが，この中で『短
懸垂』『長懸垂』という用語を用いている。懸垂運動の目的は，『脊柱湾曲の矯
正と胸廓拡張にある』とし，この目的が達せられるのは短懸垂であるとする。
　　　　短懸垂　　　　　　　　　　　　　　長懸垂
①鎖骨は水平なり　　　　　　　　①鎖骨は斜めなり
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②胸廓は正常に拡張す
③上肢肩帯諸筋は大いに使用さる
④肺はよく働き呼吸正し
⑤上博骨と耳との距離遠し
⑥目は明瞭に大きく開く
⑦全身長短し
　以上のように，
②胸廓は体重にて狭長に引伸されたり
③上肢肩帯諸筋は使用されず
④肺は圧縮せられ呼吸苦し
⑤耳と胃との距離近く頭は陥没せる如し
⑥目は苦しそうに細し
⑦全身長長し
　　　　　　　スウェーデン体操における懸垂の目的が，胸廓の発達や脊柱
の矯正や肩帯諸筋の発達にあるからには，当然短懸垂が正しいということにな
る。しかし，この短懸垂は，スポーツとしての器械体操の鉄棒運動（振動運動）
発展の妨げにこそなれ，合理的で雄大な運動や優雅な運動を可能にする基本姿
勢ではなかったので，『胸の張り』を強調する直立姿勢と並んで体操競技発展を
阻害する端的な現われと見倣すことができる。
5　スウェーデン体操の採用
　明治40年（1907）の第一次学校体操調査会（陸軍側と文部省側の委員による）
は学校体操を兵式体操に一本化せよとの陸軍の主張に基づくものだったが，不
調に終わり同42年（1909）の第二次調査会が，外遊中の永井道明の帰国を待っ
て再開されることになった。ここで漸く文部省側と陸軍側の見解に統一が見ら
れ，学校体操は教練（兵式体操の集団訓練）とスウェーデン体操を実施するこ
とに案がまとまり，大正2年の「学校体操教授要目」として公布された。これ
により学校ではスウェーデン体操が全面的に採用されることになったのである（2°）。
6　スウェーデン体操に対する批判
　前述のように，スウェーデン体操は学校体操の主要部分を占める教材として，
教練や遊戯と共に実施されることになり，学校にとどまらず軍隊においても採
用されることになった。しかし，前に見た通り，そのやり方が至って形式的で
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あり画一的であることから，生徒の自主性や創造性の育成を主張するグループ
からの批判が起こった。大正デモクラシーなどといわれるような自由主義思想
が普及し，かたや，オリンピック競技への参加，極東選手権大会や国内競技会
の増加等に刺激されてスポーツが盛んになるこの時代にあっては『予令』，『号
令』によって決められた通りの運動をさせられる『画一的形式体操』に対して
批判が捲き起こるのは避けられない運命だったであろう。
　前述の「合理的体操」が著わされたのも，こうした背景があってのことであ
る。今井はそこで，体操が教育者及び被教育者に興味を与えない要因を，解剖
学，生理学，心理学等の理論軽視若しくは無知によるものと考え，運動を解剖
生理学的に詳しく解説し，運動に科学的根拠を与えようとした。しかし，運動
そのものは，スウェーデン体操の域を脱するものではなかったのである。
　この批判に答えるべく，大正15年（1925）には「改正学校体操教授要目」が
公布された。この時，遊戯競技教材の増加と並んで，体操教材として鉄棒・横
木の運動や跳躍運動，とりわけ『倒立及び転回運動』等が加えられた（21）。
　この改正直後に著わされた二宮文右衛門の「学校体操」（22）は，新しい方向を示
しているので若干詳しく見ることにする。運動の分類は従来の方式を守っては
いるが，新しい要素として，体操競技的運動がたくさん取り上げられている。
???「??
運動の分類
秩序運動
下肢の運動
頸の運動
上肢の運動
胸の運動
懸垂運動
平均運動
8　体側運動
9　腹の運動
10　背の運動
11行進及び駈歩
12　跳躍
13　敏捷（巧緻）運動
14　呼吸運動
に鉄棒運動が取り上げられている。
　　1　懸かり方
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　左に見るように，殆どは以前
の分類に等しいが，懸垂運動や
巧緻運動（初めて現われた）に
は体操競技的運動が多く採用さ
れている。
6の懸垂運動は，第1懸垂運動
と第2懸垂運動とに分けられ，
第2懸垂運動の中には次のよう
?????????????脚懸上及後下
横木における逆上及傭下
逆上
逆上（三節）｛飛び付き・前振り・後振りから行なう＝巴の原初形態？｝
蹴上
屈腎振上
懸垂振上（大振り・後振上）
蹴上脚懸上｛蹴上りから振り下ろして脚懸け上りをする｝
巴蹴上｛連続技｝
巧緻運動としては，倒立及び回転運動が取り上げられている。
前方転回｛前方回転のこと　跳箱　マット｝
背部腎立前方転回｛倒立一前方回転　跳箱｝
後方転回｛後方回転　マット｝
腎立側転｛側方倒立回転｝
腎立前方転回｛前方倒立回転｝
脚支持倒立｛地上の倒立｝
倒立側下｛倒立からの横下り｝
倒立正面下り
　このほか，跳箱運動では，垂直開脚跳び，垂直閉脚跳び，斜め開脚跳び，斜
め閉脚跳び，水平開脚跳び，水平閉脚跳び等を扱っている。
　ここにおいて初めて体操競技的運動の数々が登場し画期的ではあるが，懸垂
運動においては未だに『短懸垂』を推奨しているので，依然としてスウェーデ
ン体操の影響から脱していない感がある。ただし，短懸垂自体はスウェーデン
体操だけの専売特許という訳でもなかったようである。
　さて，明治末期からこのかた，このスウェーデン体操に飽き足らない人々や
研究熱心な体操家たちの多くによって，欧米各地の新しい体操に対する研究が
盛んに行なわれてきたが，大正末期から昭和初期にかけて続々と各所で発表さ
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れ，世界における体操の動きや体育の趨勢がわが国に知られるようになってき
た。
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II　新傾向の体操の影響
1　新しい体操の紹介
　大正末期から昭和にかけて，体操研究は進み，欧米の体操の新しい傾向が紹
介されるようになってきた。これをいちいち挙げるのは差し控え，昭和5年（1930）
に出版された大谷武一著「新しい体操への道」㈹によって殆ど全ての概要を知
ることができるので，以下にあらましを記す。
　大谷武一は，フランス人フランソア・デルサルト（Frangois　Delsarte　1811－1871）
を，この新しい傾向への主なる源流の一つとしている。そして，次のような人々
と，その運動を紹介している。
　ドメニイ（George　Demeney）
　　運動は動的であること
　　動作は十分伸張され，連続的であること
　　無関係の筋は弛緩されること
　　　等自然的な運動法を主張する
　メンゼンディーク（Bess　Mennsenndieck）
　カルマイエル（Hetwig　Kallmeyer）
　　呼吸，筋解緊，筋緊張に留意する
　ドーラ・メンツ1／ル（Dora　Menzler）
　　運動の基本点は筋緊張と解緊にあると説く
　ダンカン姉妹（Isadora　Duncan，　Elizabeth　Duncan）
　　体育は結局，有機的運動に対する感情と理解とを喚起することに基づく
　ダルクローズ（Jacque　Dalcroze）
　　律動体操
　ボーデ（Rudolf　Bode）
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　　解緊運動，振動運動，緊張運動，表現運動
　ローデン，ランガード（Hetwig　von　Rohden，　Louise　Langgaad）
　　身体のみでない『全』人間が運動するのだという主張
　ラバン（Rudolf　Laban）
　　舞踊体操
メリー・ウィグマン（Mery　Wigmann）
　　舞踊学校
　ミュラー（Muller）
　　『わが体操』
　ニールス・ブックの基本体操
　　柔軟性，力，巧緻性を向上させる連続体操
　エリン・ファルク（Elin　Falk）
　　スウェーデン体操を自然的運動にした
　スラマの『新独逸体操』
　　　団体指導に特徴がある
　このほか，ガウルホーファーやシュトライヒャー等の新体操派の研究を紹介
している。これらは皆同じという訳ではないが，概してスウェーデン体操の静
的硬直性の否定であり動的な運動を求める中で，自然な運動や筋の緊張と弛緩
の交替や筋解緊などを重要視し，表現運動にまで発展する各派もある。
　昭和7年（1932）に，当時東京女子体操音楽学校の校長であった藤i村トヨは
スウェーデン体操を批判して『……瑞典体操の初めは，主として背を伸ばせ，
胸を張れ，肩を引け，顎を引け，尻引け，膝伸ばせ，と云ふ実に堅張った動き
の取れない姿勢を始めとして，其の姿勢より種々なる堅張った運動形式を採っ
た』と述べ，本来の運動のやり方については『大谷武一氏の漫遊後の話の中に，
瑞典本国には堅張った瑞典式はして居ない，運動は柔かみが無ければならぬ，
自然でなければならぬと主張された……』（24）とし，自然性や柔軟性の必要を挙げ
ている。
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　昭和8年（1933）6月から翌年5月まで「体育と競技」に連載された「独逸
体操の新傾向」が岩野次郎によって執筆された。結局，1年間にわたる連載も
ほぼ大谷の前述の著書と基本的には変わるところはない。
2　デンマーク体操の紹介
　大正末期に既にわが国に紹介されて，話題となっていたニールス・ブックの
基本体操が昭和6年（1931）ブック本人とその一行が来朝し，各地で実演を繰
り返すに及んで，わが国体操界に少なからぬ波紋を巻き起こした。
　ニールス・ブックの基本体操は，デンマーク体操とも呼ばれ，本来はデンマ
ークの農村で働く青年たちのために作られた体操であった。彼は初めは，地元
の体操教師養成課程を経たのち，コペンハーゲンの国立体操研究所でスウェー
デン体操を学びそして教えたのであったが，スウェーデン体操によっては青年
たちに効果的な訓練を施し得ないと感じ，新たな体操システムを開発したので
ある。
　彼の体操の特徴は，柔軟性，強壮性，巧緻性にあり，これを弾力的に，連続
的に行なわしめるところにある。内容は下に示すように基本体操，肋木運動，
二人組運動，整美体操，跳躍転回運動からなる。
　基本体操
　　①軽快運動　軽い跳躍運動（ホップ）を伴う徒手体操
　　②直立運動　直立から行なう徒手体操
　　③開脚姿勢　開脚で行なう徒手体操
　　④膝立姿勢　片膝若しくは両膝をついて行なう徒手体操
　　⑤長座姿勢　閉脚又は開脚で行なう柔軟体操
　　⑥伏臥姿勢　伏臥で行なう徒手体操
　　⑦誘導姿勢　一運動から他の運動への移り方
　　これらの体操で特に目立っのは，胃誘導振，胃の回旋運動，体の捻転運動
　　等である。　　各運動は，2拍子なり3拍子なり4拍子なりのリズムをと
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　　って繰り返す。
肋木運動
　　各種の姿勢で，上の基本体操と同様やはり拍子をとって行なう。
二人組運動
　　交互に柔軟体操の補助や筋力強化の補助を行なう。
　整美体操
　　のちの団体徒手の運動に酷似し，表現的要素が見られる。
　跳躍転回運動
　　①踏台跳躍運動　跳箱の上の段だけを使用
　　②回転運動　マットの回転運動
　　③跳箱運動
　　④転回運動　倒立転回や前方宙返り運動等（25）
　以上に見たように，スウェーデン体操に比べて，徒手体操は特に躍動的（腎
の振動運動，回旋運動，体の捻転運動，その他をリズムをとり，テンポを変え
るなど）であると同時に整美体操によってショウ的要素を盛り込み，マット運
動によって巧緻性や創造性を組み込んだ体操と評価できよう。
　スウェーデン体操が背の運動，腹の運動という，強化する（又は矯正する）
部位によって運動を分類したのに対して，運動の目的を柔軟性，強壮性，巧緻
性の向上においたことが画期的な相違であったといえよう。殊にわが国器械体
操関係者は，ニールス・ブックー行の実演で見たマット運動には唖然とさせら
れたという。翌昭和7年のロサンゼルス・オリンピックで，事前の審判会議の
採点実技の際，わが国選手の一人は徒手体操演技としてデンマーク体操を演じ，
審判員からもっとタンブリングを取り入れるよう勧告を受けている㈹ところか
ら察すれば当然のことかもしれない。
3　ラジオ体操の始まり
昭和3年11月1日，NHKのラジオを通じて「国民保健体操」の放送が始めら
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れた。当時の逓信省簡易保険局長が，米国では，保険事業の一環としてラジオ
放送による保健体操が行なわれているのを視察して，帰朝後わが国でも始める
ことを提案した。大谷武一，森秀，森悌次郎，藤本光晴，三浦ヒロ，松元稲穂
らが作成に携わったが，この体操は極めて簡易で分かりやすく，伴奏音楽のリ
ズムと担当の江木アナウンサーの指揮ぶりによって大衆に非常にアピールした
といわれる（2η。
　このラジオ体操の放送は，徒手体操の社会的普及に大きく貢献しただけでな
く，ソコール祭の盛んな紹介と並んで，その後の日本体操祭の実現におおきな
役割を果たしたものと考えられる。
4　ソコール祭の紹介とわが国の体操祭
　ソコールは，チェコスロバキアの英雄ティルシュ（Tyrsh）によって始められた
全国体育組織で，1882年に第1回ソコール祭が行なわれた。一般にソコール祭
は大々的な集団体操即ちマスゲームによって有名であるが，その初期には器械
体操も盛んに行なわれたようである。昭和2年（1927）7月の「体育と競技」
に大谷武一によるソコールの紹介記事が載せられている。それによれば，巴里
に選手を送った時には，体操でユーゴスラビアが一等，チェコのソコールは二
等であり，このほかに吊縄登降で一等，吊環及び並行棒で二等を得たという。
また1926（大正15）年7月，プラーグで3日間に亘って催された汎ソコール祭
前後からは，少年少女の簡易な律動体操が加えられた（28）とある。
　いずれにしろ，世界的に有名なのはやはり集団体操で，この機関誌に，整然
と徒手体操をする大集団を写真で何枚も紹介している。
　昭和5年（1930）4月に全日本体操連盟が結成されるや全日本器械体操選手
権大会の開催を11月9日に定め，これに向かって一連の体操祭を計画した。11
月2日上野動物公園前に，約3000名を集め，日比谷まで大行進を行い，日比谷
公園で合同体操を行なう予定であったが，折からの雨で途中で中止せざるを得
なかった。翌日3日には，日比谷音楽堂で体操実演会（徒手体操，舞踊，遊戯，
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ダンス，器械体操など），4日には上野松阪屋ホールで，5日，6日には新宿三
越ホールで，7日には大塚市民館市内公園で各種の実演を行い，8日には日比
谷，芝，上野，浜町公園で指導の会を催した。そして，最終日の9日には，第
1回目の全日本器械体操選手権大会を開催したのである。この一連の体操祭は，
まさにチェコスロバキアのソコール祭を見習ったものであった。プログラムの
中にも，ソコール祭についての講演や映画が盛り込まれ，マスゲームの素晴ら
しさを宣伝すると共に，これら一連の活動によってこの後の集団体操の国家的
隆盛に貢献する第一歩となったのである（29）。
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III明治末期一昭和初期における器械体操の展開と
　　　競技法の推移
1　全日本体操連盟の設立
　スウェーデン体操が始められてから，停滞気味に時を過ごしてきた器械体操
は，昭和の初め迄少数の同好の志によって細々と続けられてきたのである。前
に見てきた通り，学校体操は新しい体操の影響を受けながらも，その教育目的
の重点が身体の均斉なる発達強化にあり，そこにスポーツとしての器械体操と
は一線を画して，異なる意義を見出だしていたので，器械体操の運動を大幅に
学校体操へ取り入れる筈はなかったのである。また，大正の後半から昭和初期
にかけては，前述の如く，底辺に根強く存在するスウェーデン体操の思想のう
えに，新傾向の体操の紹介が盛んに行なわれ，体操界自体が混迷の時代を経験
しているさなかでもあった。
　他方，わが国スポーツ界は，オリンピック大会参加をきっかけとして各スポー
ツ種目ともに隆盛をみせ，やがてその全盛期を迎える勢いを見せていた。この
気運と相呼応して，わが国の器械体操もオリンピック大会に参加しようという
意欲のもとに全日本体操連盟を結成（昭和5年）したのであった。ところで，
この当時連盟結成のために活躍した人々たるや，この時代の学校体操（体育）
を代表する面々であった。
　全日本体操連盟史の伝えるところによれば，連盟の結成に関する事情は次の
ようなことである，『昭和4年11月，第5回明治神宮髄育大會が開催せらるるや，
畏くも今上天皇陛下の行幸を恭うし我が艦操界は空前の光榮に浴し，髄育史上
永久に記念すべき頁を作った。…………永久に記念すべく，ここに髄操團髄組
成を思い立ったのである。……………たまたま第5回明治神宮大會に於いて，
鐙操部評議員森秀が，一大英断を以て鐵棒12欄を作り，神宮大會中に器械盟操
の一齊演技を行って一般の好評を博してから………
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…・・…蜥J武一提唱の下に全日本膿操聯盟組成の議が起ったのである。
當時，神宮大會膿操部の活動の為に，日本青年館に居合せた大谷武一，森秀，
竹内八郎，森悌次郎，高木武夫，本間茂雄，三橋義雄，吉田清，竹田徳二の各
髄操部委員は，直ちに大谷の提議に賛し，当時，地方より上京せる府縣髄育運
動主事，其他，地方關係者を歴訪し，その賛成を求めた庭，双手を畢げて賛成
した………（3°）』ので，昭和5年（1930）4月13日日本青年館において連盟創設
の式を挙行したのである。連盟設立の趣旨は，『内には我國髄操界を統制し，外
に対しては我國を代表し，燈操の研究と，普及畿達とに貢献しようとする（31）』
ものであった。その事業として
　①国際競技会に日本代表選手を選抜派遣する。
　②艦操の選手権大会を行う。
　③膿操大会，髄操祭を行う。
　④政府の諮問に応答し政府其他公私機関に意見を述べる。
　⑤講習会の開催。
等が挙げられている。
　連盟の結成と共に，器械体操は国際大会に向けて大いなる躍進を開始した。
鞍馬，並行棒，吊環など初めて作られ，その運動も原文（仏文）から翻訳され，
人形を使って動作の理解を助けるなど新たな運動に取り組んでいった（32＞。
　この体操連盟の結成は競技のやり方について大きな意味をもっている。ここ
で，連盟設立前後に分けて，競技法を見てみよう。
2　競技法について
（1）全日本体操連盟設立以前
i　明治39年（1go6）慶応義塾・青山師範連合競技会
　器械種目　鉄棒・横木・棚・木馬
　競技法　両校より20名つつ出し，混合して紅白に分け，それぞれ二組に，
　　　　　級別に分け各級に異なる規定問題を課す
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　　　　選手は規定問題と随意問題を各種目にて行なう
　　　　両校の勝負は，両校選手の得点合計による
採点者　津崎亥九生
規定問題作成者　津崎亥九生
この時の随意問題の例
鉄棒　大振一巴一骨抜，大振一巴一海老一弾道，大車輪一宙転，釣舟，大
　　　振一巴一宙転，逆手振上一蹴棒上後宙転，海老蠣蟷，逆手振上一上
　　　水平下水平，片手釣舟一両手釣舟等である
横木　懸垂上一倒立一側下，蹴上一蝸牛，蹴上一振込，蹴上一後宙転，蹴
　　　上一倒立正面下
棚　　両肘懸上一倒立正面下，尻上一伏臥倒立移り後下，左肘立上一倒立
　　　転回一逆上一釣舟
木馬　縦二節転回，横閉脚，縦一節閉脚，横転回，横倒立側面下り等の跳
　　　び方㈹
　このあと，明治43年（1910）に始まる4校連合競技会が慶応義塾・青山師範・
成城中学・麻布中学の選手たちを集めて創設された。大正5年（1916）成城中
学の不参加によって3校で競技せざるを得ず，以後廃止となったが，それまで
はほぼ同様の競技形式をとった模様である。
　ii　学生連盟時代
　　大正12年（1923）に至って，学生連盟が結成されると，若干競技形式も変
　わってきた。同年の12月に行なわれた第1回器械体操選手権大会では，次の
　ような競技が行なわれている。
第1日
　①横木跳｛距離を測る｝念のため1位の記録は　　51尺9吋
　②横梯競争｛タイムを測る｝　　　　　　　　10秒5分の4
　③倒立時間競争｛タイムを測る｝　　　　　　　2分4秒5分の4
　　　　　　　　　　　　　　　－34一
　④綱高跳｛高さを測る｝　　　　　　　　　　8　PRIO吋
　⑤綱登り｛タイムを測る｝　　　　　　　　　8秒5分の1
第2日
　①弾道幅跳｛距離を測る｝　　　　　　　　　8沢9吋
　②弾道高跳｛高さを測る｝　　　　　　　　　7呪6吋4分の1
　③倒立長距離｛距離を測る｝　　　　　　　　46米
　④振幅跳｛同上｝　　　　　　　　　　　　　12PR　3吋
　⑤超越台幅跳｛同上｝　　　　　　　　　　　10PR　5吋2分の1
　⑥棒幅跳｛同上｝　　　　　　　　　　　　　19PN　3吋2分の1
　⑦懸垂回数　　　　　　　　　　　　　　　　14回　　　　　　　　（34）
　次に自由競技を行なったのであるが，詳細は不明である。しかし，当時の学
生器械体操連盟評議員であった粟屋登は当時の競技法について次のように述べ
ている。
　競技方法は三つに分かれる。
　（1）自由競技法　　（2）応用競技法　　（3）採点競技法　があり
　『自由競技』は，鉄棒，横木，超越台の3種目とし，各種目5題つつ出題出来
ることにし，一競技者は攻撃の意味で自己の出題した技を行なう。相手方はそ
れと同じ技を行なわなければならない。
　①出題者が，その技を完全に行なえば1点を得る。失敗すれば相手方は戦わ
　　ずして1点を得る。
　②防御者が，その技を3回以内に成功すれば1点を得る。失敗すれば得点な
　　し。技の出来不出来は問題にしないが，成功か不成功かの判断は審判員に
　　委ねる。
　『応用競技』は，前記のような距離，時間の測定による競技である。
　『採点競技』は，新旧ふた通りあり，旧い採点法は主観的採点法であり，新採
点法は技や組合せの価値を考慮して，それぞれの技に乗数をかけて得点を算出
するものである。また団体の得点計算には，個人の1種目の順位で例えば，1
　　　　　　　　　　　　　　　－35一
位は7点，2位は5点というように順位点を与え，それを合計する方法も用い
たようである㈹。
　iii全日本体操連盟創立当初
　第1回全日本器械体操選手権大会における競技の採点法は，およそ次のよう
でる。
　5人の審判員が採点板を挙げ，その合計を平均し，各種目の総和を個人の得
点とした。初等部，中等部，高等部の各部門にそれぞれA級とB級を設け，各
部級に4種の規定問題を課した。この4種目中，2種目は懸垂教材で，他の2
種目は跳躍又は倒立転回の教材である。この他に，懸垂から1種，跳躍又は倒
立転回から1種，計2種を選ぶ選択種目がある。選択種目では，その技の難易
によって予め決められた乗数（バリウ）を採点に乗じて得点が与えられる。こ
の合計6回の演技の得点総和が個人の得点である。もし，同点の時には，規定
問題の得点の多い方が上位となる㈹。
　ところで，この時代では様々な得点法が行なわれていたようで，昭和7年（1932）
10月23日に開催された『第1回全国大学高等専門学校対抗器械体操選手権大会』
は当時の競技の実態を知る上で非常に参考になるので，慶応義塾器械体操部30
年史（37）から詳しく引用してみる。ここに見られるごとく，出場選手数はまちま
ちであるが，平行棒，鉄棒，吊環，跳箱，跳躍板の5種目のうち，一人の選手
の出場種目数は3種目以内に制限され各種目におけるベスト3の合計で勝敗を
争うものであった。
　各種目にはそれぞれ規定問題と選択問題とがあり，選択問題は予め選択番号
がつけられた『技』もしくは『組合せ』の表から各自が選んで前以て登録して
おくものである。選択問題には乗数があり，審判員の10点満点の採点（3審制
だから30点満点）に，選手が演技した『技』もしくは『組合せ』の乗数を乗じ
た点数がその選手の得点である。
　　　　　　　　　　　　　　　－36一
審判員は各種目3人で，この時は
　平行棒は，森悌次郎，山田憲一，柳田亨，
　鉄棒は，森悌次郎，高木武夫，大石巌，
　吊環は，下津屋俊夫，赤松勇夫，今村嘉雄，
　跳箱は，広井家太，藤沢勝男，河田新吉，
　跳躍板は，三橋義雄，根本操，村上達人の鐸々たる面々であった。
昭和7年10月23日
　　★第1回全国大学高専対抗器械体操選手権大会★　於体育研究所
［規定種目］
　▲鉄棒　　蹴上一巴一両中脚懸上一逆大和魂
　▲平行棒　内向手支持直立一腎立懸垂一前振一屈腎両肩倒立・前方回転一蹴
　　　　　　上一倒立一前振出
　▲吊環　　逆上一逆懸垂一背面水平懸垂一傭下
　▲跳箱　　水平跳一倒立一転回（高さ1米以上）
　▲スプリング・ボールド　　前方転回
［選択種目］
　鉄棒，平行棒，跳箱，バック又はスプリング・ボールド（或いはスプリング・
　ボールド跳箱，バック混用のもの）吊環使用の運動を各1題つつ，計5題
　▲平行棒
　　選択番号　　　種目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗数
????
34
蹴上一倒立一単棒倒立（側下，正面下，転回下）　　　　　1．8
棒下宙返　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0
蹴上一前方回転　　後方回転（2回）一腎支持蹴上一倒立　　2．0
蹴上一脚前挙一棒下宙一後方回転一蹴上一倒立一単棒倒立一
正面下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．4
単棒片逆手腎立懸垂一単棒倒立一倒立一肩倒立一後方回転一
　　　　　　　　　一37　一
35
???????????????????????????
?????
▲跳箱
　　26
　　28
腎支持蹴上一屈腎振上倒立一単棒倒立一正面下
棒上前方宙返
蹴上一大和魂
逆手蹴上一逆手車輪
蹴上一倒立
水平懸垂一背面水平懸垂
懸垂上一倒立
蹴上一車輪一宙返
懸垂振上一車輪一宙返
蹴上一倒立一車輪宙返
蹴上一倒立一逆手車輪一車輪一宙返
逆手懸垂振上一逆手車輪一車輪一宙返
後方回転（連続）
背面水平懸垂
逆上一倒立一腎立脚前挙一傭下
懸垂上一倒立一屈腎倒立一前方回転一逆上一後下
逆懸垂一水平懸垂一懸垂一懸垂上一前方回転一後方回転下
逆上一倒立一屈腎倒立一前方回転一逆蹴上一倒立一
腎立水平懸垂一後下
十字懸垂
逆懸垂一背面水平懸垂一逆上一倒立一腎立水平懸垂一
十字懸垂一水平懸垂一両脚両腎抜下
垂直開脚跳
二節開（閉）脚跳一倒立一側下・正面下・転回
　　　　　　　　　一38一
2．5
2．5
1．3
Ls
L6
L7
1．8
2．3
2．3
3，0
2．0
2．0
　　31　斜閉脚伸膝跳
▲跳躍板
　　7　水平開脚跳（スプリング，跳箱）
　｛以上がこの大会において試技された選択種目であろう｝
2．5
1．7
［競技成績］
1位　日本体育会体操学校　721．30
　　　氏名　　　　　平行棒　鉄棒　　吊環
　　三宅芳夫　規定　28．35　21．00
　　　　　　　選択　20．4040．70
　　　　　　選択番号　　　（33）　　（90）
　　　　　　　小計　48．7561．70
跳箱　跳躍板合計点　順位
　　　22．00
　　　14．45
　　　　（7）
　　　36．45　146．90　　　　　　1
横島良輔　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計 58，93
?????
）
7
（
58
? ???
??
?????
? 12
矢山　栄　規定　25．20
　　　　　選択　28．80
　　　　選択番号　　　（23）
　　　　　小計　54．00
0071
04
0
81
）03（
04
．
53
35．30x
32．50　x｛※のどちらかが誤り｝
（31）
57．80　　　　　　　147．20　　　　　　2
吉田　恵　規定　25．20
　　　　　選択　20．00
　　　　選択番号　　　（35）
　　　　　小計　45．20
一39一
21．85
27．50｛原文では72．50｝
（31）
49．35　　　　　　　　79．55xx　　　5
｛※※94．55の誤り｝
飯塚正雄　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
23．10
　　0
（25）
23．10
　29．90　　22．00
30．00　　19．55
（31）　　（7）
59．90　　41．55　124．554
北村総済　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
　21。85
　24．00
　（26）
　　　ゑ　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　45．85　　　　　　　　45．85　　　　10
｛原文では45．84｝
大森　要　規定
　　　　　選択
　　　　選播号
　　　　　小計
19．95　　17．00
35．70　　19．55
（82）　　　（32）
55．65　　36．55 92．20 6
伊賀上栄一規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
17．85
27．20
（82）
45．05 45．05 11
山田立夫　規定　　　0
　　　　　選択　20．00
　　　　選択番号　　　（25）
　　　　　小計　20．00
14．45
12．00
（15）
26．45 46．45 9
青柳寅三郎規定
一　40一
選択
選択番号
小計
井口幸夫　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
19．9S娠oどちらか或いは
29．9♂　　　　　　両方誤り0．4多い｝
（32）
49．45　　　　　　　　　　　　　　　49．45　　　　　　8
加藤信治　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
19．95
29．75
（85）
49．70
9．35
18．40
（32）
27．75 77．45 7
金井忠男　規定
　　　　　選択
　　　　選播号
　　　　　小計
22．05
22．10
（82）
44．15
23．00　　22，00
26．25　　14．45
（31）　　（7）
49．25　　36．45　129．853
三位迄合計147．95167．05121．40167．05117．85721。30
2位慶応義塾大学671．55
　氏名　　　　　平行棒　鉄棒
岩田健三　規定　27．30
　　　　　選択　26．25
　　　　選択番号　　　（34）
　　　　　小計　53．55　r
吊環　跳箱　跳躍板合計点　順位
21．25　　17．25
26．45　　18．00
（32）　　　（28）
　　　　　　ゑゑ47．70 35．25　　　　　　136．50　　　　　　3
　　｛※※原文では53．25｝
一41一
小糸栄一郎　規定
　　　　　　選択
　　　　　選択番号
　　　　　　小計
??????
）53（
5344
16．15
12．65
（30）
28．80
19．00
16．15
　（7）
35．15　108．305
野上十郎　規定　27．3017．85
　　　　　選択　30．0040．70
　　　　選択番号　　　（34）　　（90）
　　　　　小計　57．3058．55
28．75
18．75
（31）
47．50 163．35 1
原　秀夫　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
22．05
28．00
（89）
50．05
26．45　　24．00
25．00　　17．85
（31）　　（7）
51．45　　41．85　143．352
平賀達人　規定　25．20
　　　　　選択　18．75
　　　選択番号　　（34）
　　　　　小計　43．95
15．30
25．50
（35）
40．80 84．75 6
峰島伸年　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
22．05
18。00
（71）
40．05
17．00
13．60
　（7）
30．60　　70．658
下川六郎　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
18．90　　16，85
8．40　　　7．65
（67）　　　（24）
27．30　　24．50M
一42一
51．80ww　　　　9
｛原文では25．60｝｛※※原文では52．80｝
高田増太郎　規定
　　　　　　選択
　　　　　選播号
　　　　　　小計
21．00
27．20
（82）
48．20
16．10
13．75
（31）
29．85 080801
?????＝?? （?????
?? 4
野坂　浩　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
坪佐敏郎　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
22．05
22．00
（27）
44．05
17．00
12．00
（35）
29．00 73．05 7
9．00｛原文では9．99｝
6．80
　（7）
15．80　　15．80　　　　11
宮田一郎　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
14．95
14．00
（28）
28．95 28．95 10
三位迄合計155．3び156．80117．50134．20107．75671．55※※
　　　　　｛※155．20になる｝　｛※※155．30が正しければ正しい｝
3位早稲田大学670．75
　氏名　　　　　平行棒　鉄棒
芳賀真人　規定　26．25　25，20
　　　　　選択　32．5042．55
吊環
20．40
33．00
跳箱　跳躍板合計点　順位
一43一
選択番号　　　（35）　　（92）　　（35）
小計　58．7567．75　”　　　53．40
　　｛＊原文では76．75｝
179．90 1
正住　弘　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　小計
23．10　　17．85
31．25　　　8．75
（35）　　　（89）
54．35　　26．60
25．30
20．00
（31）
45．30 126．25 3
三本木桂　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
25．20　　23．15
10．80　　7．00
（33）　　　（89）
36．00　　30．15
26．45
21．25
（31）
47．70 113．85 5
今枝竹次　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
17．85
15．30
（82）
33．15
16．10　　19．00
7．50　　14．45
（31）　　（7）
23．60　　33．45　　90．207
三留庄一郎　規定
　　　　　　選択
　　　　　選択番号
　　　　　　小計
22．05
21．25
（35）
43．30
19．55
19．50
（15）
39。05
17．00
15．30
　（7）
32．30　114．654
稲葉清一　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　小計
22。05　　15．30
12．80　　6．00
　（77）　　　（35）
34．85　　21．30
　　10．00
　　17．85
　　　　（7）
27．8sx　　　93．60xx6
一44一
僕器茎灘なつている゜｝
今村竹利　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
23．10
26．25
（34）
49．35
19．55　　29．90
24．00　　20．00
（35）　　　（31）
43．55　　49．90 142．80 2
高木種秋　規定
　　　　　選択
　　　　選播号
　　　　　小計
11．90　　11．50
13．60　　　1．25
（32）　　　（31）
25．50　　12．75
16．00
11．90
　（7）
27．90　　66．158
町田欣二郎　規定
　　　　　　選択
　　　　　選択番号
　　　　　　小計
7．00
（7）
7．00　　7．00 9
三位迄合計162．45135．75136．00142．9093．65670．75
4位　東京文理科大学　635．50
　氏名　　　　　平行棒　鉄棒
山内日吉　規定　24．15　23．10
　　　　　選択　28．75　　0
　　　　選択番号　　　（35）　　　（90）
　　　　　小計　52．9023．10
吊環　跳箱 跳躍板合計点　順位
27．00
22．95
　（7）
49．95　125．95　　　　　1
荒井嘉一 規定　26．2516．8019．55
選択　21．2522．5014．40
一45一
選択番号　　　（34）　　（74）　　（27）
小計　47．5037．30犯3．95
　　　｛※39．30の誤りか？｝
　　　　118．75x※　　　2
｛※※120．75の誤りか？｝
田口政義　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
18，90　　15．30
8．50　　16．20
（82）　　　（27）
27．40　　31．50
16．10
6．25
（31）
42．35 101．25 5
矢野武夫　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
　0
　0
（19）
　0
　0
　0
（31）
　0 0
川村英男　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計 0362
00
●
11
0351
）??（?????
9
本間茂雄　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
26．25
32．50
（34）
58．75
22．95
34．50
（35）
57．45
　0
　0
（31）
　0 116，20 3
井川　功　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
6．80
　0
（10）
6．80 6．80　　　11
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野沢要助　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
14．70
14．70
（56）
29．40 29．40 8
藤森　明　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
10．00
14．45
　（7）
24．45　　24．4510
南館次義　規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
16．15
　　0
（19）
16．15
23．00
18．70
　（7）
41．70　　57．85 7
佐々木秀一規定
　　　　　選択
　　　　選択番号
　　　　　小計
16．10
22．50
（31）
38．60
18．00
16。15
　（7）
34．15　　72．756
山本藤吉　規定　26．2515．75
　　　　　選択　27．50　　0
　　　　選択番号　　　（33）　　　（71）
　　　　　小計　53．7515．75
18．00
16。15
（31）
34．15 103．65 4
　　　三位迄合計点165．4096．10122．90125．30125．80635．50
　｛以上は慶応義塾大学器械体操部30年史p302～より再録したものであるが，
得点に誤植が多いので，周辺の関係から試算しても不明で訂正しきれない。｝
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　iv　ロサンゼルスオリンピック大会参加後
　昭和7年（1932）ロサンゼルスで開かれた第10回オリンピック大会は，わが
国が初めて体操選手を送り出した記念すべき大会であった。オリンピック村に，
各国がはるばる持ち込んだ体操器械も，最初のうちは互いに他国の様子を見よ
うと，牽制しあっていたらしいが，やがてぼつぼつ各国とも練習を始めた。国
毎に持ち込んだ器械の種類に違いがあったので（どこも全種目は持ち込まなか
った），相互に練習上の交流を図ることが出来たが，これによってわが国選手は
他国の技を学ぶ機会に恵まれ，かなりの収穫が得られた㈹もののようである。
　ただ，この当時は，オリンピック大会においてもまだ，競技法が不安定な時
代であり，その大会毎に競技種目に若干の出入りが見られるが，この大会では
次のようであった。
　昭和7年（1932）　第10回ロサンゼルス・オリンピック大会競技成績概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛詳しい記録は記録の部に掲載｝
　　　　　　　　　　　（1位）　　　　　　　　（2位）　　　　　　　　（3位）
＊タンブリング
＊インディアンクラブ
★鉄棒
★平行棒
★鞍馬（長さ180糎）
★跳馬
★吊環
＊綱登り（長さ8米）
　ウォルフ（米）56．7　　　グロス（米）56．0　　ヘルマン（米）
　　ロート（米）26．9　エレンベルク（米）26．7キューレマイヤー（米）
ビックスラー（米）55．0サヴォライネン（芽）54．2　テラスウィルタ（券）
　　　ネリ（伊）56．9　　　　ペレ（洪）55．8サヴォライネン（券）
　　ペレ（洪）57．2　　　ポノリ（伊）56，6　ハウボールド（米）
ギュグリールメッチィ（伊）54．1　ジョーシム（米）53．1カルシカエル（米）
　グレッグ（米）56。9　　デンドン（米）55．8　　ラツアダ（伊）
　　バス（米）6．9秒ガルブレート（米）　6．8　　コネリィ（米）
55．1
25．9
542
54．8
55．7
52。6
55．5
7．0
個人戦は★印の規定。自由計10種目を対象とした。
団体戦はこれに徒手の規定・自由を加えて12種目，1チーム5人のベスト4の
合計。
　次にこの大会前後のオリンピック大会の体操競技の種目を挙げておく。
第1回大会（1896）
　※重量挙げ（片手挙げ，両手挙げ），鉄棒，平行棒，跳馬，吊環，＊綱登り
第2回大会（1900）
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　＃鉄棒（スインギングムーヴメント・スロームーヴメント），平行棒，＃吊環（ス
テイショナリー・スインギング），跳馬
第3回（1904）
　※重量挙げ（片手挙げ，両手挙げ），鉄棒，平行棒，※百ヤード競走，※砲丸
投，＊跳躍｛このころまで，重量挙げが体操の1種目として行なわれていた｝
第4回（1908）
　＃鉄棒（スインギングムーヴメント・スロームーヴメント），＃平行棒（スロウ・
スインギング），＃吊環（スデイショナリー・スインギング），跳馬
第5回（1912）
　鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬｛団体は鉄棒，平行棒，鞍馬，＊徒手，選択種目
1種目｝
第6回（1916）中止
第7回（1920）
　鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬｛団体は鉄棒，平行棒，吊環，＊徒手，※百米ハー
ドル｝
第8回（1924）
　鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬，回転跳馬，綱登り
　｛団体は上記6種目の規定と鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬，回転跳馬の選択｝
第9回（1928）
　鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬，跳馬
　｛団体は，鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬の規定と選択，これに跳馬，※歩行が
加わる｝
第10回（1932）　　前掲
第11回（1936）
　鉄棒，平行棒，鞍馬，跳馬，吊環，徒手　　　　（39）
　｛ここで初めて現代と同じ種目になった。｝
｛上に見られるように，種目も各大会毎に異なっているだけでなく，しかも※印
のような現代では到底体操競技種目とは考えられないものが体操競技の中に入
れられていたことは当時の体操界が，世界的に見てもまだ模索の段階にあった
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ものと考えられる。＊印の運動は，やがて体操競技種目から姿を消すことにな
るが，わが国では第2次大戦後まで生き残っていたものである。また，＃印はや
がて現代風に統一される。｝
　ところで国内の方はどうなっていたかというと，昭和9年（1934）に「体育
と競技」で，森悌次郎によって紹介されている当時の競技法は，およそ次のよ
うである。
　器械体操は団体競技た個人競技に分けられる。団体競技は鉄棒，平行棒，鞍
馬，吊環，跳馬の5種目で，規定問題と自由問題を行なう。個人競技はこの他
に，棍棒，マット，徒手，吊縄等の種目が普通選ばれる。なお，オリンピック
大会では，個人競技には規定問題というものがなく，1種目毎に2題の自由問
題が課せられている。また，規定問題は2回の試技が許され，多い方の得点を
とる。自由問題は試技1回のみの演技である。
　審判法は，第10回オリンピック大会では合議式であったが，不幸にも桧舞台
で醜態を演じたという。その時の審判長であったヘンリー・パンツアーの手記
に「従来の3審制を5審制とし，合議制を廃し，上下の点数をカットし，中間
3人の点を平均する」ことが提案された。
　わが国では，連盟創立当初から非合議制をとっていたが，1審制，3審制，
5審制の3種を時に応じて採用していたようである。得点は，審判員全員の合
計点もしくは場合によっては平均点によった。
　採点の標準は，大体次のようなものであった。
　規定問題
（1）規定の技を完了し得ざるものには
（2）貧弱なるものには
（3）不満足なるものには
（4）満足するに足るものには
⑤　良好なるものには
（6）特に優秀なるものには
自由問題
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零点
2点
4点
6点
8点
10点
（1）
??????
運動の鮮やかさ及びその連続に対して
技の難易と力量に対して
試技を完了し満足に足る時は
良好なるときには
特に優秀なる時には
2点｛現代の構成点に相当する｝
3点｛現代の難度点に相当する｝
1点　｛（3），（4），（5）は現代の実施点
3点　に相当し，実施の程度によっ
　　て5点までの採点をする｝5点
　これを見ると，自由問題の採点は，構成点2点，難度点3点，実施点5点，
合計10点とするに等しい採点法であり，その配分は合理的であるかどうかはと
もかく，大変に近代的である。
　また，個人の順位の決め方は，前述のような，採点をそのまま合計する方法
の他に，審判員の採点に価値（乗数）を乗じた得点を合計する方法と，二通り
のやり方が示されている。
　団体競技の順位は，1団体の競技者数を明示していないが，各種目毎のベス
ト3，もしくはベスト4の合計によって決定することになっている。
　なお，競技者は自己の競技する問題を予め申し込んでおくことになっていた。㈹
　　　当時の規定問題
　ところで，当時（ロス五輪前後）の規定問題はどんなものであったであろう
か。それを知るために，まず第9回アムステルダム・オリンピックの規定から
見てみよう。
①第9回アムステルダム・オリンピックの規定
　鉄棒　懸垂一懸垂振上外浮脚上｛開脚浮腰支持｝一｛戻って前振り短振｝蹴上
　　　　倒立一車輪（1回）一胃交叉持換一逆手車輪（2回）一逆手中浮脚前方
　　　　回転一逆手中抜｛ディスロケーション｝一後方振動持換一巴一懸垂振上
　　　　側方跳越一腎前挙踵半屈膝着地（41）
平行棒　　｛棒端外向きから一逆上倒立一屈腎振下ろし前振りひねり一棒下振
　　　　下ろし一蹴上一倒立一静に腎支持肩倒立一前転一後振上開脚抜き一
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屈腎肩倒立一押上げて倒立一棒上宙返り胃支持一前振り1／4ひねり側
方跳だし単棒懸垂一蹴上一単棒倒立（内向）一片手逆手持換1／4ひね
り一両棒倒立一側方回転下（42）
吊環　不明
鞍馬　　｛（左旋回で）馬端から上向移動一鞍部で両脚旋回1回半（前）一右脚
　　　左抜き一右交叉一左脚左入れ一左脚右抜き一左交叉一右脚右入れ一両
　　　脚旋回一右脚左抜き一右手側開脚浮支持一切り替え左逆交叉一横移
　　　動一馬端右旋回一上向移動一両脚右抜き下㈹
②ロサンゼルスオリンピック大会予選の規定種目・選択種目
［鉄棒運動］
規定種目
　片逆手巴一中抜上一方向転換一懸垂振上一車輪一巴一逆蹴上一背面水平懸
　垂一背面懸垂上一腎踪支持回転一振跳
選択種目
　（1）巴一中腿懸上一逆蹴上一膝懸後方回転一左（右）膿捻転腎立懸垂一倒立一
　　側下
　（2）逆手懸垂振上一逆手胃立水平懸垂一逆手車輪一方向転換一車輪一前方宙返
　（3）懸垂振上一倒立一車輪一逆手車輪一車輪一巴一蹴上一片逆手斜後下一腎脚
　　支持回転一側下
　（4）片平懸垂一背面水平懸垂一背面懸垂上一倒立一正面下
　（5）巴一蹴上一倒立一巴一逆手持換一逆手蹴上一逆手車輪一後方宙返
　　　｛★腎脈支持回転＝足支持回転（フットサークル）か　★逆蹴上＝＝背面
　　　　蹴上か★前方宙返＝後方宙返り　★後方宙返＝前方宙返り　★片逆手
　　　　斜後下＝不明　★片平懸垂＝水平懸垂の誤植か｝
［平行棒運動］
規定種目
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　外向逆手支持直立一蹴上一倒立一腎支持前振一後方回転一腎支持蹴上一後
　振一倒立一正面下
選択種目
　（1）腎支持蹴上一後振一後方回転一前振一腎支持蹴上一伸腎倒立一左横木上片
　　脚屈膝座一後向一右横木上片脚屈膝座一後向一横木上前方開脚倒立一（手
　　を体前に持換へ）前振一伸胃倒立一前方転回
　（2）内向手支持直立一腎立懸垂一前振一伸腎両肩倒立一前方回転一腎支持蹴
　　上一横木上前方開脚腎立一屈腎両肩倒立一後方回転一腎立懸垂一右（左）
　　脚左（右）手抜一片逆手腎立懸垂一左（右）横木上倒立一側方転回
　（3）両手単木支持直立（外側中央）一片逆手腎立懸垂一伸腎倒立一転向両木上倒
　　立一腎支持前振一後方回転一腎支持蹴上一屈腎両肩倒立一前方回転一横木
　　上前方開脚腎立一倒立一単棒上倒立一正面下
　（4）内向手支持直立一腎立懸垂一屈腎両肩倒立一前方回転一腎支持蹴上一胃立
　　懸垂一前振一横木上前方開脚倒立一後振一後向一側下
［吊環運動］
規定種目
　逆上一逆懸垂一背面水平懸垂一水平懸垂一懸垂上一開脚倒立一傭下一両脚両
　腎抜下
選択種目
　（1）後振後方転回一前振前方転回一逆懸垂一両脚両腎抜懸垂一振跳
　（2）後振反動上一手足支持背面懸垂一両脚両腎抜懸垂一後方転回下
　（3＞体屈伸前後振一後方転回一逆蹴上一後下一前方宙返
［鞍馬運動］
規定種目
　腎立懸垂一右開脚左転向（右把手上に体を支える）一両脚右旋回一右脚左旋
　回一開脚右転向（左把手上に体を支える）一両脚左旋回一後向下
選択種目
　（1）左手後部把手右手腎部支持側面直立一跳越左旋回下（跳越後直ちに前部把
　　手をとる）
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（2）中抜一後方中抜一開脚左転向（右把手上に体を支える）一馬背乗換（一回
　半）一脚交叉後向一脚前挙一転向下
（3）腎立水平懸垂一中抜一脚前挙一倒立一側下（44）
③第10回オリンピック規定問題
平行棒　｛横から単棒逆手把持一跳上がり開脚倒立一閉脚一1／4転向両棒倒立一
　　　水平支持一脚前挙支持経過一棒下振り出し（若しくは棒下宙返り）一後振
　　　上りひねり支持懸垂上がり一振込み一脚前挙一後振り一前転一後振上が
　　　り倒立一後振り下ろし腎支持前振り一後振上がり開脚カット下｝
鉄棒　　｛片逆手振り出し一後振上りリヤボルトー後方浮腰回転一短振蹴上一前
　　　転一持換一逆手車輪一両手持換一前振出し半ひねり一前振りひねり戻し
　　　て順手一車輪2回一交叉一逆手車輪2回一開脚正面下り一腎前挙または
　　　側挙半屈膝から直立となる
吊環　　｛懸垂一正面懸垂一逆懸垂一後振上一後転倒立一水平支持一背面水平懸
　　　垂一肩転移一後方蹴上り脚前挙一倒立一肩倒立一逆懸垂一後振上一十字
　　　懸垂一正面水平懸垂経過一前方回転開脚抜き下り一腎側挙半屈膝一直立
鞍馬　　｛馬端から右旋回シュテクリー馬端旋回右脚左入れ一右脚を抜きながら
　　　上向き移動一左脚右抜き一左脚左入れ一右脚右抜き一左逆交叉一右脚右
　　　抜き一左脚左入れ一右交叉一左交叉一右脚右入れ一右脚左抜き（片脚旋
　　　回1回半）一両脚左旋回3回一右脚右入れ一左脚左入れ一両脚右旋回3
　　　回一横移動一馬端転向下向き下り｝
跳馬　　1．二節側転跳び　　2．水平閉脚跳び（45）
④昭和9年5月18日～4日間ハンガリーのブダペストで行なわれた
第10回国際体操競技会（世界選手権）の規定問題
［鉄棒］
　懸垂大振中抜上一腰掛後方回転｛閉脚シートサークル｝一後落前方振出一右半
　捻向一前振｛片手持換両逆手｝一逆手蹴上倒立一逆手車輪一左転向胃交叉捻転
　車輪一逆手振上一左側跳越一背面懸垂後振一左捻転向一蹴上一腎立前方回
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転一倒立一車輪2回一左逆手腎交叉捻転振上一左側跳越一着地㈹
　｛★左逆手腎交叉捻転振上一左側跳Pt　＝車輪から片腎を下から交叉しながら
逆手に持ち二分の一捻りながら振上りそのまま横跳越し下り｝
［平行棒］高さ1米60
逆上一屈胃前方仰臥右転向一長振蹴上一倒立一腎屈伸前方跳＝胃立脚前挙に
　なる一開脚倒立一閉脚一棒下宙返一｛胃支持｝前方振上一腎立後方仰臥左転
　向一倒立一肩倒立一前方回転一後方振上一開脚前方跳越一屈腎胃立になり一
倒立一棒上後方宙返一腎支持蹴上一倒立二分の一左転向側方転回下（47）
　｛★屈腎前方仰臥右転向＝屈腕の前振り捻り　★腎立後方仰臥左転向＝後振
　り捻り　★後方振上一開脚前方跳越＝後振上り開脚抜き｝
［鞍馬］長さ1米80
　｛両脚左半旋回一左脚左抜き一右後交差一右脚左入れ一左脚右抜き一左脚左
　入れ一両脚旋回一右脚右抜き一右に横移動しながら左脚左抜き一右馬端部で
　両脚左旋回一上向き移動一両脚抜き一右脚右入れ一左交差一右交差一左交
　差一右開脚下向き転向一両脚旋回3回半一上向き移動一馬端旋回一上向き
　移動一（鞍部へ）前跳び下り｝（48）
［吊環］
　｛懸垂一逆懸垂一屈身後方肩転位一前振上脚前挙一倒立一上水平一背面水
　平一逆懸垂一前振前方肩転位一後振上一後方回転倒立一伸腕上水平一十字
　懸垂一蹴上後振一後方回転下｝（49）
これに，幻の東京オリンピック（昭和15年）のための規定問題原案を加えて並
べてみよう。
［鉄棒］｛逆手懸垂振出し一後振上り一閉脚浮腰前方回転一中抜き肩転移一大逆
　　　手振上り一両手持換一後方浮支持回転一短振蹴上一前方回転（片手持
　　　換）一上向移動一後方浮腰回転一背面振出し一順手背面振上り一蹴上
　　　り一倒立一順手車輪一開脚足支持回転一倒立腎交叉一交叉車輪一2回
　　　目に捻り逆手車輪2回一開脚跳越下
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［平行棒］｛長振蹴上り一倒立一棒下宙返り支持一前振り一戻して後振り下向き転
　　　　向一（前から）後振り倒立一後方棒上宙返り支持一前振りひねり支持一
　　　　前振りひねり腎支持一前振り一後振上がり開脚抜き一倒立一棒下振出
　　　　し腎支持一後振り上がり閉脚回旋下り｝
［鞍馬］｛左馬端に立ち，右手左把手一馬端両脚右旋回一両脚前入れ一左脚右抜き
　　　上向き移動背面支持一右脚右抜き一左逆交叉一右逆交叉一左逆交叉一
　　　横移動一馬端旋回正面支持一左脚左入れ一右交叉一左脚左入れ一馬端
　　　旋回一上向き移動背面一左脚右抜き一右脚左抜き一両脚左旋回2回一
　　　右脚右入れ一左脚左入れ一両脚右旋回2回一下向転向正面下り｝
［跳馬］　二節側転跳び（5°）
（この大会では，鉄棒，平行棒，鞍馬は，規定・自由，跳馬は規定のみ，徒手，
吊環は自由のみで行なう予定であった。）
　これらを見ると，わが国がロス五輪の予選のために作成した規定問題及び選
択問題が，いかに国際大会の規定問題から離れているかがよくわかる。
　成文化した「体操競技規定」は，昭和15年（1940）の「運動年鑑」に掲載さ
れているので，主な点についてのみ概観してみることにする。
　　　　　　　　　　　　　　体操競技規定
第一章　競技内容
　第1条　体操競技は左｛下｝の種類とす
　1項　器械体操　　鉄棒，平行棒，吊環，鞍馬，跳箱，跳馬，バック，跳躍
　　　　版，吊縄等の運動
　2項　徒手体操　　一般徒手，組塔，倒転等の運動（何れもマット使用可）
　　｛略｝
第二章　競技者　　｛略｝
第三章　役員組織任務
　第9条　　｛1～3項略｝
　4項審判員　5名又は3名（各種目競技毎に内1名主任）
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　　｛略｝
第四章　審査法
　第11条　試技規定　　｛略｝
　第12条　採点
　1項　審判員は単に其の技術のみならず入退場の態度動作をも併せて審議採
　　　　点すべし
　2項　審判員は主任の指示により各異なりたる位置につくべし
　3項　審判員は互いに相談することなく各自独立に審判し各試技を10点満点
　　　　として採点すべし（端数を付すべからず）
　4項　試技終了選手帰席後審判主任は合図を与ふ，合図に応じて審判員は直
　　　　ちに点数の記されたる点数板を差し上げて………｛以下略｝
　5項試技は左｛下｝記の標準にて採点せらる??
　3
　4
　5
6項
???
???
棄権せるもの全然別個の運動を行ないしもの……………・…・・……零点
試技中多少間違へたもの，中絶したもの及び中絶終了せしもの，失敗
中絶せしも最後まで終了し着地せしもの………………・・…・…1－5点
貧弱なるも技は規定通り完了せしもの………・………・………・……6点
相当良好に技を完了したるもの………・………・……………・…7－8点
総ての技を正しくし，特に優秀なるもの……………・…・…・…9－10点
審判員は採点に際しては問題の難易にかかはらず，行はれたる，試技
の試技の完全なるものを想定し，これを10点満点としてその演技の巧
拙に応じて採点すべし，完全なる運動としては少なくとも次の諸条件
を完備するものたるを要す
運動が正確で乱の無いこと
動作が円滑であること
技が伸々して大きいこと
速度が適度であること
動作が軽快であること
呼吸が楽であること
動作に不安が伴はぬこと
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　　チ　見て美しく感ずること
　7項乗数制によらざる場合は6項により得たる評点にその問題の難易の点
　　　　を考慮に加へ全競技者の力量評価の上に不公平なからしむるを要す，
　　　　この場合，審判員は行はれたる運動そのものの成績を右｛上｝の標準
　　　　により評定し次にその問題の乗数を判定しこれに乗じ得たる点数と30
　　　　点満点との比を求めこの割合にて10点満点としての点数を推定提示す
　　　　るものとす（但し当分の間最高乗数を3とす）
　　　　　　｛以下省略｝
　個人競技の順位の決定は各種目の順位点によるが，或る種目において同点の
場合，規定の得点の高い方を上位にし，全種目の順位点合計の少ない方を上位
とする。これが同点の場合は，各審判員の与えた総得点の多い方を上位とし，
これも同点の場合，規定問題の総得点の多い方を上位とする。
　但し，場合によっては，得点の合計によって順位を決定する競技会もある（5°）。
　このような方法が，当時の競技会での採点法でありまた順位の決定法であっ
たようである。
　体操専門誌『艦操』10巻9号（昭和15年9月）p35～に，明治神宮国民体育大
会体操の部の参加申込し込み要項が載っており，そこに規定問題が示されてい
るので，以下に掲載する。
　　　★昭和15年10月30日～11月2日　於国民体育館及び日比谷公園★
一般男子個人競技
［競技種目］鞍馬，平行棒，鉄棒，吊環，跳馬一各規定自由の両種目
　　　　　徒手は自由種目のみ
［規定種目］｛規定のみ二回の試技を許す｝
　鞍馬　把手支持直立一左脚左半旋回一左後交叉一右脚右半旋回一左移行一両
　　　　脚右1回旋一右回旋一右脚右半旋回一左脚左半旋回一両脚左旋回（2
　　　　回）一右脚左半旋回一左前交叉一右前交叉一右手左把手逆手移行一両
　　　　脚右旋回（2回）一右旋回一1／4転向下り
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平行棒　単棒左片逆手支持直立一片逆手胃立懸垂一振上げ1／4転向倒立
　　　（経）一棒下宙返り一蹴上1／2転向一腎支持振上り一両脚抜倒立，前方半
　　　横転一後振1／4転向単棒倒立（経）一片手支持横転下り
鉄棒　懸垂振上一開脚浮腎立（静）一蹴上一車輪（2回）一腎交叉一1／2転向腎
　　　立一前方振出1／2転向片逆手一前方振出一逆手振上り一逆手車輪（3
　　　回）一逆手背面浮腎立前方回転下り
　吊環　懸垂上脚前挙（静）一倒立（静）一上水平（静）一十字懸垂（静）一前水
　　　　平（経）一懸垂前方回転一振上り一前振一後振下り一翻転倒立（経）一
　　　　腎立後方回転開脚下り
　跳躍（高さ1．30米）　水平体育前屈跳
教員府県対抗競技
［競技種目］徒手（自由のみ），鉄棒（規定・選択・自由），跳箱（規定，選択）
　徒手　　｛学校体操要目，大日本体操，保健体操を参考として倒立転回，平均
　　　　を加えて自由に作成し，団体で行なう｝　自由のみ
　鉄棒規定　大振一巴一蹴上一前転一振跳
　　　選択　｛48－1．8～64－2．2までの範囲の種目から選ぶ｝
　　　自由　自由なるものを選ぶ
　跳箱規定　仰向跳一腎立前方転回（高さ1．20米）
　　　選択　跳箱を縦にして跳ぶものを選ぶ
男子中等学校府県対抗及び個人競技
［競技種目］鉄棒，跳箱，徒手
　鉄棒規定　懸垂振上一巴一蹴上一胃立前方回転一巴一中抜下（高さ2．20米）
　跳箱規定　水平閉脚跳（高さ1米以上，縦）
　徒手規定　男子中等学校体操（全日本体操連盟制定）
　及び各自由選択（52）
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IV　器械体操の隆盛とその後の衰退
　昭和5年（1930）全日本体操連盟の創立と共に始められた，全日本選手権大
会を始めとして，大学高専大会，中等学校の大会が開かれるようになり，特に
第10回ロサンゼルスオリンピック大会に，わが国体操選手が参加して以来，器
械体操は急速な普及と発展を見るに至った。
　昭和10年（1935）のブダペストにおける学生の国際大会には，慶応大学が単
独で参加しドイツを破って第2位を獲得するという華々しい成果を挙げた。尤
も，この時は船による遠征だったことから，積み込んだ体操器械による練習の
効果が幸いしたといわれている。競技会（屋外で行なわれた）当日は強風で各
国の選手はつぎつぎ失敗したのに対して，わが国選手団は，風の影響による失
敗がなく好成績を挙げることができたのである。　続く昭和11年（1936）の第
11回ベルリンオリンピック大会には，武田，有本，三宅，野坂，遠山，曽根，
角田，松延の8名の選手を送り込んだ。予選（2位まで決勝戦進出）第1組に
出場したわが国選手団はフィンランド，ユーゴスラビアに次いで惜しくも3位
となり，5位以下の順位決定戦にまわり，その結果，通算9位に甘んじた。と
はいえこの大会には多数の国が参加しており，歴史の浅い日本が各国に伍して
堂々と戦ったといえよう。なによりも大きな収穫は，日本人が体操に適した素
質があるという他国の評価と参加選手自身もこれを感じとったことであ
る。
　この時，次期オリンピック大会を東京で開くことが決定され，わが国スポー
ツ界は非常な盛り上がりを見せたのであるが，体操に於いても同様であり，国
内大会も各地で盛んに催された（競技成績参照）。そして，昭和12年（1937）に
は，明治神宮大会に女子の参加をみるまでに普及した。
　だが他方では，わが国が日中戦争への道を歩み出したことによって国際関係
が悪化し，時局急を告げる事態となり，オリンピック開催が危ぶまれるように
なった。とうとう，昭和13年（1938）7月15日日本オリンピック組織委員会は
東京オリンピック返上を決定したのであった。
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　この年11月には『國民精神作興髄育大會』が明治神宮外苑で催され，この中
に国防競技が初登場した。翌昭和14年（1939）には『体力章検定』が設けられ，
神宮大会は明治神宮国民体育大会と改称され，厚生省の主催に変わった。
　こような戦時体制への移行時代の競技スポーツは，国防競技化する一方であ
った。体操においては，国民体力の錬成として，自校体操や大日本体操の励行
が推奨され，集団体操がさかんになったが，器械体操は軽視され，年を追って
衰退の道を辿ったのである。これに拍車をかけたのは，太平洋戦争の勃発によ
る学徒出陣等の体操家の徴兵である。優秀な選手の殆どは戦争に駆りだされ，
昭和17年（1942）を最後に一切の競技会は廃止されたのである。
まとめ
　最後に，この時代の記録を掲載する。記録の大部分は，朝日新聞社発行の「運
動年鑑」，「大日本体育協会史一全日本体操連盟史」，「慶応義塾大学器械体操部
30年史」，専門誌「体操」，「体育と競技」等を参照，引用している。まだまだ，
不完全で，誤りや欠落部分が多く，調査が行き届いていないのであるが，戦中
戦後の混乱の中で資料が散逸している現状から見て，むしろこれを公表するこ
とによって，諸賢のご教示を仰ぐきっかけともなれば幸いと考えて敢えてここ
に掲載することにした。
　この小論は，まだまだ多くの問題が残っているので，この続きは次回に継続
して報告する予定である。したがって，欠落した記録や誤り，貴重な資料等に
ついてご指摘いただければ望外の喜びと考える。
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競技成績記録（昭和5年～昭和17年）
全日本の部
昭和5年11月9日
★第1回全日本器械体操競技選手権大会★ 於体育研究所（雨の為室内）
????
位順
?????」
順位
　1
2
3
　　初等部　B級
　氏　名　所　属
清水鑛螢（高師）
武田義孝（日体）
三島省三（日体）
近江二重近（陸研）
大橋義盛（新潟）
　　中等部　B級
　氏　名　所　属
中村信一（日体）
北井柳太郎（高崎）
中村真平（陸士）
渡辺為四郎（日体）
武内二郎（早高）
　　高等部　B級
　氏　名　所　属
佐々野利彦（日体）
正住弘（早高）
八木正丘（高師）
得　点
57．1
47．2
41．5
38．6
38．0
得　点
62．6
58．0
51．1
50．9
45．3
得　点
82．5
61．5
58．0
位順
??＝」
?????
???
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　初等部　A級
　氏　名　所　属
山内日吉（高師）
畠山壽美男（荏原中）
土屋吉光（日体）
堀江三平（豊師）
湯浅載義（豊師）
　　中等部　A級
　氏　名　所　属
山並兼武（日体）
浅井浅一（高師）
遠山喜一郎（高師）
川上清（日体）
内藤忠三（戸山小）
　高等部　A級
　氏　名　所　属
芳賀真人（早高）
角田不二夫（美術家）
虎熊恵澄（日体）
得　点
71．0
58．9
52．9
52．0
46．9
得　点
63．3
52．9
50．6
49．4
48．5
得　点
81．3
75．0
68．3
　4　長島操（高師）　　　　55，2　　　4　服部秀夫（教師）　　　64．2
　5　佐藤文雄（陸軍技本）　46．6　　　5　宮崎義夫（商船）　　　48．4
　　　　　｛資料は「体育と競技」9巻12号一体操祭とは何か一吉田清より｝
昭和6年11月8日　★第2回全日本器械体操選手権大会★　於体育研究所
　　　　　　初等部A級
　1　梶屋春作（日体）
　2　吉田恵（日体）
　3　八田実（日体）
　　　　　　中等部A級
　1　畠山寿美男（荏中）
　2　中根藤一郎（日体）
　3　加藤由雄（麻布中）
　　　　　　高等部A級
　1　虎熊恵澄（日体）
　2　桑原生男（国士館中）
　3　記録なし
（文部大臣賞は
53．8
53．7
49．5
56．8
47．5
46．8
63．0
57．7
虎熊選手に授与された）
???
　　初等部B級
塩見重雄（日体）
内田恭作（豊師）
大倉鎮治（日体）
　　中等部B級
北井柳太郎（高崎小教員）
飯塚正雄（日体）
塩越英一（日体）
　　高等部B級
三宅芳夫（日体）
山内日吉（高師）
矢山栄（日体）
???
????????」
???，? ? 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
昭和7年11月6日　★第3回全日本器械体操選手権大会★　於体育研究所
　　　　　　初等部A級　　　　　　　　　　　　初等部B級
　1　石井銀次郎（YMCA）　64．26　　1　田村行（成中）　　39．14
　2　横島良輔（日体）　　61．88　　2　百目木栄（京北中）　38．80
　3　平井二作（日体）　　61．60　　　3　竹中久男（京北中）　37．82
　4　大倉鎮治（日体）　　58．76　　4　篠原正勝（京北中）　37．10
　5　楡井寿澄（日体）　　55．98　　5　風間金治（YMCA）　36．52
　　　　　　　　　　　　　　　－63一
6　野坂　浩（慶大）
7　橋本　臭（六中）
8　石川運英（日体）
9　岸野雄三（六中）
10　大久保恵門（成中）
52．60
44．86
40．22
32．56
27．68
　　　　　中等部A級
1　今村竹利（早高）
2　駒井太郎（滋賀小）
3　野原誠一（六中）
4　鈴木元晴（群馬師）
5　野津高雄（体研）
6　三留庄一郎（早大）
7　畠山寿美男（日体）
8　暮沼一男（日体）
9　鈴木敏夫（六中）
10　高田増太郎（慶大）
91．66
70．28
69．58
69．22
65．80
64．74
58．50
56．46
56．10
49．82
　　中等部B級
飯塚正雄（日体）
山田立夫（日体）
横野勇藏（日体）
佐藤茂美作（成城中）
滝沢量治（日体）
深石精一（日体）
相羽幸夫（日体）
高山淳一（成城中）
小桧山四十三（日体）
80．24
67．94
64．44
63．98
62．12
6L90
59．12
47．66
45．30
　　高等部A級
山田日吉（高師）“
三本木桂（早大）
三宅芳夫（日体）
下田満寿男（群馬小）
加藤信治（日体）
伊賀上栄一（日体）
原秀夫（慶大）
野上十郎（慶大）
114．82
114．00
106．90
88．60
80．76
71．60
62．98
53．16
一64一
　　高等部B級
金井忠男（日体）
吉田恵（日体）
中村滋（六中）
金子文夫（群馬師）
宮田二郎（慶大）
北井柳太郎（高崎小）
工藤今三郎（北海道）
朝岡正夫（体研）
98．42
92．16
91．14
87．18
68．76
66．16
64．04
60．92
　9　増尾留吉（群馬小）　　51．38　　9　小糸一郎（慶大）　　59．64
　　｛※山内日吉の誤りか？｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
昭和8年10月29日と11月3日
　　★第4回全日本選手権大会兼第3回全日本中等学校選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於日比谷公園芝地
　　　　　　　　　　　　　　　一般の部
第一部選手権（満17才以上）　　　　　第二部選手権（満17才未満）
順位　　氏　名　　所属　　得点　　　順位　　　氏　名　　所属　　　得点
1　佐々野利彦（日体）　　30　　　　1　日下部正直（東京四中）　　27
2　近藤　天（早大）　　　29　　　　2　原　一郎（東高師附中）　　27
3　野上十郎（慶応）　　　22　　　　3　今北仁三（東高師附中）　　25
4　角田不二夫（画家）　　19　　　　4　金井直一郎（東高師附中）　21
5　三宅芳夫（日体）　　　16　　　　5　渡辺敏夫（早高）　　　　　20
▲種目別選手権　　　　　　　　　　　▲種目別選手権
平行棒佐々野利彦（日体）　45．00　　平行棒日下部正直（四中）　　25．08
鞍馬　近藤i天（早大）　　36．18　　鞍馬　池永英夫（附属中）　　26．28
吊環　佐々野利彦（日体）　48．12　　吊環　金井直一郎（附属中）　31．02
跳躍　近藤　天（早大）　　40，50　　跳躍　飯田正孝（六中）　　　28．50
鉄棒　佐々野利彦（日体）　54．90　　鉄棒　原　一郎（附属中）　　29．64
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
　　　　　　　　　　　　　　中等学校の部
　　　　　　　　　　　　｛中等学校記録に掲載｝
昭和9年
　　　　　　　　　　　　　　　一65　一
　10月28日
一部
順位　　氏名
1近藤　天
2武田義孝
3三宅芳夫
4金井忠男
5野坂　浩
★第5回全日本器械体操選手権大会★　於日比谷公園大草地
??????????????
順位点
　8
　8
　11
　26
　33
二部
順位　　氏名　　所属
1　生田廣之　（慶応普）
2tW’安斎俊男　（慶応普）
3e岩本順晴　（六中）
4　森本真佐男（六中）
5　田原如矢　（附属中）
6　飯田正武　（六中）
｛以上は「全日本体操連盟史」及び「髄操」より｝
順位点
　6
　10
　11
　12
　14
　14
｛［・T’印安斎は，運動年鑑に於いては，安藤（附属中）と記載されている｝
｛t・i’印岩本順晴（六中）は，「運動年鑑」では岸本賀晴（四中）と記載されてい
る｝
昭和9年
6月17日　★第1回一般対学生器械体操競技会★　於市立第一中学校
出場者
一般　1吉田　2野上　3石井　4浅岡　5佐々野
　　　9金井　10角田　11中村　12田中　13湯浅
学生　21近藤（早）
　　　26柏原（慶）
　　　31古森（早）
　　　36二宮（慶）
　　　41白木（日）
22高田（慶）　23今村（早）
27宮田（慶）　28武藤（文）
32笠原（早）　33野原（文）
37渡辺（早）　38藤森（文）
42佐々木（文）　43持館（日）
　6武田　7遠山　8三宅
14風間
24有本（日）　25曽根（日）
29稲葉（早）　30金田（早）
34大原（慶）　35日野（日）
39高木（早）　40平井（日）
　44小林（日）｛日は日体｝
成績　第1部　吊環　鉄棒　鞍馬　平行棒　跳躍　　合計
　　　　学生　180　123　155　169　158　785
　　　　　　　　　　　　　　　－66一
　　　一般　168　160　178
　　　第2部　徒手　棍棒　吊縄
　　　学生　63　76　53．5
　　　一般　81　59　62．5
昭和10年
　　7月30日
　　（33名参加，次の16名が入選）
181
マツト
　87
　92
★第二次オリンピック予選★
武田義孝（体研）
佐々野利彦（日体）
三宅芳夫（日体出）
松延　博（東京高師）
有本彦六（日体出）
曽根道貫（日体出）
??????????????????????????????????
157　844　　第1部第2部共
　　　　　　　に一般軍の勝ち
合計
279．5
294．5　｛「全日本体操連盟史」｝
平行棒跳馬鉄棒鞍馬吊環
29
Q6
Q2
Q6
Q0
Q0
Q2
Q3
P6
P9
P8
P9
????
一67一
於東京市立一中体育館
　　　　　　　　小計
14
Q7
Q6
Q2
Q1
Q2
Q8
?????????
??????????????
????
????
??」?
271
10　金井忠男（教員）
11南館次義（東京高師）
12古森武夫（早大）
13　信川百仁（日体）
14　石井銀二郎（YMCA）
15　日野一正（体研）
推薦　近藤
昭和10年
11月2，
一般の部（順位点による）
第1部
1　武田義孝（体研）
2　三宅芳夫（日体OB）
3　野原誠一（高師）
4　中島想智（日体）
5　信川百二（日体）
??????????????????????????18　　19
7　　19
18　　22
5　　22
5　　18
5　　22
9　　17
3　　23
11　　20
3　　24
13　　21
5　　11
18　　13
天（早大）｛足部故障のため吊環のみ出場し，推薦で予選通過｝
20　14　21
　8　　7　　14
11　18　19
12　15　12
19　14　19
　7　　8　　19
21　13　19
15　　7　　17
10　　9　　19
　6　　5　　12
14　14　19
12　　9　　11
15　15　20
｛得点は「膿操」
　92　　168
　55
　88　　143
　66
　75　　141
　61
　79　　140
　65
　69　　134
　50
　81　　131
　48
　81　　129
5－9より｝
3日★第6回全日本器械体操選手権大会兼全国中等学校選手権大会★
｛中等学校の部は中等学校成績記録に掲載｝
?????
　　　　　　　　　　於日比谷公園大草地
　第2部
　1　渡辺隆二　　（東京府立四中）　　4
　2　斉藤光成　　（東京四中）　　　　8
　3　森本真佐男（東京府立六中）　　9
　4　野口　廣　（慶応普通）　　　　12
　5　石田重夫　　（慶応普通）　　　　15
－68一
6　松延　博（高師）
7　曽根道貫（日体OB）
8　古森武夫（早大）
種目別優勝者
鉄棒　1三宅（日体OB）
　　　2武田（体研）
　　　3野原（高師）
跳転　1三宅（日体OB）
　　　2信川（日体）
　　　3武田（体研）
吊環　1武田（体研）
　　　2三宅（日体OB）
　　　3柏原（慶応）
鞍馬　1武田（体研）
　　　2松延（高師）
　　　3三宅（日体OB）
平行棒1武田（体研）
　　　2松本（体研）
　　　3中島（日体）
??6　岸本賀晴　　（東府四中）
7　岸野雄三　　（東府六中）
8　関野　浩　　（高師附中）
種目別優勝者
鉄棒　1岸野（東京府立六中）
　　　2渡辺（東京府立四中）
　　　3斉藤（同上）
跳転　1森本（東京府立六中）
　　　2斉藤（東京府立四中）
　　　3渡辺（同上）
吊環　1渡辺（東京府立四中）
　　　2野口（慶応普通）
　　　3田原（高師附中）
鞍馬　1石田（慶応普）
　　　2関野（高師附中）
　　　3大久保（同上）
平行棒1渡辺（東京府四中）
　　　2岸本（同上）
　　　3斉藤（同上）
???
｛一般個人総合の点数は，記事によれば，「順位の総和で3種目以下出場して順
位総和の最小のものを上位とす」とある。｝　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
昭和11年
　　　4月11日，12日
　　　　★第11回オリンピック大会代表選手選抜第3次予選会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京市立一中体育館
1　武田義孝　　（体研）　　　　182　　9　松延　博（東京文理大）　135
　　　　　　　　　　　　　　　－69一
???????遠山喜一郎（熊本師教員）
三宅芳夫　（日体OB）
曽根道貫　　（体研）
近藤　天　　（早大）
角田不二夫（YMCA）
大原大可　　（慶応）
野坂　浩　　（慶応）
168
167
162
155
146
142
141
｛11位有吉は，有本の誤りであろう｝
10生田広之（慶応）
11　日野一正（体研）
11　有吉彦六（体研）
11野原誠一（東京文理大）
14信川百二（日体OB）
15　中島想智（体研）
（以上15名が予選通過）
133
128
128
128
126
123
｛「全日本体操連盟史」｝
昭和11年
　5月9日，10日　★第11回オリンピック大会代表選手選抜最終予選会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京市立一中体育館
　　　　　　　　徒手　　吊環　　鞍馬　　平行棒　　鉄棒　　跳馬　　合計点
　　　　　　　規自規自規自規自規自規自
1武田（体研）2827272627
2曽根（体研）2725282627
3三宅（日体OB）212423　2522
3野坂（慶応）2324212328
5角田（YMCA）25　24　25　23　27
6松延（文理大）2525232225
7　遠山（熊師教員）　23　21　27　27　22
8有本（体研）2623242426
24　　27　　29　　30　　28　　23　　23
25　　20　　25　　27　　27　　20　　22
24　　22　　25　　27　　26　　21　　23
27　　26　　27　　21　　25　　16　　22
24　　21　　23　　28　　29　　15　　18
26　　25　　23　　23　　24　　17　　21
23　　18　　21　　24　　24　　21　　21
23　　19　　22　　21　　19　　23　　23
319
299
283
283
282
279
272
270
　以上8名が，オリンピック代表選手として，ベルリンに派遣されることに決
定。｛有本の合計点は273になるので，いずれかに誤り｝｛「運動年鑑」22｝
昭和11年
　　11月15日　★第7回全日本器械体操選手権大会★　於日比谷公園
（一部は5種目の順位点，二部は優秀3種目の順位点の総和で順位を決定）
　　　　　　　　　　　　　　　－70一
一部種目別
鉄棒
跳箱
吊環
鞍馬
平行棒
1信川百二（日体OB）52，2横堀（日体），3石垣（日体）
1中島想智（体研）　51，2信川（日体OB），3横堀（日体）
1山並兼武（新京市政公署）52，2古森（早大），3信川（日体OB）
1石井銀次郎（YMCA）40，2児山（YMCA），3中島（体研）
1児山一正（YMCA）45，2古森（早大），3中島（体研）
一部個人総合
　　　　1中島想智
　　　　　（体研）
鉄　　棒　41（4）
跳箱51（1）
吊　　環　47（4）
鞍　　　　、馬　　 39（3）
平行棒　　36（3）
順位総和　15
成績順位　　1
2横堀恭3信川百二4古森武夫5遠藤竜軌
（日体）
46（2）
46（3）
44（5）
33（7）
31（5）
22
2
（日体OB）（早大）
　52（1）　　　　29（8）
　49（2）　　　　33（13）
　47（3）　　　　48（2）
　36（5）　　　　　39（4）
25（12）　　　　37（2）
　23　　　　29
　3　　　　　4
（YMCA）
38（5）
41（5）
38（8）
22（9）
31（6）
33
　5
二部種目別（二部は満17才以下）
　鉄棒　1安藤博直（神戸二中）39．9，2渡辺（府立四中）35．8，3徳丸（慶大）35．4
　跳箱　1安藤博直（神戸二中）36．3，2渡辺（府立四中）36．0，3徳丸（慶大）33．2
　吊環　1野口廣（慶応予科）31．6，2石田（慶応普通）25．9，3徳丸（慶大）24．7
　鞍馬　1石田重夫（慶応普通）27．3，2安藤（神戸二中）27．3，3徳丸（慶大）22．3
　平行棒1徳丸幸三（慶大）　　27．0，2安藤（神戸二中）25．7，3石田（慶普）24．6
二部個人総合
　1　安藤博直（神戸二中）4
　2　石田重夫（慶応普通）6
　3　徳丸幸三（慶大）　　7
　　　　　　　　　　　　　　　－71一
4　渡辺洋三（府立四中）7
5　野口廣（慶応予科）　10｛「運動年鑑」22及び「体育と競技」15－12｝
昭和12年
　　　　　　★　第8回全日本体操選手権　★　於文理大体育館
（次回東京オリンピック大会に備えて，4月25日，6月13日，9月19日　の三日
間に分けて2種目つつ行なった）
第一部
吊環　　　　　　　　計規定選択
　1有本（スワロー）5326　27
　2遠藤（YMCA）　51
　3渡辺（早大）　　49
跳馬
　1安藤（高師）　　4924　25
　2竹本（日体）　　49
　3岸野（高師）　　47
徒手
　1曽根（スワロー）27
　2大原（慶大）　　26
　3岸本（文大）　　25
平行棒
　1日野（スワロー）50
　2野坂（三田）　　48
　3中島（スワロー）47
鞍馬
　1阿井（体研）　　41　17　24
第二部
1二条（府立六中）
2高倉（市立二中）
3平沢（慶商）
1二条（府立六中）
2大野（門司中）
3平沢（慶商）
計規定選択
40　24　16
38
28
52　27　25
46
45
1平沢（慶商）　　26
2市川（慶商）　　23
3二条（府立六中）23
1平沢（慶商）　　49
2中山（新潟中）　42
3市川（慶商）　　42
1市川（慶商） 48　25　23
一72一
　2安藤（文大）　　3615　21　　　2平沢（慶商）　　4424　20
　3児山（日体）　　3115　16　　　3向井（慶商）　　4222　20
鉄棒
　1岸本（文大）　　3924　15　　　1金沢（新潟中）　4926　23
　2竹本（日体）　　3512　23　　　2中山（新潟中）　4825　23
　3阿井（体研）　　3317　16　　　3平沢（慶商）　　4728　19
　　　　　　｛「運動年鑑」23・但し鞍馬，鉄棒は「体育と競技」16－11より｝
　　10月28日～★明治神宮大会
男子選手権
　1松延　博（関東体研）285
　2曽根（スワロー倶）　271
　3野原（文大）　　　　224
　4安藤（文大）
　5日野（教師）
体操の部★
6岸野（文大）
7岸本（文大）
8竹本（日体）
9児山（日体）
10城　　（日体）
｛「運動年鑑」23｝
昭和13年
　　6月19日　★★第12回オリンピック大会第1次予選★★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於神田一ツ橋国民体育館
［競技種目］徒手（自由），鞍馬（規定・自由），平行棒（規定・自由），鉄棒（規
　　　　　　定・自由），吊環（自由），跳馬（規定）｛極めて変則的である｝
順位　　氏名　　所属
1岸雄三（文理大）
2大原大可（慶大）
3野原誠一（文理大）
4安藤博直（文理大）
　5岸本賀晴（文理大）
徒手
25．5
24．0
24．0
23．5
26．0
鞍馬平行棒鉄棒
36．5　　54．0　　54．5
52。0　　42．5　　51．5
48．0　　47．5　　48．0
44．0　　49．5　　39．0
38．0　　47．5　　45．0
－73一
吊環
23．0
23．5
23．0
23．5
21．0
跳馬　合計
23．0　　216．5
21．5　215。0
21．0　211，5
24．5　　204．0
26．0　　203．5
6児山一正（日体）
7竹本正男（日体）
8石井銀治郎（YMCA）
9望月義三（文理大）
10遠藤瀧軌（YMCA）
11小森重孝（早大）
12平沢一郎（慶商工）
13柏原三郎（慶大）
14中山仁（文理大）
15菅野正（文理大）
16鈴江敏則（日体）
17中島政徳（熊本師）
（以上予選通過者，審判員
50．0　　54．0　　42．0
29．0　　49．0　　52．0
32．5　　39．5　　40．5
38．5　　39．5　　39．5
22．5　　46．0　　22．5
46．0　　35．0　　14．5
31．0　　33．0　　32．5
45．0　　49．0　　　　0
25．5　　33．0　　34．0
26．0　　40．5　　27．5
19．5　　29．0　　41．5
23．0　　31．0　　16．0
18．0　　14．0　　201．5
2 ．0　　24．5　　199．5
20．5　　18．5　172．5
14．0　　21．0　　171．0
26．0　　19．0　　152．5
22．0　　16．0　　152．0
17．0　　19．0　　149．5
23．5　　11．0　　149．0
18．0　　20．0　　148．5
19．5　　17．5　　147．5
11．5　　18．5　139．0
22．5　　21．0　132．0
今村嘉雄，野上十郎，佐々野利彦，武田義孝，近藤天）
　　　　　　　　　　　　｛「髄操」8－7より｝
昭和13年
　　11月5日，6日　★国民精神作興体育大会一体操の部★　於国民体育館
　　　　　　　　　（第9回全日本器械体操個人選手権大会）
　慶大生田選手が全種目優勝
　1生田広元（慶大）271．0（鞍馬52．0，平行棒54．0，鉄棒51．5，吊環48，5，跳
馬42．5，徒手28．5）
　2岸野雄三（東京文理大）249．5
　3安藤博直（東京文理大）223．0
　4児山一正（日体），5岸本賀晴（東京文理大），6竹本正男（日体）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」24より｝
昭和14年
　　10月28日，29日　★全日本体操個人選手権大会★　於神田YMCA
　　　　　　　　　　　　　　　－74一
跳馬　1平沢（慶）51．5　　　　　2土谷（早）記録なし
徒手（自由問題のみ）　1土谷（早）27．5　　　　　2生田（慶）27．0
平行棒　1生田（慶）54．0　　　　　2土谷（早）49．0
鞍馬　　1生田（慶）53．5　　　　　2小森（早）50．0
鉄棒　　1生田（慶）52．0　　　　　2平沢（慶）50．5
吊環　　1寺田（早）56．0　　　　2生田（慶）54．5
総合選手権
　1生田（慶）287．5　2土谷（早）239．0　3飯田（慶）231．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」25｝
　　7月30日　★第1回全日本種目別選手権大会★　於大阪YMCA体育館
一般
▲徒手　西村（文理大）47▲平行棒　中島（スワロー倶）54▲鞍馬　安藤（文
理大）53▲鉄棒一岸（東京YM）44▲吊環　安藤（文理大）49▲跳躍　中島（ス
ワロー倶）52
シニア
▲徒手　吉川（北野中）50▲平行棒　高岡（北野中）41▲鞍馬　丹原（関学中）50
▲鉄棒　丹原（関学中）欠落▲吊環　北村（北野中）48▲跳躍　内藤（静岡商）48
ジュニア
▲平行棒　木下（神二中）37▲鞍馬　木下（神二中）47▲鉄棒　本田（高松中）48
▲吊環　小谷（北野中）49▲跳躍　塩谷（広一中）44
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」25より｝
昭和15年
　　10月11日，12日　★全日本団体対抗器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於神田YMCA体育館
　1　慶大ア軍764（鉄棒158．5吊環157．0跳馬145．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛他の記録欠落｝
　　　　　　　　　　　　　　　－75一
?????早大
慶大イ軍
三田体操会
YMCA ｛「運動年鑑」26｝
　　11月10日，11日　★全日本体操個人選手権大会★　於神田YMCA
種目別選手権
徒手体操　1生田廣之（慶大）27．5　2二谷（早大）　3東条（慶大）
跳馬　　　1土谷義則（早大）51，5　2生田（慶大）　3東条（慶大）
平行棒　　1二条康邦（早大）54．0　2生田（慶大）　3二谷（早大）
鞍馬　　　1生田廣之（慶大）58．0　2寺田（慶大）　3二条（早大）
鉄棒　　　　1生田廣之（慶大）58．0　2二条（早大）　3平沢（慶大）
吊環　　　1生田廣之（慶大）57．0　2寺田（慶大）　3野津（早大）
総合選手権
　1生田廣之（慶大）275　2二条（早）　3土谷（早）　4高橋（慶）　5平
沢（慶）
｛「全日本体操連盟史」｝
　　6月2日　★第1回全日本体操種目別選手権大会★　於東京府立一中
鉄棒　　1岸野（文大）56　2竹本（日体出）56　3安藤（文大）54
平行棒　1安藤（文大）56　2竹本（日体出）55　3岸野（文大）54．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　8月25日　★第2回全日本種目別個人体操大会★　於大阪YMCA
一般の部
　鉄棒　岸　浩（東京YM）　　跳躍　岸　浩（東京YM）
　吊環　打川孝次郎（甲陽中OB）　　鞍馬　丹原康夫（関学）
　　　　　　　　　　　　　　　一　76一
シニア部　｛中等学校部門に掲載｝
ジュニア部｛同上｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　　　　　　★明治神宮大会体操の部★
一般男子個人
　1竹本（日体）267．5（徒手28鞍馬50鉄棒57平行棒5L5吊環53．5跳箱
54．5）x　2岸野（文大）　3安藤（文大）　｛※記録に誤りあり｝
男子教員府県対抗
　1関東州（山並，下平，森本，直方，吉良）587．5（徒手110鉄棒243跳箱234．5）
2群馬　3熊本　4東京　5新潟　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　4月13日　★一般対学生対抗競技会★　於東京YMCA体育館
　｛第1回と称しているが，実際には，昭和9年に第1回の同大会が開催され
ている｝
　　　　　　　　　　　●　学生部門に掲載　●
昭和16年
　　　　　　　　　　★明治神宮大会一体操の部★
男子一般個人競技
　1石田保之（文大）277　2平沢（慶大）　3中山（文大）　4中丸（文大）
　5木原（文大）　6二条（早大）
男子教員府県対抗
　1安藤博直（京都）137．5（徒手27．5鉄棒57．0跳箱53．0）
　　2米田（山形）　3斉藤（島根）　4大平（群馬）　5山口（東京）
　　6黒岩（関東州）・
　　　　　　　　　　　　　｛「学校体練」2巻1号（昭和17年1月）より｝
　　　　　　　　　　　　　　　一　77一
◆男子一般団体競技◆｛団体徒手である｝
　1大連体操倶51．1　2群馬県教員団　3愛知一師
京教員団A　6兵庫県
4埼玉県体操協会　5東
　　｛「運動年鑑」27｝
昭和17年
　　　　　　　　　★　◆明治神宮大会体操の部◆　★
一般男子個人　1中島想智（豊師）279．5　2深井（日体）　3杉原（日体）
教員府県対抗　1東京376．5（規定151．5選択225）　2群馬　3新潟
教員個人　　　1中島想智（豊師）133．5（規定50　選択83．5）
　　　　　　　　2大手利夫（高崎国教）　3中山（埼玉熊谷中）
◆一般男子集団府県対抗◆
　1群馬県教員団（群馬）48（規定25　自由23）
　　2満鉄（関東州）　3埼玉体操協会　4横浜高商　5糸島中（福岡）
　　　6在満教務部（満州）
◆男子産業従業員◆
　1芝浦電気（神奈川）133　2中国配電（広島）　3日東紡（福島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」28｝
　　8月8日　～　　　★★東亜大会　体操の部★★
団体　1　日本（吉川，平沢，上迫，藤原，高田，深井，中島）1840．5
　　　2　　満少卜1　1313．5
個人　1　平沢一郎（日本）282．5　2　上迫（日本）　3　中島（日本）
　7月24日　～　　　★満州大会★
1吉良正義（新京）172．5　2米沢（奉天）165．5
4武村（新京）148．5
3飯盛（奉天）158．5
一78一
大学高等専門学校の部
｛「全日本体操連盟史」及び「燈操」によれば，昭和7年から10年まで全国大学
高専大会として取り扱っているが，朝日新聞社発行の「運動年鑑」では関東学
生選手権大会の名称で記載している。昭和11年に第1回全国大学高専体操選手
権大会が始められているので，必ずしも運動年鑑の方を正しいと見倣すべきで
もないが，一応全日本体操連盟史のまま●印を付けて掲載する。｝
●昭和7年10月23日●
　　★第1回全国大学高専対抗器械体操選手権大会★　於体育研究所
　　　　　　　　　　　平行棒
1日本体育会体操学校　　147．95
2慶応義塾大学　　　　　155．20
3早稲田大学　　　　　　162．45
4東京文理大学　　　　165．40
各種目別個人成績
平行棒1芳賀真人（早大）58．75
　　　1本間茂雄（文理）58．75
　　　3野上十郎（慶大）57．30
　　　4正住　弘（早大）54．35
鉄棒　1芳賀真人（早大）67．75
　　　2三宅芳夫（日体）61．70
　　　3野上十郎（慶大）58．55
鉄棒
167．05
156．80
135．75
96．10
吊環
121．40
117．50
136．00
122．90
跳箱
167．05
134．20
142．90
125．30
跳躍板
117．85
107．75
93．65
125．80
合計
721．30
671．45
670．75
635．50
吊環　1本間茂雄（文理）57．45
　　　2芳賀真人（早大）53．40
　　　3井口幸夫（日体）49．45
跳箱　1飯塚正雄（日体）59．90
　　　2矢山　栄（日体）57．80
　　　3原　秀夫（慶大）51．45
跳躍板1山内日吉（文理）49．95
　　　2原　秀夫（慶大）41．85
　　　3南館義次（慶大）41．70
　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
一79一
●昭和8年9月30，10月1日●
　　　★第2回全国大学高専対抗器械体操選手権大会★　於東京文理大
　　　　　　　　　　　平行棒　　吊環　　鞍馬　　鉄棒　　跳箱
1慶応義塾大学　　　　　135　　127　　119　　129　　110
2東京文理大学　　　　　119　　150　　124　　96　　114
3日本体育会体操学校　　119　　131　　　80　　欠落　　135
4早稲田大学　　　　　　108　　132　　116　　55　　115
個人競技
　徒手　1近藤　天（早大）27，2今村竹利（早）20，3三留庄一郎（早）15
　棍棒　1金田正二（早大）20，2稲葉清一（早）19，3今村竹利（早）17
　吊縄　1野坂　浩（慶応）7．9秒2近藤　天（早）9．33武藤正巳（文）9．5
　　　　4南館次義（文）9．85高木種秋（早）10．36坂井田逸治（文）10．7
　　　　7古森（早）13．1
　マット1近藤　天（早大）26　2平井二作（日体）20　3大原大可（慶）16
　　　　　4高田増太郎（慶）15　今村竹利（早）　高木種秋（早）｛得点，順
　　　　　位なし｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
●昭和9年9月29日，30日●
　★第3回全国大学高専対抗器械体操選手権大会★　於東京市立一中体育館
団体　　　　鞍馬　　平行棒　　鉄棒　　吊環　　マット　合計
1慶大　　　　132　　146　　126　　135　　113　　652
2日体　　　　87　　138　　139　　134　　131　　629
3文理大　　　103　　136　　117　　138　　126　　620
4早大　　　　115　　121　　115　　131　　117　　599
個人種目別選手権者
　鞍馬　　近藤i天（早大）56　　　　　マット　佐々木秀一（文大）46
　　　　　　　　　　　　　　　－80一
　平行棒　近藤　天（早大）55　　　　　徒手　　近藤i天（早大）25
　鉄棒　　高木種秋（早大）52　　　　　棍棒　　稲葉清一（早大）25
　吊環　　近藤　天（早大）56　　　　　吊縄　　野原誠一（文大）7秒2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
●昭和10年11月16日，17日●
　★第4回全国大学高専対抗器械体操選手権大会★　於東京市立一中体育館
団体　　　平行棒　　鞍馬　　鉄棒　　吊環　　跳箱　　合計
　1慶大　　153　　137　　132　　142　　119　　683
　2早大　　138　　127　　127　　154　　121　　677　x
　3高師　　131　　125　　133　　138　　132　　659
　4日体　110　　69　　115　　129　　115　　537　“”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛※　※※ともに記録に誤りあり｝
個人種目別選手権
　平行棒　1野坂浩（慶大）55　　2柏原三郎（慶大）533松延博（高師）51
　鞍馬　　ユ野坂浩（慶大）53　　2松延博（高師）53　3近藤　天（早大）50
　鉄棒　　1野原誠一（高師）51　2高木種秋（早大）503野坂浩（慶大）48
　吊環　　1堀江淳一郎（早大）572柏原三郎（慶大）543近藤天（早大）53
　跳箱　　1佐々木秀一（高師）482中島忠国（早大）483武藤正巳（高師）45
　徒手体操1佐々木秀一（高師）252近藤天（早大）24　3松延博（高師）23
　マット　1横掘恭（日体）19　　2信川百二（日体）193林田美徳（早大）14
　棍棒体操1福岡恭（早大）23　　2笠原譲（早大）22
　昇縄　　1田口章（早大）7．0秒　2野原誠一（高師）7．2　3高木種秋（早大）7．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「全日本体操連盟史」｝
昭和10年
　　8月11日～
団体
★国際学生体操大会★　於ブダペスト
一81一
1　ハンガリー　509．40
2　日本　　　　　478．10
3　　ドイツ　　　475．90
個人
ー??????サンドロッツ（ドイツ）104．00
ボート（ハンガリー）
サルロス（同上）
ケスケメチ（同上）
野坂（日本）
大原（日本）
103．50
102．70
102．60
97．40
97．20
12宮田（日本）
14　相　原（日本）
16生田（日本）
20高田（日本）
23二宮（日本）
94．70
94．60
94．10
83．40
77．60
｛「運動年鑑」21｝
昭和11年
　　11月23日，24日　★第1回大学高専体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於文理大体育館一部
種目別団体競技　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部個人種目別順位
鉄棒　1早大140．5（高木50．5，古森49，内田41）　　　1生田（慶大）50。5
　　　2文大134．0（岸野50，野原44，岸本40）　　　　2高木（早大）50．5
　　　3慶大129．5（生田50．5，大原39．5，高田39．5）　3岸野（文大）50．0
吊環　1慶大155．5（柏原54．5，馬場50．5，二宮50．5）　1柏原（慶大）54．5
　　　2早大147．5（堀江52．5，渡辺50．0，高木45．5）”　2堀江（早大）52．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3馬場（慶大）50．5
　　　｛記事では，高木に続いて秋山36．5，浅井30．5の記載あるも意味不明，
　　　　おそらく文大のメンバーであろう　※記録に誤りあり｝
跳馬　1慶大134．5（飯田45．5，東条44．5，斉藤44．5）　1中島（早大）49．5
　　　2早大133．5（中島49．5，内田43．5，村上40．0）撒2飯田（慶大）45．5
　　　3文大13L5（黒岩45．5，浅井43．5，渡辺43．0）欄3黒岩（文大）45．5
　　　　　　　　　　　　　　－82一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛※※，
鞍馬　1慶大157．0（野坂56．0，生田52．0，大原49．0）
　　　2文大139．0（松延54．5，野原45．0，前田39．5）
　　　3早大125．0（古森45．0，小森40．5，林田39．5）
平行棒1慶大153．0（野坂56．5，柏原53．5，高橋43．0）
　　　2文大146．5（松延54．0，野原47．0，岸野45．5）
　　　3早大140．0（青森50．0，堀江46．5，阿部43．5）
徒手　1慶大156．0（生田55．0，大原54．5，東条46．5）
　　　2文大145．5（岸本51．0，佐藤47．5，黒岩47．0）
　　　3早大125．0（笠原44．0，小森40．5，杉山40．5）
個人選手権
吊縄（5米）
棍棒
マット　　　1斉藤（慶大）18．0，2徳丸（慶大）18．0
団体総合成績
　　　　　鞍馬　　平行棒　　徒手　　鉄棒　　吊環
1　慶大　157．0　153．0　156．0　129．5　155．5
2　文大　139．0　146．5　145．5　134．0　116．5
3　早大　125．0　140．0　125．0　140．5　147．5
※※※ともに誤りあり｝
1野坂（慶大）56．0
2松延（文大）54．5
3生田（慶大）52．0
1野坂（慶大）56．5
2松延（文大）54．0
柏原（慶大）53．5
1生田（慶大）55．0
2大原（慶大）54．5
3岸本（文大）51．0
1田中（早大）5秒4，2高木（早大）6秒，3野原（文大）6秒8
1福岡（早大）25．0，2笠原（早大）22．5，3服部（文大）16．5
　　 　　　 　　　　　　　　　　　跳馬　　合計
　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 134．5　 　885．5
　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 31．5　 　813．0
　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 33．5　 　811．5
　　　　　｛文大，鉄棒の得点1314と記載あるも，134。0の誤りであろう｝
二部
平行棒　1横浜高商　122．0（田崎45．0，山岸39．5，鷲澤37．5）
吊環　　1横浜高商　125．0（田崎48．5，下川38．5，山岸38．0）
跳馬　　1横浜高商　100．5（下川41．0，五十嵐31．0，西方28．5猪
跳馬（団体競技）1横浜高商　100．5（北代39．5山岸38．5石山32．5）
鉄棒（団体競技）1横浜高商　82．0（田崎37．5鷲澤22．5松岡22．0）
総得点　1横浜高商　126．5（下川49．5，蒔田39．5，石山37．5）
　　　　　　　　　　　　　　－83一
｛この計算法は，詳細不明である※記録に誤りあり｝
｛「運動年鑑」22｝
昭和12年
　　10月23日，24日　★第2回全国大学高専器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於文理大体育館
第一部団体成績
鞍馬
　1慶大（大原49．5，生田49．5，柏原45．5）
　2文理大（安藤，岸野，野原）
　3早大（小林，阿部，林田）
平行棒
　1慶大（斉藤43．5，生田55．0，柏原51．0）
　2文理大（秋山，岸野，野原）
　3早大（小森，笠原，堀江）
徒手
　1慶大　150．0
　2早大　147．5
　3文理大143．5
　　　　　　　　　　　　各校得点
　　　　　　　　　　　　　1慶大　898．5
　　　　　　　　　　　　　2文理大828．0
　　　　　　　　　　　　　3早大　778．0
第一部個人成績
鞍馬　　　　　　　　　平行棒
　1大原（慶大）94．5　　1生田（慶大）56．0
　2生田（慶大）　　　　2柏原（慶大）
　　　　　　　　　　　　　　一　84一
鉄棒
　1慶大　156．0
　2文理大145．0
　3早大　92．5
吊環
　1慶大　151．5
　2早大　150．0
　3文理大136．0
跳馬
　1慶大　146．0
　2早大　136．5
　3文理大135．0
棍棒
　1福岡（早大）62．0
　2小西（早大）22．0
　3安藤（文大）
マットワーク
　1岸本（文大）22．0
　2小宮（早大）
　3米田（文大）
徒手
　1大原（慶大）53．0
　2下山（早大）
　3佐藤（文大）
　3野原（文大）
鉄棒
　1大原（慶大）56．0
　2生田（慶大）
　3岸野（文大）
跳馬
　1飯田（慶大）51．5
　2佐藤（文大）
　3中島（早大）
　3野口（文大）15．5
吊環
　1堀江（早大）54．5
　2相原（慶大）
　3馬場（慶大）
吊縄
　1田口（早大）5．8秒
　2堀江（早大）
　3岸野（文大）
　　　　｛「運動年鑑」23｝
昭和13年
　　4月10日　★プラハ国際学生体操競技会代表選抜★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京神田国民体育館
　1生田廣之（慶大）172．7　　　　　4大原大可（慶大）124．4
　2岸野雄三（文大）142．4　　　　　　5岸本賀晴（文大）105．8
　3安藤博直（文大）126．1　　　　　　6児山一正（日体）105．0
（練習中負傷した堀江選手（早大）を除く推薦6選手による規定課題二回づっ
の演技）
優勝した生田選手を代表に選んだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」24｝
10月22日，23日　★第3回大学高専器械体操選手権大会★
於国民体育館
一部　鞍馬
1慶大　　136．5（生田56．0，柏原46．5，野田34．0）
2文理大　132．5（安藤47．0，望月41．0，岸野44．5）
　　　　　　　　　　　　　　－85一
　3早大　　117．0（小森48．0，林田35．5，寺田32．5）x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛※記録に誤りあり｝
　　　平行棒
　1文理大　150．5（岸本49．0，中山49．0，岸野52．5）
　2慶大　　149．5（生田55．0，野口48．5，柏原46．0）
　3早大　　143．5（林田52．0，堀江48．5，小森43．0）
　　　徒手
　1文理大　138．0（岸本52，0，下平43．5，野口42．5）
　2早大　　135．5（土谷52．5，下川44．0，小西39．0）
　3慶大　　130．5（東条48．0，徳丸45．0，海老原37．5）
　　　鉄棒
　1慶大　　153．5（生田57．0，東条51．0，徳丸45．5）
　2文理大　149．0（岸野54．0，下平48．0，中山47．0）
　3早大　　104．0（本山37．5，大谷33．5，堀江33．0）
　　　吊環
　1早大　　165。5（堀江57．5，渡辺56．5，寺田51．5）
　2慶大　　159．0（柏原54．5，高橋53．5，飯田51．0）
　3文理大　139．0（安藤50．0，中山45．0，葛城44。0）
　　　跳躍
　1慶大　　150．5（徳丸52．0，東条51．5，飯田47．0）
　2早大　　149．5（中島53．0，土谷49．5，又野47。0）
　3文理大　148．5（松沢51．0，長谷川49．0，米田48．5）
個人選手権
　マット　　　　　　　　　棍棒　　　　　　　　　　　吊縄
　1大庭修一（文）18．0　1福岡泰（早大）28．0　1田口章（早大）記録なし
　2小宮（早大）　17．0　2岡崎（文）　　19．0　2小沼（慶大）
　3有松（文）　　14．0　3野口（文）　　16．0　3堀江（早大）
　　　　　　　　　　　　　　　－86一
一部団体総合
　1慶大　　879．5
　2文理大　857．5
　3早大　　814．5
二部　徒手
　　　跳躍
吊環個人
1横浜高商125．0
1横浜高商127．0
　　1加藤正雄（明大）
　　2渡辺智（横浜高商）
　｛「体育と競技」17－12｝
昭和14年
　　10月21日，22日　★第4回大学高専器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京文理大体育館
一部団体
　　1慶応大学889．5　2文大870．0　3早大828．0
　　種目別個人
　　徒手体操　1岸本（文）　2東条（慶）　3徳丸（慶）
　　鉄棒　　　1生田（慶）　2岸本（文）　3平川（慶）
　　吊環　　　1岸本（文）　2岸野（文）　3寺田（早）
　　跳躍　　　1中島（早）　2米田（文）　3飯田（慶）
　　個人種目別
　　吊縄　1松場（早）　2飯田（慶）　3大河原（早）
二部団体
　　1横高商258．5　2明大28｛得点は記録の誤りであろう｝
｛「運動年鑑」25｝
5月20日，21日
慶大875．5
★復活第1回早慶対抗体操競技会★
　　　　　　　　　　　　於一ツ橋国民体育館
早大865．5　　　　　　　｛「運動年鑑」25｝
一87一
　　4月13日　★第1回一般対学生対抗体操競技会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京YMCA体育館
　　　（一般6名，学生11名出場し，各種目のベスト3を得点とする）
学生軍　147．0141．0149．5152．0　94．0683．5
一般軍　115．0137。0130．0136．0106．5624．5　　｛「運動年鑑」25｝
昭和15年
9月28日，29日　★第5回大学高専体操選手権大会★
団体　1慶応　923．5
個人　徒手　土屋（早）
　　　　　　57．5
　　　　　　　　　　　　　　　於三橋体育研究所
　2早稲田　913．0
鉄棒　生田（慶）　吊環　野津（早）　跳箱　平沢（慶）
　　　59．5　　　　　　　　　　　　　58．5　　　　　　　　　　　　　53．0
　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　　11月23日，24日　★第5回全日本大学高専体操競技選手権大会★
　｛分裂したので酷似した名称の大会が行なわれている｝　於東京国民体育館
団体一部　1文理大900．5　2日体72．0
個人一部　種目別優勝者
　平行棒　安藤（文大）50．5　跳躍　中丸（文大）49．0
　鞍馬　安藤（文大）55．5
　徒手　福田（文大）51．0　鉄棒　安藤（文大）52．5　吊環　中山（文大）52．0
団体二部
　1横浜高商306．5　2八高139．0　3東商大133．0
個人二部　種目別優勝者
　徒手　石川（横商専）　平行棒　川瀬（横高商）　跳躍　川瀬（横高商）
　鞍馬　川瀬（横高商）　吊環　　川瀬（横高商）　鉄棒　金沢（新潟高）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　　　　　　　　　　　　　　一　88一
昭和16年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★　大学高専大会は中止　★
6月8日　★第1回学生東西対抗体操競技大会★　於大阪YMCA体育館
　　　　　　　　　東軍802．5　一　西軍688．0
平行棒
徒手
鞍馬
鉄棒
吊環
跳躍
1二条（早）55．0
1丹原（関学）25．0
1二条（早）49．5
1平沢（慶）56．0
1野津（早）55．5
1二条（早）51．0
2平沢（慶）46．0
2有賀（慶）24．5
2丹原（関学）48．5
2二条（早）54．0
2平沢（慶）47．0
2藤原（明）49．0
3松田（関大）45．5
2北村（大高医）24．5
3平沢（慶）46．0
3藤原（明）47．5
3石野（早）43．5
3市川（慶）47．5
　　｛「運動年鑑」27｝
　　11月16日　★第1回関西学生体操競技大会★　於大阪商大体育館
団体　1関学740．0　　2同大626．0　　3大商大622．5
個人種目別
　徒手　1丹原（関学）・北村（大高医）27．5　　3塚本（同大）25．0
平行棒1丹原（関学）49．0
??????????1丹原（関学）56．0
1丹原（関学）54．5
1北村（大高医）51．0
1塚本（同大）45．5
1北村（大高医）25．0
個人総合
　　1丹原（関学）277．0
　　4池田（関学）244．0
2塚本（同大）47．5
2北村（大高医）50．0
2塚本（同大）51．0
2池田（関学）49．5
2池田（関学）42．0
2丹原（関学）19．5
2塚本（同大）265．5
5松田（関大）218．0
一89　一
3北村（大高医）45．0
3塚本（同大）49．0
3細見（関学）47．5
3富田（大商大）49．0
3助光（同大）19．0
3北村（大高医）252．0
6富田（大商大）206．5
　　　　　｛「運動年鑑」27｝
中等学校の部
昭和6年
　　11月1日★第1回全日本中等学校器械体操選手権大会★
於陸軍戸山学校
（明治神宮大会）
?????
B
???
下田満寿男（群馬師範）
畠山寿美男（荏原中学）
鈴木元晴　（群馬師範）
石川二郎　（府立四中）
松平　清　（府立六中）
松本忠作　（群馬師範）
中村　滋
金子文夫
大西敏夫
日下部正
隈元義貞
安東芳郎
徳光博文
湯浅載義
松井国平
内田清志
高木礼典
井上正二
芦谷貞夫
（府立六中）
（群馬師範）
（府立四中）
（府立四中）
（府立四中）
（成城中学）
（府立四中）
（豊島師範）
（群馬師範）
（岡山師範）
（府立四中）
（群馬師範）
（府立四中）
81．4　　7
57．7　　8
45．6　　9
42．1　　10
38．8　　10
37．8
一90一
野原誠一　（府立六中）
大月二三男（岡山師範）
柿崎誠一　（府立四中）
大浦　登　（栃木師範）
山根三郎　（岡山一商）
熊崎実四郎（府立四中）
岩崎大二
黒田竹弥
林　幸彦
細野正平
新井　弘
吉岡　茂
内田恭作
岸田研次
寺岡暉光
成田昌信
神田　甫
長島敏男
（栃木師範）
（府立六中）
（岡山師範）
（埼玉師範）
（埼玉師範）
（徳島師範）
（豊島師範）
（府立六中）
（府立六中）
（埼玉師範）
（岡山中学）
（埼玉師範）
37．6
36．9
36．0
27．4
19．1
14　岡田早苗　（府立四中）　38．6
｛以上は「膿操」1－12より｝
昭和7年
　　10月2日
A級
???「?
★第2回全日本中等学校器械体操選手権大会★
瀬下栄作　（群馬師範）91．56
鈴木文夫　（群馬師範）90．84
中村　滋　（府立六中）82。66
井上正二　（群馬師範）77．60
堀江淳一郎（麻布中学）73．46
B級
???「?鈴木元晴　（群馬師範）
橋本　臭　（府立六中）
田中留雄　（群馬師範）
飯田正夫　（府立六中）
芦谷貞夫　（府立四中）
　｛以上は「髄操」
70．32
61．93
59．48
58．39
54．86
2－12より｝
昭和8年10月29日，11月3日
　　★第3回全日本中等学校器械体操選手権大会
　　　　　　　　　　　　（全日本選手権のうちに含まれる）★於日比谷公園
　　　　　　　　　　　　　　中等学校の部
第一部選手権（4年以上）
順位　氏　名
1　鈴木元晴
2　山島
3　井上
4　日下部
5　岩崎
昭和9年
　　11月4日
第二部選手権
所属　得点　順位
（群馬師）　103．00　1
（東京六中）　85．62　　2
（群馬師）　85．04　3
（東京四中）　84，08　　4
（栃木師）　78．76　　5
氏　名
岸野雄三
田中
角田
森本
斉藤
所　属
　（東京六中）
　（群馬師）
　（群馬師）
　（東京六中）
　（東京四中）
得点
｛体育と競技12－12｝
85．78
85．00
69．50
66．14
61．96
★第4回全日本中等学校器械体操選手権大会★　於日比谷公園
　　　　　　　　　　　　　　　大草地（テントを張って）
　　　　　　　　－91一
一部団体
　1　府立六中　186．82
　2　府立四中　159．26
　3　福島師範　120．60
　4　栃木師範　112．62
　5　埼玉師範　109．54
一部個人
　1　森本真佐男　（六中）
　2　岸野雄三　　（六中）
　3　岸本賀晴　　（四中）
　4　斉藤光成　　（四中）
　5上昌孝　（六中）
67．34
65．56
58．28
55．32
53．92
二部団体
　1　府立四中　150．12
　2　府立六中　136．52
　3　濱田中　　110．20
　4　附属中　　103．72
　二部個人
　1　渡辺隆三　　（四中）　　53．46
　2　熊本昌司　　（四中）　　51．60
　3　大塚　茂　　（六中）　　47．94
　4　田原如矢　　（附中）　　47．16
　5　安藤信和　　（六中）　　45．06
　　　｛以上は「髄操」4－12より｝
　　8月29日　★第1回東西中等学校対抗体操競技会★（東西10名つつ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於大阪高津中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（規定6種目，選択2種目）
　　　西部　685．9
　氏名　　所属　　　懸垂順位　　跳躍順位　　合計順位
山本重太（京都師範）　43．14　（8）　46．04　（2）　89．18　（4）
福井忠三（明石中）　　44．20　（6）　40．70　（8）　84．90　（7）
武生重明（高津中）　　40．22（12）　38．34　（9）　78．56（10）
藤村栄一（住吉中）　　39．18（13）　36．36（15）　75．54（13）
畑　哲夫（京都師範）　42．44　（9）　38．08（11）　80．52　（9）
崎山喜三郎（天王寺中）40．66（11）　37．76（12）　78．42（11）
橋本　臭（高津中）　　47．56　（2）　35．30（18）　82．86　（8）
蓑田孝彦（京都三中）　38．82（14）　34．56（20）　73．38（14）
　　　　　　　　　　　　　　　－92一
安岡福造（京都師範）
永田正典（御影師範）
ベスト8の合計
　　　東部　663．8
　氏名　　所属
島田敏夫（慶応商工）
西野文夫（新潟商業）
鈴木元晴（群馬師範）
田中留雄（群馬師範）
桑原　静（群馬師範）
大手利夫（群馬師範）
岡田恒男（千葉中）
須崎泰次（埼玉師範）
飯田正孝（東京六中）
森本真佐男（東京六中）
ベスト8の合計
44．46　　（5）　　　　44，80
44．94　　（4）　　　　42．70
355，82　　　　　　　330。08
懸垂順位
41．64　（10）
46．58　　（3）
53．96　　（1）
43．42　　（7）
29．96　（20）
32．98　（16）
36．74　（15）
30．88　（17）
30．34　（19）
30．66　（18）
328．12
（5）　　　　89．26　　（3）
（7）　　　86．64　　（6）
　　　685．90
　　　　｛記録に誤りあり｝
跳躍順位
36．52　（14）
45．40　　（3）
52．14　　（1）
45．22　　（4）
34．66　（19）
38．24　（10）
35．36　（17）
35．38　（16）
42．98　（6）
36．68　（13）
335．68
｛以上は「燈操」
合計順位
78，16　（12）
91．98　　（2）
106．10　　（1）
88．64　　（5）
64．62　（20）
71．22　（17）
72．10　（16）
67．26　（19）
73．32　（15）
67．34　（18）
663．80
　｛記録に誤りあり｝
　　　　4－11より｝
昭和10年
　　11月2日　★第5回全日本中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　★明治神宮大会★於日比谷公園大草地
一部団体
　1　府立六中
　2　府立四中
　3　群馬師範
（東京）
（東京）
（群馬）
　　　　二部団体
204．7　　1　府立四中　（東京）
187．0　　2　宇都宮工業（栃木）
177．1　　3　保原中　　（福島）
　　－93一
147，6
141．0
133．8
　4　濱田中　　（島根）
　5　高田師範　（新潟）
　6　京都師範　（京都）
　7　神戸二中　（兵庫）
　8　函館師範　（北海道）
一部個人
　1　岸野雄三　（府六中）
　2　森本真佐男（府六中）
　3　岸本賀晴　（府四中）
　4　大手利夫　（群馬師範）
　5　丸山正夫　（高田師範）
種目別優勝者
鉄棒　1岸野（東京府立六中）
　　　2渡辺（東京府立四中）
　　　3斉藤（同上）
跳転　1森本（東京府立六中）
　　　3斉藤（東京府立四中）
　　　3渡辺（同上）
平行棒1渡辺（東京府四中）
　　　2岸本（同上）
　　　3斉藤（同上）
　　7月31日　★第2回東西中等学校対抗協議会★
（ベスト8合計）
東部　679．72
170．2　　4　秋田工業　（秋田）　　131．2
149．7　　5　能代中　　（秋田）　　130．5
145．8　　6　府立六中　（東京）　　128．6
145．7　　7　小樽市中　（北海道）　121．4
142．4　　8　群馬師範　（群馬）　　119．1
　　　　二部個人
　74．9　　1　海老原晋平（府四中）　　56．4
73．6　　2　熊本昌司　（府四中）　　50．6
66．4　　3　大下米造　（広島一中）　50．4
64．7　　4　氷見清　　（宇都宮工業）50．4
64．0　　5　原　金吾　（小樽市中）47．6
36．2　　吊環　1渡辺　（東京府立四中）　28．5
31．7　　　　2野口　（慶応普通）　　26．3
30．4　　　　3田原　（高師附中）　　21．7
33．0　鞍馬　1石田　（慶応普）　　　25．3
32．7　　　　　2関野　（高師附中）　　23．8
30．8　　　　　3大久保（同上）　　　　　22．1
26．2
25．7
23．5
　　　　　｛「体育と競技」14－12　高木武夫｝
　　　　　　　　　　於東京一立一中
　規　定　　　選　択　　　　　全体
鉄棒　跳躍　鉄棒　跳躍　　計　　順位
　　一94一
???＝」
????????」 ?
岸野雄三（府六中）
田中留男（群馬師範）
岸本賀晴（府四中）
森本真佐男（府六中）
金野富美夫（築館中）
須崎泰次（埼玉師範）
吉田正道（埼玉師範）
大手利夫（群馬師範）
斉藤光成（府四中）
飯村　武（栃木師範）
丸山正夫（高田師範）
渡辺隆治（府四中）
23。7424．5621．0020．5089．80②
24．4826．0219．3617．5087．36④
21．8027．9017．0220．508722⑤
23．8023．7619．5018．5085．56⑥
28．40　23．70　19．24　22．02　85．36
　　　　　　　　　　　　　｛記録に誤りあり｝
24，36　23．24　16．74　18．50　82．84
22．88　20．54　20．52　18．50　82．44
23．58　23．56　13．02　18．98　79．14
19．34　18．72　24．32　16，00　78．38
17．78　18．72　21．44　20．00　77．94
22．82　15．46　18．92　19．50　76．70
21．04　14．06　　1．08　17．00　53．18
（ベスト8合計）
西部　654．66
??????????西村源三郎（京都師）
佐藤豊生（住吉中）
松田真一郎（今宮中）
田中久男（高津中）
奥村長博（島原中）
北川芳秋（長崎中）
川又頼政（市岡中）
山本正夫（今宮中）
安藤博直（神戸二中）
林治雄（京都師範）
　規　定　　　選　択
鉄棒　跳躍　鉄棒　跳躍　　計
24．52　26．96　20．16　20．50　92．14
22．32　26．66　18．90　20．00　87．88
20．96　24．86　19．98　19．00　84．80
24．12　21．12　15．54　19．00　79．78
21．36　24．14　20．28　14．00　79．78
20．64　23．68　15．12　20．00　79．44
22．94　23．68　13．68　18．00　78．30
20．96　22．40　11．52　17．66　72．54
21．06　16．02　14．06　20．00　71．14
20．62　16．48　13．34　19．50　69．94
　　－95一
????
11福井忠三（明石中）　　23．0023．84
12　山本重太（京都師範）　20．9227．60
5 0 16．5068．38
　0　19．50　68．02
　｛以上は「禮操」5－9より｝
　　11月23日　★第2回西日本中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於大阪YMCA体育館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加校10校）
団体［シニアー］　　　　　　［ジュニアー］
1　京都師範　248．64　　　　1　京都師範　190．99
2　神戸二中　　　　　　　　　2　天王寺中
3　甲陽中　　　　　　　　　　3　伊丹中
個人種目別優勝者
鉄棒　安藤（神二中）23．33，吊環　山本（京師）17．63，平行棒　山本（京師）
13．20跳躍林（京師），安藤（神二中）20．70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」21｝
昭和11年
　　8月2日　★第6回全日本中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於天王寺中体育館
第1部団体
（ベスト3合計）
1　濱田中
　　209．36
2　神戸二中
　氏　名
竹本正男
田村武夫
金津　元
安藤博直
懸　　垂　　　跳躍　　　　　個人
規定　選択　規定　選択　合計　　順位
14．9622．3615，9621．60　74．88②
14．9617．6414．8222．14　69．56③
11．5618．7215．2019．44　64．92⑥
15．6422．4014．8222．68　75．54①
一96一
195．74
3　今宮中
　169．32
4　東京府立六中
　165．02
長谷川貞次　13．2615．9612．9218．90　61．04⑨
山田健一郎　　12．9215ユ213．3017．82　59．16
井上一男
山本正夫
西村成一
二条康邦
望月民三
安藤信和
5　京都師範　　　　山口喜三郎
　152．38　　　　　山田散万
　　　　　　　　　野口耕司
　　　　　　（⑤大手利夫（群師）
第2部団体
1　京都師範
　155．02
2　今宮中
　132．64
3　神戸二中
　112．68
片山重敏
小泉　勲
小竹秋一
中尾健藏
糸谷礼輔
永井清保
森井正直
田村寛三郎
14．96　17．50　14．44　21．06
13．26　14．28　13．68　18．90
5．78　10．08　10．26　15．12
67。9 ④
60 12⑩
41 24
13．2617．0210．2622．14　62．68⑦
10．88　14．26　11．40　18．90　　　55．44
12．96　　6．50　　9．12　18．36　　　46．90　x
　　　　　　　　　　｛※記録に誤り｝
12．24　12．24　14．44　20．52　　　59．44
11．90　　2．50　14．82　20．52　　　49．74
9．52　4．62　11．78　17．28　　43．20
53．46⑧金野富美夫（築館中）45．79）
11．76　15．84　　9．00　19．98
10．36　14．04　10．50　17．82
9．24　　9．36　10．80　16．32
10．64　11．52　　9．30　16．20
8．40　11．88　　9．30　16．20
9．80　11．16　4．2014．04
　8．12
　8．96
－97一
56 58③
52 7 ⑥
45．72⑨
47 66⑦
45．78⑧
39．20
7．82　11．70　12．16　　　39．80
5．44　11．7012．46　　38．52
4　宇都宮工業
　99．42
5　天王寺中
　98．22
　　8月1日
西部　691．40
島田保正
北条　博
山崎定藏
首藤武次
河島幸彦
長田正臣
　2．80　7．8010．8012．96　　34．36
｛誤りあり｝
7．2816．7210．8020，00　54．80④
7．8413．805．7017。28　44．62⑩
11．4815．1211．7019．98　58．28②
8．40　10．54　　9．00　12．00　　　39．94
　　　　　　①近藤貞（徳島商）　60．32
　　　｛以上は「髄操」6－9より｝
★第3回東西中等学校対抗競技★
　　　　　規定懸垂　　規定跳躍
　　　　第一　第二　第一　第二
安藤博直（神戸二中）
竹本正男（濱田中）
田村武夫（濱田中）
田中久男（高津中）
吉良清儀（熊本師範）
山本正夫（今宮中）
山田傲万（京都師範）
井上一男（今宮中）
山口喜三郎（京都師範）
首藤武次（天王寺中）
東部　595．56
於天王寺中体育館
　選　択
　　　　　　　　　　　懸垂　飛躍
14．04　15．84　14．76　14．76　20．00　19．98
12．96　14．40　11．88　17．28　21．60　19，98
14．04　14．76　12，96　12．24　15．54　21，60
12，60　12．60　11．52　14．76　14．88　19．44
12．96　11．16　14．04　　8．28　14．88　18．50
11．32　14．04　10．08　14．04　10．92　18．90
12．24　13．32　15．12　15．48　　4．62　18．36
13．68　12．24　　8．28　12．96　12．50　18．90
12．60　10．80　13．68　11．16　10．44　17．82
12．96　11．16　　7．20　12．24　11．16　17．82
規定懸垂　　規定跳躍
　　　一98一
選　択
合計
99．38
98。10
91．14
85．80
79．82
7 ．30
79．14
78．56
76．50
72．54
大手利夫（群馬師範）
石田重夫（慶応普通）
金野富美夫（築館中）
浦野清助（京北実）
二条康邦（府立六中）
阿部長衛（府立二中）
西宏（府立六中）
山崎定藏（宇都宮工）
望月義三（府立六中）
平沢一郎（慶応商工）
第一　第二　第一　第二　懸垂　飛躍
5．76　13．68　13．32　14．76　14．5022．14
13．68　14．04　11．16　12．24　12．96　15．12
9．72　12．2412．96　9．0014．7219．44
10．44　11．16　10．80　12．60　15．18　16．74
6．84　9．7210．0810．8016．1019．98
9．36　8．2811．1614．4011．8814．80
11．52　11．52　　8．28　　9．72　11．96　15．12
7．92　10．08　9．72　7．5611．5018．90
10．80　10．08　10．08　12．24　　3，68　18．36
11．1611．88　7．92　11，80　11．16　18．36
合計
84．16
7 ．20
78．08
76．92
73．52
69，
68． 2
65．68
65．24
62 2sx
　｛※誤りあり｝
｛「糧豊操」　6－9｝
　11月22日　★第1回関東中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於東京府立六中体育館
第1部団体対抗
　1　府立六中（西，山本，二条，安藤）290．0（鉄棒152．0跳躍138．0）
　2　京北中（浦野，中浜，井村，谷口，西村）261．0（鉄棒122．5跳躍138．5）
　3　慶応商工（加藤，染谷，向井，市川，平沢）257．5（鉄棒123．0跳躍134．5）
　跳躍団体
　1　京北中138．5　　2　府立六中138．0　　3　慶応商工134．5
　同個人
　1　平沢一郎（慶応商工）52．0，2　二条（府立六中）49．0，
　3　井村（京北中）48．0
　鉄棒団体
　1　府立六中152．0　　2　麻布中123．5　　3　慶応商工123．0
　　　　　　　　　　　　　　　－99一
　同個人
　1　二条康邦（府立六中）52．0，2　安藤（府立六中）50．5，
　3　平沢（慶応商工）50．0
第2部団体対抗
　1　宇都宮工業（北条，山崎，坪山，砂川，小堀）298．0（鉄棒151．0跳躍147．0）
　2　浦和中（守屋，近藤，粕，小島）259．5（鉄棒130．0跳躍129．5）
　3　成城中（荒木，金子，児玉，倉田，五十嵐）259．0（鉄棒139．5跳躍119．5）
　跳躍団体　1　宇都宮工業147．0　　2　浦和中129。5　　3　京北中124．5
　同個人　　1　北条博（宇都宮工業）50．5，2　小堀（同）48．5，
　　　　　　3　砂川（同）48．0
　鉄棒団体　1　宇都宮工業151．0　　2　成城中139．5
　　　　　　3　慶応普通132．5
　同個人
　1石田重夫（慶普）52．5，2北条（宇都宮工）52．5，3金子（成城中）51．5
個人競技平行棒｛1部2部合同で特殊種目扱い一未だ一般化していない一らしい｝
　1石田重夫（慶普）26．5，2二条（府立六中）25．5，3向井（慶商）22．5
同鞍馬
　1石田重夫（慶普）25．0，2市川（慶商）24．5，3大久保（附属中）23．5
同吊環
　1石田重夫（慶普）24．5，2平沢（慶商）22．5，3関野（附属中）12．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」22｝
　　11月23日　★西日本男子中等学校器械体操選手権大会★　於大阪YMCA
団体競技［シニアー］
　1　神戸二中266．1　　2　市岡中245．21
　同［ジュニアー］
　1　京都師範21L98　　2　神戸二中182．71
　　　　　　　　　　　　　　－　100一
個人競技
　鉄棒　1安藤（神二中）25．20，
　跳躍　1安藤（神二中）23．38，
　平行棒1山田（神二中）17．20，
　吊環　1安藤（神二中）11．72，
　鞍馬　1山田（神二中）14．70，
2田中（住中）18．38
2山口（京師）21．60
2西村（神二中）15．20
2山田（神二中）11．34
2長谷川（神二中）11．88
｛「運動年鑑」22｝
昭和12年
　　10月28日～　★第4回全日本中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治神宮大会）
　第1部団体
　　1能代中学　197．04（山方69．28，北条66．10，相沢61．46）
　　2宇都宮工業183．52（山崎67．42，坪山61．98，池田54．12）
　　3京都師範　182．72（片山65．88，山口60．20，小泉56．64）
　第2部団体（3年以下）
　　1秋田工業　162．64（加賀谷57．32，岡谷53．72，鈴木51．60）
　　2宇都宮工業152．42（小堀5L92，出口51．46，海老沢49．40）
　　3濱田中学　152．08（上迫69．40，松原53．68，大屋　38．00）
一部個人
山本（今宮中）
山方（能代中）
斉藤（濱田中）
山崎（宇都宮工）
今井（新潟師）
　　鉄棒
規　定　選
16．20
14．76
14．08
14．08
12．60
　択　規
19．58　　　14，40
22．50　　　14．40
15．54　　　15．84
18．24　　　12．96
14．88　　　15．12
跳躍
定　選
一　101一
　択　合　計順位
21．06　71．34①”
17，81　69．48②”
22．14　67．60③
22．14　67．42④
24．00　66．60⑤
　二部個人
上迫（濱田中）
加賀谷（秋田工）
永山（福島商）
松原（濱田中）
岡谷（村田工）
11．40
11．40
12．30
11．40
11．10
18．90
15．84
16．72
17．64
17．48
11．20　18．90　60．40①
12．80　17．28　57。32②
9．60　15．50　54．12③
7．36　17．28　53．68④
10．56　14，58　53，62⑤・
　｛以上は「体育と競技」16－12より｝
　　　　　　　｛※記録に誤りあり｝
　10月28日～
関西　1729
★第4回東西中等学校対抗競技会★（明治神宮大会）
　氏名　　　所属
北村純一（神戸二中）
片山敏重（京都師範）
中島政徳（熊本師範）
山口喜三郎（京都師範）
山口富士夫（神戸二中）
大塚栄三（京都一工）
新谷周幸（熊本師範）
山本正夫（今宮中）
林賢次郎（天王寺中）
安田祐治（京都師範）
規　定 選　択
懸　跳　徒　懸　跳
36　　　35　　　40　　　38　　　35
35　　　37　　　36　　　44　　　38
33　　　33　　　39　　　36　　　36
38　　　37　　　34　　　25　　　41
33　　　36　　　35　　　38　　　31
40　　　36　　　33　　　30　　　35
37　　　35　　　35　　　30　　　28
41　　　37　　　39　　　19　　　36
37　　　28　　　33　　　36　　　31
37　　　34　　　29　　　31　　　26
徒 合計順位
224　②
223　③
220　④
214　⑤
214　⑥
213
211
210
204
195
関東　1529
氏名 所属
　規　定　　　　選　択
懸　跳　徒　懸　跳　徒　合計順位
　　　一102－一
二条康邦（府立六中）
山崎定藏（宇都宮工）
山本恒安（府立六中）
坪山二美雄（宇都宮工）
西　宏　　（府立六中）
高倉※　　（市立二中）
池田富雄（静岡商）
平岡和夫（市立二中）
中山　弘（市立二中）
荻島武英（静岡商）
42　40　39
32　31　31
27　33　37
31　29　23
33　26　34
33　28　20
30　25　32
28　22　28
32　27　22
15　33　26
473639243①
38　　　40　　　33　　　205
35　　　31　　　37　　　200
36　　　31　　　35　　　185
20　　　32　　　36　　　181
33　　　29　　　32　　　175
23　　　30　　　30　　　170
29　　　34　　　29　　　170
24　　　22　　　28　　　155
15　　　29　　　24　　　142
｛以上は「艦操」
｛※名欠落｝
7－12より｝
　　9月26日　★関東中等器械体操選手権大会★　於文大体育館
一部　1群馬師範249　2府立六中247　　3慶商224
二部　1群馬師範339　2宇都宮工業239　3府立六中237
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」23｝
昭和12年9月19日
　　★第1回体操競技種目別選手権大会（鉄棒，鞍馬）★於東京文理大体育館
二部鞍馬　　　　　規定　選択　　計　　二部鉄棒　　　　規定　選択　計
　1市川（慶商工）　25　23　48　　1金沢（新潟中）　26　23　49
　2平沢（慶商工）　24　　20　　44　　2中山（新潟中）　25　　23　　48
　3向井（慶商工）　22　20　42　　3平沢（慶商工）　28　19　47
　｛体育と競技16－11　二部（中等）のみ掲載：全日本の部と重複している｝
昭和13年
一103一
8月30日　★第8回全国男子中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　（兼第1回近畿6府県中等選手権）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於京都三中体育館
一部団体
　1濱田中学　466．94
　2京都師範　454．56
　3宇都宮工業413．58
　4島原中学　410．72
　5能代中学　406．00
一部個人選手権
　1片山重敏（京都師範）162．26
　2上迫忠夫（濱田中）　157．78
　3松原二郎（濱田中）　156．70
　4佐々木繁（能代中）　156．20
　5杉原和光（京都三中）152．56
種目別選手権　徒手
　1近藤　操（松山商）　34．00
　1松田二郎（濱田中）　34．00
　3野口　倣（天王寺中）32．00
　3中井房太郎（同上）　32．00
　3佐々木繁（能代中）　32．00
同　鞍馬
　1市川幸三郎（慶商工）14．00
　2平沢一郎（慶応商工）12．80
　3三木良一（神戸二中）10．80
　3向井豊一（慶応商工）10．80
　5山本芳雄（高松中）　10．40
二部団体
　1秋田工業　357．56
　2秋田中学　323．86
　3京都師範　292．92
　4神戸二中　247．12
　5住吉中学　237．10
二部個人選手権
　1鎌田嘉武（秋田工業）124．76
　2畑岡正夫（濱田中）　121．98
　3岡谷　茂（秋田工業）118．44
　4泉　豊二（秋田工業）114．36
　5由里秀次（京都師範）106．42
同　吊環
　1野津　誠（成城中）
　2安田祐次（京都師）
　3山本芳雄（新潟中）
　3大塚栄三（京一工）
　3中尾健蔵（今宮中）
同　平行棒
　1平沢一郎（慶商工）
　2片山重敏（京都師）
15．48
14．80
13．60
13．60
13．60
16．00
14．80
　3市川幸三郎（慶商工）13．60
　4矢野義之（京都師範）12．80
　5中尾健蔵（今宮中）　12．54
－　104一
　5金沢　正（新潟中）
同　鉄棒
　1大塚栄三（京一工）
　2佐々木繁（能代中）
　3大平兼男（島原中）
　4金沢　正（新潟中）
10．40
62．50
6L60
61．50
61，00
　5杉原和光（京都三中）60．50
同　マット
　1上迫忠夫（濱田中）　14，08
　2谷澤一郎（新潟中）　14．06
　3水野信二郎（新潟中）13．30
▲近畿中等学校選手権の部▲
一部
　1京都師範　　　454．56
　2今宮中学　　　405．82
　3岸和田中学　　378．24
　4関西学院中学部
　5天王寺中学
同　跳箱
　1上迫忠夫（濱田中）　71．30
　2片山重敏（京都師）　69．76
　3安部暢弥（広島一中）69．30
　4松原二郎（濱田中）　65．22
　5宮下清重（濱田中）　63．52
4丸山清市郎（新潟商）12．92
5斉藤保政（濱田中）　10．08
二部
　1京都師範
　2神戸二中
　3住吉中学
　4村野工業
　5北野中学
292．92
247．12
237．10
｛「骨豊操」　8－9｝
　　9月25日
一部団体
　1慶応商工　　258
　2宇都宮工業　251
　3群馬師範　　240
同個人
　鉄棒　　　1平沼（慶商）57
★関東中等学校器械体操選手権大会★　於東京文大体育館
二部団体
　1高崎中　　242
　2宇都宮工　239
　3群馬師範
一105一
跳躍
平行棒
鞍馬
吊環
1平沢（慶商）51
1平沢（慶商）28
1平沢（慶商）24
1野津（成城中）26
12月4日　★第5回西日本中等学校器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於大阪YMCA体育館
一部団体（4年以上）
????????京都師範
神戸二中
関西学院
北野中学
京都師範B
第三神港商業
姫路中学
桃山中学
岡山津山商業
香川蓋誠中学
［規定問題］
　▲鉄棒
　▲跳躍
　▲徒手　　別紙
　二部団体（3年以下）
　　1　神戸二中
　　2　今宮中学
108．59
108．20
98．46
94．57
86．32
70．20
69．99
60．79
55．00
53．60
鉄棒
跳躍
平行棒
吊環
鞍馬
徒手
　一部個人
北村純一（神二中）
中村正治（市岡中）
片山重敏（京都師）
渋江富雄（神二中）
高索房孝（関西）
丹原康夫（関西）
打川孝治郎（甲陽）
北村博一（北野中）
高索房孝（関西）
三木良一（神二中）
北村純一（神二中）
野口倣（天王寺中）
蹴上一懸垂振上一巴一中抜下
水平跳一腎立前方転回（縦，高さ1米10糎以上）
109．19
97．99
　　10　明石中
　　11桃山中
一106一
80．99
73．32
26．32
15．08
24．36
20．52
14．82
14．00
16．40
15．96
16．10
15．28
46．00
41．00
　　3　北野中　　　97．05　　　　12姫路中
　　4　京都一工　　　96．13　　　　　13　市岡中B
　　5　市岡中A　　93．46　　　　14　関西学院
　　6　京都師範　　　93。32　　　　　15　甲陽中
　　7　天王寺中　　88．59　　　　16兵庫師範
　　8　村野工業　　86．66　　　　17第三神港
　　9　住吉中　　　　82．92　　　　　18　畝傍中
［規定問題］
　▲鉄棒　　蹴上一巴一片腿中懸上一側踏越下
　▲跳躍　　腎立前方転回（横，高さ1米以上）
　▲徒手　　別紙
67．99
63．29
61．19
60．86
54．46
54．20
51．60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛以上は「腫操」9－3より｝
昭和14年
　　10月29日～　★明治神宮大会　体操中等学校の部★
男子団体競技
　1秋田　2島根　3福岡　4群馬　5福島　6関東州
個人競技
　1斉藤勝義（熊師）　2佐々木（能代中）　3下山（群馬師）　4松原（京
　三中）　5北条（秋田師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」25｝
　　9月24日　★関東中等学校対抗器械体操選手権大会★　於東京市立一中
一部団体　　1群馬師範277．5　　2府六中　　3高崎中
　個人　鉄棒　1有賀（高崎中）51．0　2下山（高崎中）　3池田（府六中）
　　　　跳躍　1田中（群馬師）51．5　2有賀（高崎中）　3武井（小田原中）
二部団体　　1高崎中256．0　　2青山師　　3群馬師
　個人　鉄棒　1小池田（京北中）49．5　2木下（高崎中）　3松尾（府六中）
　　　　　　　　　　　　　　　一　107一
跳躍　1小池田（京北中）　2佐々木（慶商） 3角田（群馬師）
｛「運動年鑑」25｝
11月23日　★第6回西日本男子中等学校器械体操選手権大会★
於大阪YMCA体育館
団体シニア部
　1北野中（吉川，吉田，高岡）　　386．0
　2神戸二中（北村，本条，高橋）　374．5
　3関西学院中（丹原，藤村，加藤）291．5
　4姫路中（深井，山本，高浜）　　285．5
団体ジュニア部
　1北野中（藤井，小谷，高田）　　　390．5
　2神戸二中A組（木下，柴田，山本）358．5
　3桃山中（新，和田，原田）　　　　357．5
　4住吉中（佐香，池田，福原）　　　328．5
個人シニア部
　徒手　　吉川俊泊（北野中）　51．5
　平行棒　本条俊樹（神戸二中）39．5
　吊環　　北村博一（北野中）　40．0
個人ジュニア部
　徒手　　小谷修一（北野中）　47．0
　平行棒　佐香勝昴（住吉中）　38．0
　吊環　　小谷修一（北野中）　40．0
??????
??????
丹原康夫（関学中）50．5
丹原康夫（関学中）39．0
土肥伸夫（豊中中）46．0
南方明治（西野田職）47．5
木下俊夫（神二中）　28，0
藤井博（北野中）　　46．0
12月3日★第4回全関西男子中等学校器械体操選手権大会★
於神戸YMCA体育館
ジュニア団体 北野中　　個人　小谷（北野中）
　　　　　　　　－108　一
シニア団体　神戸二中　　個人　丹原（関学中） ｛「運動年鑑」25｝
昭和14年12月3日　★東京府中等学校第3回学年別体操競技大会★
［規定問題］
　第2学年
　第3学年
　高学年
団体　高学年
　1豊島師範
　2府立四中
　3府立六中
　★鉄棒
　蹴上一振跳
　蹴上一巴一脚懸上・踏越下
　振上一巴一蹴上・踏越下
　　　　　　第3学年
444　　　　1京北中　　451
390　　　　2府立四中　449
384　　　3豊島師範　448
　　　　　　於府立四中
　　　★跳箱
　斜開脚跳（タテ）
　腎立前方転回（ヨコ）
　水平閉脚跳（ヨコ）
第2学年
1青山師範　440
2府立四中　430
3府立六中　421
個人　　高学年　　　　　　　　　第3学年　　　　　　　　　第2学年
　1鈴木和男（豊師）　96　1小池田秀実（京北）101　1松尾敏尾（六中）107
　2雨森鉄三郎（青師）94　2古口良治　　（京北）97　2深井三郎（四中）99
　3谷靹馬（四中夜間）93　3広瀬友彦（市二中）97　3平山和宏（青師）94
　4荒木光彦（成城）　93　4松崎義男　　（豊師）94　4増山嘉武（六中）92
　5遠藤盛衛（豊師）　91　5大沢一夢　　（四中）94　5長沼　宏（青師）89
　｛「膿操」10巻1号（昭和15年1月）　p35船曳富太郎より｝
昭和15年
　　8月8日　★第5回全国中等学校東西対抗体操競技大会★　於阪神甲子園
規定種目
　懸垂　　振上一短振蹴上一前方回転一巴一蹴上一跳越下
　跳転　　斜開脚跳
　西軍　1189点　　　　　　　　　　東軍　1169点
　　　　　　　　　　　　　　　一109一
????????????????????????????????????????????学校
濱田中
桃山中
姫路中
今宮中
徳島商
西野田工
松山商
北野中
神二中
濱田中
新潟中
保原中
群馬師
新潟師
京北中
沼津中
群馬師
京北中
興誠商
京北中
氏名
畑岡正雄
新馨
深井一三
田中幸二
安部恒文
中村義明
植松大平
藤井博
本城俊樹
大屋敏郎
水野信二郎
小坂則夫
角田吉弘
紫竹健蔵
小池田秀実
服部勤一
酒井四郎
古口良治
山田正彦
高島哲
規　定
懸垂　跳転
37　　36
36　　31
40　　37
42　　33
33　　37
34　　41
36　　40
38　　28
35　　36
41　　40
39　　39
38　　30
36　　32
39　　40
39　　35
35　　33
34　　42
38　　34
31　　32
41　　33
　　10月　日　★明治神宮大会
個人
　1小池田（京北中）127．5（徒手体操26．5
跳転　合計
34　　153
33　　141
34　　147
37　　159
35　　139
25　　114
36　　135
32　　136
37　　144
41　　170
42　　162
30　　138
35　　110
42　　160
42　　147
30　　126
30　　140
38　　146
　4　　　99
39　　150
個人順位
　5
4
?
3
　　　　　　　　　｛「盤操」10－11より｝
　　男子中等学校の部★
　　　　　鉄棒 3．0　跳箱18．0）
－110一
2佐々木（能代中）125。5
3木下（高崎中）　121．0
府県対抗　　　　1島根572．52新潟　　3東京 ｛「運動年鑑」26｝
　　6月23日
団体シニア
　1神戸二中　　2北野中
個人シニア
　徒手　高田（北野中）
　鉄棒　深井（姫路中）
　平行棒　藤井（北野中）
　吊環　高田（北野中）
　鞍馬　北村（神戸二中）
　跳転　深井（姫路中）
　吊縄　岡（関学中）
★全関西中等学校器械体操選手権大会★　　　　　　　　　於神戸YMCA
団体ジュニア
　1神戸二中　　2滝川中
個人ジュニア
　徒手　遠山（北野中）
　鉄棒　中村（関学中）
　平行棒　北村（神戸二中）
　吊環　遠山（北野中）
　鞍馬　中村（関学中）
　跳転　八尾（鷺城中）
　吊縄　中村（関学中）
　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
昭和15年8月6日★近畿六府県中等学校体操競技大会★
　　　　　　於大阪府立天王寺中学（34校257名参加）
競技種目
第一部（4年以上）
　1．懸垂（鉄棒の高さ2米20糎以上）
　　（1）規定問題　　懸垂振上一巴一蹴上一胃立前方回転一巴一中抜下
　　（2）選択問題　　乗数2．5以下のもの1問題
　2．跳転（跳箱の高さ1米10以上）
　　（1）規定問題　　腎立前方転回（跳箱縦）
　　（2）選択問題　　跳箱使用のもの1問題
　　　　　　　　　　　　　　　一111一
1．9
1．7
　3．徒手
　　（1）規定問題　　腎前上挙振挙踵屈膝一足側出腎斜上挙胸後屈腎体前交叉体
　　　前屈一腎上挙屈膝足側出体側倒一片腎上挙片手背片脚側挙体側倒一腎立
　　　側方回転一側向倒立一前転一腎立脚廻旋一腎立仰臥一伸膝座腎前挙一腎
　　　後方廻旋体前屈一後方回転一直立一一歩前進胃立前方回転一側向胃側挙
　　　振屈膝挙股一掌反胸後屈
第二部（3年以下）
　1．懸垂（鉄棒の高さ2米以上）
　規定問題　　蹴上一巴一片股中懸上・腰掛後方転回下
　選択問題　　乗数2．0以下のもの1問題
2．跳転（跳箱の高さ1米以上）
　規定問題　　水平開脚跳（跳箱縦）
3．徒手
　規定問題
1．5
1．6
　　　　　腎内外旋挙踵屈膝一足側出腎斜上挙胸後屈体前屈足頚把
持一片手腰片腎側開屈膝体側転一側向腎上挙片脚屈膝体前倒一（反対
脚屈膝）体後倒一胃側挙片脚屈膝一片脚後挙体前倒（平均）一倒立一頭
支持倒立一前方転回一腎側挙振側向上方跳一腎側挙振屈膝挙股一掌反
胸後屈
成績（表彰）各校出場選手5名の，種目別ベスト3の合計
団体成績
???「?????
和歌山
個人総合成績
一部
　神戸二中　200．70
　住吉中　　188．79
　北野中　　187．29
　西野田工　179．68
　和歌山工　173．77
一112一
????????????
??
????
「?
二部
神戸二中　151．56
京都師範　148．35
西野田工　147．71
今宮中　　137．62
住吉中　　127．29
　1田中幸二（今宮中）　76．13
　2一瀬治男（京都一工）74．36
　3新　馨　　（桃山中）　71．65
　4高橋國正（神こ二中）　70．05
　5佐香勝昴（住吉中）　51．60
種目別成績
　　　　一部懸垂
　　1田中幸二（今宮中）
　　2新　馨　　（桃山中）
　　3佐香勝昴（住吉中）
　　　　跳　　転
　　1大野豊次（西野田工）
　　2高橋國正（神二中）
　　3一瀬治男（京都一工）
　　　徒　　手
　　1小谷修一（北野中）
　　2北村多喜次（神二中）
　　2千馬　博（報徳商）
1山本納（神二中）　57．26
2鳥山策三（奈良師）　52。92
3松下真澄（西野田工）52．86
4松本　厚（京都師範）52．60
5長谷川忠男（神二中）51．60
　　二部懸垂
1山本　純（神二中）
2大西　廣（桃山中）
3中村宏一郎（関学中）
　跳　　転
1山本芳夫（西野田工）
2鳥山策三（奈良師）
3赤松康弘（西野田工）
　徒　　手
1松下真澄（西野田工）
2山本　純（神二中）
3若木　栄（西野田工）
｛「髄操」10巻10号（昭和15年10月）p12～｝
10月20日　★全関東中等体操選手権大会★　於東京市立一中
一部団体
　1高崎中　　　　274．5
　2群馬師範
　3浦和中
一部個人　鉄棒
　1木下（高崎中）54．0
二部団体
　1千葉中272．0
　　2高崎中
　3浦和中
二部個人　鉄棒
　　1植竹（千葉中）52．5
－113一
　2清水（高崎中）　　　　　　　　2増田（府六中）
　3篠崎（千葉中）　　　　　　　　3高野（浦和中）
　　　　　跳躍　　　　　　　　　　　　　　跳躍
　1酒井（群馬師）48．5　　　　　　1植竹（千葉中）52．0
　2木下（高崎中）　　　　　　　　2清塚（高崎中）
　3清水（高崎中）　　　　　　　　3清水
個人
　平行棒　1佐々木寛（慶商）21．0　2菅（慶商）　3佐々木信（慶商），蕪木
　　　　　（慶商）
　鞍馬　　1佐々木寛（慶商）21．5　2菅（慶商）　3小林（慶商）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　8月25日　★第2回全日本種目別個人体操大会★　於大阪YMCA
ジュニア　鉄棒　山本納（神二中）　跳躍　長谷川忠明（同）
　　　　　徒手　岡田興好（同）
　　　　　平行棒　長谷川忠明（同）　鞍馬　前田彦太郎（同）
　　　　　吊環　本田道生（高松中）
シニア　鉄棒　田中幸二（今宮中）　跳躍　深井一三（姫路中）
　　　　徒手　高田悦三郎（北野中）　吊環　高田悦三郎（同）
　　　　鞍馬　木下俊夫（神二中）
　　　　平行棒　中村栄（高松中）　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
　　10月28日　★男子中等学校府県対抗★　於国民体育館
団体府県対抗　　　　　　（明治神宮大会）
　　　　　　　　　　　鉄棒　　　　　　　　　　　跳箱
　　　　　徒手　　規定　　自由　小計　　　　規定　　自由　小計　　合計
　1島根　94．0122．5131．0253．5　　　110．0115．0225．0　572．5
　　　　　　　　　　　　　　　－114一
　2新潟　103．5123．5　99．0222．5　　　118．5
　3東京　122．0　113．5　110．0　223．5　　　108．5
　4秋田　109，0114．0116．0230．0　　　117．0
　5大阪　98。0116．0117，5233．5　　　103．5
個人
　　　　　　　　　　徒手　　鉄棒　　計
　1小池田秀実（京北中）26．526．027．053．0
　2佐々木史郎（能代中）24．024．527．052．0
　3木下隆美（高崎中）25．025．525．551．0
　4大屋敏郎（濱田中）21．0　25．527．052．5
　5高島哲（京北中）26．024．024．048，0
　5福田豊彦（新潟師）21．5＊26．025．05LO
120．5　　239．0　　　565．0
111．0　　219．5　　　565．0
105．5　　222．5　　　561．5
109．0　　212 5　　　544．0
　跳箱　　　計
21．0　27．0　48．0
24．5　25．0　49．5
23．5　21．5　45．0
23．5　24．0　47．5
20．5　25．0　45．5
23．0　24．0　47．0
合計
127．5
125．5＊＊
121．0
121．0
119．5
119．5
｛＊記録では28．0となっている。＊＊下線部分の誤りか？｝｛「艦操」10－12｝
昭和15年9月6日　★全満日本男子中等学校体育大会★　　於新京商業
規定問題
　鉄棒
　跳箱　水平閉脚跳
団体
　1　奉天二中　454
　2　奉天一中　411
　3　新京商　　402
　4　遼陽商　　369
　5　新京一中　368
伸胃振上一巴一蹴上一前方回転一巴・中抜下
　個人
　1坂本永司（新京商）
　2武田清四郎（奉二中）
　3永沢　守（奉二中）
　4段原　弘（奉二中）
　5山口近衛（遼陽商）
　6西納二郎（奉一中）
　7前出徳次（新京一）
－ll5一
100
96
90
90
85
85
84
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「鐙操」10巻10号｝
昭和16年
　　1月26日　★西日本男子中等学校器械体操選手権大会★　於大阪YMCA
団体シニア　1北野中B組（滝川，小谷，藤井，高田，高岡）423．0
　　　　　　2西職　3神二中　4桃山中　5北野中A組
個人シニア　徒手　小谷（北野中）　鉄棒　新（桃山中）　跳躍　大屋（濱田
　　　　　　中）　平行棒　藤井（北野中），福島（報徳商）　鞍馬　木下（神
　　　　　　二中）　吊環　高田（北野中）
団体ジュニア　1神戸二中（山本，長谷川，北村，岡田，森）437．5
　　　　　　　2北野中　3関学中A組　4神戸一中　5今宮中A組
個人ジュニァ
　徒手　遠山（北野中）　　鉄棒　中村（関学中）　　跳躍　南谷（濱田中）
　平行棒　長谷川（神二中）　　鞍馬　中村（関学中）　　吊環　上羽（滝中）
　吊縄　芳岡（関学中）　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」26｝
昭和16年
　　★明治神宮大会　体操の部★
男子中等府県対抗
　1畑岡正夫（島根）128（徒手27．5鉄棒57．0跳箱53．0）
　2佐々木（秋田）　3小池田（東京）　4木下（群馬）
　5南方（大阪）　　6塩谷（広島）
　　　　　　　　　　　　　｛「学校体練」2巻1号（昭和17年1月）より｝
昭和17年
　　10月29日～　　　★明治神宮大会一体操の部★
　　　　　　　　　　　　　　　－116一
男子中等府県対抗
　1新潟（新潟市）332．5（規定199選択133．5）　2浦和中　3秋田　4東京
　5富山　6関東州
同　個人
　1佐々木史郎（能代中）122．5（規定71，5自由51．0）　2水野（新潟師）112．5
　　3高野（浦和中）110．5　4矢田（兵庫報徳商）　5日向（大阪生野中）　6
　　野村（栃木商）　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」28｝
　　11月15日　　★中部中等器械体操選手権大会★　於八高校庭
中等上級部　　　1熱田中430．5　2名商429．0　　3惟信中383。5
中等下級部　　　1熱田中428．0　2愛一中401．0　3中商　400．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑28｝
　　7月8日　　　　　　☆東海師範体育大会一体操の部☆
対抗　高学年　愛知一　　　低学年　愛知一
個人　　飯田（愛知一）　　　山県（愛知一）　　　　　　｛「運動年鑑」28｝
　　11月9日　　　　☆近畿師範体育大会一体操の部☆
　1奈良　　2京都　　3天王寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」28｝
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女子記録
昭和12年
　　10月28日～　★明治神宮大会
女子選手権
　低鉄棒　1岡田匡代（女体音）
　　　　　2江見八重子（女体音）
　　　　　3浅生米子（野田高女）
　　　　　4佐藤千代子（女体音）
　　　　　5長町アキ子（女体音）
体操の部★
45（規定23，選択22）
44
43
36
36
跳箱　　1木村文枝（女体音）46　（規定23，選択23）
　　　　2園山綾子（松江家政女）44
　　　　3菅　俊子（野田高女）　44
　　　　4長町アキ子（女体音）　41
　　　　5片岡萬里（女体音）　　41
　　　　　浅生米子（野田高女）　41
徒手 1園山綾子（松江家政女）53（規定27，選択26）
2長町アキ子（女体音）
3鵜沢　房（女体音）
元永美佐子（女体音）
5岡田匡代（女体音）
44
44
44
42
平均台　1園山綾子（松江家政女）49（規定27，選択22）
　　　　2江見八重子（女体音）　44
　　　　3長町アキ子（女体音）　44
　　　　　　　　　　　　　　－118一
（岡田（女体音）
4佐藤千代子（女体音）
5浅生米子（野田高女）
44つ｛※体育と競技には記録なし｝
43
42
平行棒　1木村文枝（女体音）
　　　　2浅生米子（野田高女）
　　　　3岡田匡代（女体音）
　　　　4江見八重子（女体音）
　　　　5佐藤千代子（女体音）
49（規定22，選択27）
48
46
46
44
総合得点（「体育と競技」の記録）
　1園山綾子（松江家政女）146
　2木村文枝（女体音）　　137
　3園田匡代（女体音）　　135
　4江見八重子（女体音）　133
　5浅生米子（野田高女）　131
総合得点（「運動年鑑」の記録）
　1園山綾子（松江家政女）146（跳箱44，徒手53，平均台49）
　2木村文枝（女体音）　　134”（跳箱46，平均台38，平行棒49）
　3浅生米子（野田高女）　131（跳箱41，平均台42，平行棒48）
　4岡田（女体音）　　　　130
　4長町（女体音）　　　　129
　　｛記録に喰い違いがある｝｛※143の誤り｝
｛「運動年鑑」23｝及び｛「体育と競技」16－12　P81～一体操競技を観て一より｝
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昭和13年
　　10月17日
団体選手権
　A級　優勝
　B級　優勝
★第2回全日本女子体操競技選手権大会★　於国民体育館
東京女子体操音楽学校
神戸市野田高等女学校
個人選手権　A級
　1　長町アキ子（体音）
　2　元永美佐子（体音）
　3　鵜沢　房　　（体音）
???
B級
鵜沢　静（野田高女）
菅　俊子（野田高女）
青江雪子（野田高女）
種目別選手権
▲鉄棒　A級
D級
▲平行棒A級
▲平均台A級
▲跳箱　A級
1長町アキ子（体音）　B級
2佐藤千代子（体音）
3小林喜久子（体音）
1小林素子（女子大付属小）
2藤野春子（女子大付属小）
3笠尾悦子（女子大付属小）
1長町アキ子（体音）
2佐藤千代子（体音）
3元永美佐子（体音）
1長町アキ子（体音）
2鵜沢　房　　（体音）
3田中英子　　（体音）
1長町アキ子（体音）
2元永美佐子（体音）
3鵜沢　房　　（体音）
B級
B級
B級
一120　一
1鵜沢　静（野田高女）
2菅　俊子（野田高女）
1鵜沢　静（野田高女）
2平岡百代（野田高女）
3菅　俊子（野田高女）
1鵜沢　静（野田高女）
2菅俊子（野田高女）
3田中幸子（野田高女）
1平岡百代（野田高女）
2青江雪子（野田高女）
3鵜沢　静（野田高女）
｛得点記録なし「髄操」8－11｝
昭和13年
　　11月13日　★第1回西日本女子器械体操選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於神戸YMCA体育館
　団体　1親和高女　　　88．60
　　　　2市立第一高女　86．00
　　　　3県立第一高女　85．80
　　　　4親和高女B　　80．20
　　　　5市立高女A　　74．80
　　　　6女子商業　　　73．80
　　　　　　　　　　　★
個人4年
徒手　1谷田貞子（親和高女）　8．4
平均台1河合トシエ（湊川高女）8，4
平行棒1福永喜久子（市立第一）8．4
明治神宮大会体操の部　★
　低鉄棒1伊藤英子（市立第・・一一・）　8．2
　跳箱　1蒲原貞子（湊川高女）　8．2
［規定問題］補団体
▲低鉄棒（高さ1米20糎）
　　跳下り▲跳箱（高さ80糎）
　　側方から跳越す｝
▲平行棒（段違い・高1米50糎，低1米）
2野坂貞子（湊川高女）7．6
2丸喜久江（市立第一）8．0
2蒲原貞子（湊川高女）8．0
2蔦　良子（県立第一）8．0
2山口信枝（県立第一）7．6
2福田恒子（市立第一）8．0
1東京女子音体（小林，三河，大口，瀬川，森）
　　　逆上り一腰掛｛右脚右から左脚左から前へ｝一前方
　　　　腎立側跳越｛横にした跳箱に手を前後につき，
腎立懸垂（低棒）一右脚前出し一（右逆手，左高棒把持）1／4右転向一前振
り一片脚屈膝座一後振り一後側
　　　　　　　　　　　　　一121一
｛「髄操」9巻3号（昭和14年3月）P64～神戸二中　馬場太郎（報告）｝
昭和14年
　　10月29日～　　　　★　明治神宮大会体操の部　★
中等学校の部
女子団体　1野田高女　2旅順高女　3松山済美高女　4松江家政
　　個人　1武井キミエ（旅順高女）　2青江（野田高女）　3鈴木（旅順高女）
　　　　　4松岡（親和高女）
◆一般の部◆
女子団体　1大東紡亀戸A組　2歌橋製薬　3藤倉電線
指導者及び候補団体　1東京女子体音（小林，三河，大口，瀬川，森）
指導者及び候補個人　1小林喜久（東京体音）　2鵜沢（同左）　3大口（同左）
｛これは団体徒手である｝　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」25｝
昭和14年
　　11月19日　★西日本女子体操選手権大会★　於神戸YMCA体育館
個人総合　1松岡千恵子（親和A）166．0　2高村成子（親和A）
団体総合　1親和高女A742．0　2湊川高女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」25｝
昭和15年
　　10月28日～ ★明治神宮大会　体操の部★　於国民体育館
女子中等学校の部　　　　　　　　　　　徒手体操
◆団体対抗◆　1東洋高女（東京）　　　　27。0
　　　　　　　2野田高女（兵庫）　　　　26．5
　　　　　　　3松江市立家政女（島根）　26．0
　　　　　　　　　　　　　　－122一
行進遊戯
　27．5
　26．5
　26．5
合計点
54．4
53．0
52．5
一般個人
　1富士幸子（兵庫野田高女）29．0
　　2若林房子（岡山邑久女）27．5
　　3武井キミエ（旅順高女）28．5
　　　4小林幸子（旅順高女）27．0
　　　5入江品子（邑久高女）27．5
　　　6大沢保江（旅順高女）24．5
◆実業団団体競技◆
4奈良女高師附女（奈良）
5札幌高女（北海道）
　　　　　　鉄棒　平均台
1栗原紡織合名会社　東京
2満鉄本社　　　　関東州
3大東紡織亀戸工場A東京
4松直工場　　　　　東京
5大東紡織亀戸工場B東京
｛「艦操」10－12｝
52．0
50．5
50．5
49．0
52．0
26．0
26．5
　平行棒
52．5
52．0
51．0
52．0
49．5
49．0
行進遊戯　徒手体操
28．0
28．0
26．0
26．0
24．5
29．0
27．0
27．0
26．5
27．0
　26．0　　　　　　　　52．0
　25．0　　　　　　　　51．5
跳箱　合計
　　　133．5
　　　130．5
　　　130．0
50．0　　129．0
　　　126．0
　　　125．5
合計
57．0
55．0
53．e
52．5
51．5
　　9月29日　★第3回西日本女子体操競技選手権大会★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於神戸YMCA体育館
団体総合　親和高女A459．5
個人種目別　徒手　　大橋（奈良女高師附属）26．5
　　　　　　平行棒　広田（親和A）27．0
　　　　　　跳箱　　東口（奈良女高師）22．0
　　　　　　平均台　高村（親和A）27．0
　　　　　　低鉄棒　吉（奈良女高師）25．0
個人総合　高村（親和A）97．0
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｛「運動年鑑」26｝
　　9月27日
1栗原紡績
1栗原紡績
2大東紡亀戸A
3松直工場C
4松直工場B
5歌橋製薬
6大東紡亀戸B
7松直工場A
8東洋紡績王子
9理研真空
◆神宮大会団体徒手東京予選◆
　徒手遊戯合計
　28．328．556．8　　10日本タイプライター　24．022．046．0
　28．328．556．8　12大日本紡績　　　23．522．045．5
　28．027．855．8　13大東紡金町　　　2LO　22．543．5
　27．827．355．1　14中央工業南部　　22．521．043．5
　24．027．051．0　15大東紡吾嬬　　　20．023．043．0
　25．026．051，0　　16横河電機A　　　17，024．541．5
　26．524．350．8　17第二精工舎　　　26．5　　26．5
　26．023．849．8　18国華工業　　　　　　　25．025。0
　24．024．548．5　19ウテナ工業　　　　　　24．524．5
　25．522．548，0　20ヨット鉛筆　　　　19．5　　19．5
　　　　　　　　11位まで予選通過　　　｛「髄操」10－12｝
昭和16年
　　10月27日～　　　　★神宮大会体操の部★
女子一般個人競技
　1大滝靖子（旅順高女）156　2大沢（旅順高女）　3岡崎（邑久高女）
　4小林（旅順高女）　5青江（体操音楽）　6入江（邑久高女）
◆女子一般団体競技◆
　1藤村女子体研会57．5　2東京女子体音A　3京都府女師　4府立桃山高女
　5兵庫県野田高女　6新京錦ケ丘高女
◆女子従業員集団競技◆｛集団徒手体操である｝
　1日進紡浜松54　2栗原紡　3大連汽船　4日東紡名古屋　5日東紡富久山
　6三越札幌支店
　　　　　　　　　　　　　　　一124一
昭和17年　　　　　　　　　　　．
　　10月29日～　★明治神宮大会一体操の部★
一般女子個人
　1岡崎文子（岡山）147（規定69自由78）　2入江（岡山）　3鈴木（東京）
　　4若林（岡山）　5片山（関東州）
◆女子中等団体◆
　1野田高女（兵庫）50．7（規定25．4自由25．3）　2京都女師
　　3新京錦ケ丘（在満）　4札幌高女（北海道）　5成美女（佐賀）
　　　6旅順女（関東州）
◆一般女子集団府県対抗◆
　1音楽体操学校（東京）51．8（規定25．5自由26．3）　2札幌高女（北海道）
　　3関東州代表　4錬成団（京都）　5秋田代表　6宮城代表
◆女子産業従業員集団府県対抗◆
　1北海道134．5（予選44規定45自由45）｛記録に誤りあり｝
　　2福島　3愛知　4広島　5静岡　6新潟
◆女子青少年集団府県対抗◆
　1福井（邑川，松村豊，森川，松村美，加藤）25．3　2山口　3群馬
　　4広島　5新潟，佐賀，京都　　　　　　　　　　　　　｛「運動年鑑」28｝
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第10回ロサンゼルスオリンピソク大会競技記録　体操（1932）
団体
　1　イタリー　　　541．850（ネリ，ギュグリールメッチ，レルトラ，カプゾ）
　2　アメリカ　　　522．275
　3　フィンランド　509．995　1チーム5人のうちのベスト4の合計点
　4　ハンガリー　　465．650　種目：鉄棒，平行棒，鞍馬，吊輪，跳馬，徒手
　5　日本　　　　　402．000　　の6種目の規定と選択，計12
　（参加　5ヵ国　24名）
個人総合
　1ネリ（イタリー）　　　140．625　　13佐々野108．475　　鉄棒，平行棒
　2ペレ（ハンガリー）　　134．925　　21本間　103．100　　鞍馬，吊輪
　3サヴォライソン（フィンランド）　134．575　　22近藤　101．925　　跳馬
　4レルトラ（イタリー）　134．400　　23武田　88．500　　計5種目
　5ギュグリールメッチィ（イタリー）134，375　　24角田　　85．300
　6　ハウボールド（アメリカ）　132．525
個人種目別
鉄棒
　1　ビックスラー（アメリカ）　　　　　　55．0
　2　サヴォライネン（フィンランド）　　54．2（2位3位の順位は2人の相談で決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まった。）　3　テラスヴィルタ（フィンランド）　　　54．2
　4　バカリネン（フィンランド）　　　51．8（4位5位は同位とする説もあるが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公式報告書では左の如し）　5　ペレ（ハンガリー）　　　　　　51．8
　6　シューラー一一（ブインランド）　　　46．7　　8位芳賀　　（6国12名）
　　　　　　　　　　　　　　　－126一
平行棒
??＝??ネリ（イタリー）
ペレ（ハンガリー）
サヴォライネン（フィンランド）
ノロマ（フィンランド）
レルトラ（イタリー）
ジョーシム（アメリカ）
56．9
55．8
54．8
53．4
52．6
52．4
12佐々野43．2
14　芳賀41．9
　（6国　15名）
??????
??????
?
ペレ（ハンガリー）
ポノリ（イタリー）
ハウボールド（アメリカ）
クミスキー（アメリカ）
ボロス（ハンガリー）
ジョーシム（アメリカ）
ギュグリールメッチィ（イタリー）
ジョーシム（アメリカ）
カルシカエル（アメリカ）
テラスヴィルタ（フィンランド）
グレーヤー（アメリカ）
ペレ（ハンガリー）
グレッグ（アメリカ）
デントン（アメリカ）
ラツアタ（イタリー）
57．2
56．6
55．7
54．7
52．7
51．2 （5国10名）
54．1
53．1
52．6（3位4位は決定戦による）
52．6
52．4
51．4　　　　　　　　　　（4国10名）
　　56．9
　　55．8
　　55．5
－　127　一
????ビショップ（アメリカ）
カプゾー（イタリー）
トグニニ（イタリー）
55．4
54．8
54．1 8位佐々野52．410位近藤49．1
　　（6国14名）
綱登り（長さ8米）　　　タンブリング
　1バス（アメリカ）　6．7
　2　ガルブレート（アメリカ）　6．8
　3　コネリー（アメリカ）7．0
　4　ペーテル（ハンガリー）　11．5
　5　ボロス（ハンガリー）　11．6
　　　（2国5名）
1ウオルフ（アメリカ）56．7
2グロス（アメリカ）56．0
3　ヘルマン（アメリカ）　55．1
4ペレ（ハンガリー）46．3
　（2国4名）
インディアンクラブ???ロート（アメリカ）26．9
エレンベルグ（アメリカ）26．7
キューレマイヤー（アメリカ）25．9
アルバレス（メキシコ）　25．4
（2国4名）
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第11回ベルリンオリンピック大会記録
体操　於ディートリッヒ・エカルト野外劇場　　　1936年8月10・11・12日
男子団体
予選第1組　　　　　　　　　予選第2組
　1　フィンランド　　483，069　　　　　1　ドイツ　　　　　501．298
　2　ユーゴー　　　 463．001　　　　2　スイス　　　　500．202
　3　日本　　　　　 433．228　　　　3　チェコ　　　　480．198
　4　ハンガリー　　　427．462　　　　4　フランス　　　　438．897
　5　アメリカ　　　　420．967　　　　　5　イタリー　　　　436．500
　6　オーストリー　　402．603　　　　　6　ルクセンブルク　359．032
　7　ブルガリア　　　290．167　　　　　7　ルーマニア　　　234．005
決勝　　　　　　　　　　　　5位以下決定戦
????
?????
ドイツ　　　657。430
スイス　　　654．802
フィンランド638．468
チェコ　　　625．763
イタリー　　615．133
ユーゴー　　　　598．366
ハンガリー　590．197
フランス　　580．266
日本　　　　　578．270
アメリカ　　559．300
オーストリー545．533
　第1組　　　　　　　第2組
1ユーゴー598．366　1イタリー　　615．133
2フランス580．266　2ハンガリー　590．197
日本　　578．270　3オーストリー545．533
4アメリカ559．300　4ブルガリア　452．333
5ルクセンブルク516．900　5ルーマニア　　360．765
｛5位以下は上の組別における得点により，左の
順位とする｝
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12　ルクセンブルク
13　ブルガリア
14　ルーマニア
516．900
452．333
360．765
女子団体
　1　ドイツ　　　506．50
　2　チェコ　　　503．60
　3　ハンガリー　499．00
　4　　ユーゴー　　　　485．60
　5　ポーランド　470．30
　6　アメリカ　　465．65
　7　イタリー　　442．40
　9　イギリス　　408，30
　｛以上は「運動年鑑」による｝
日本出場選手　武田，有本，三宅，野坂，遠山，曽根，角田，松延
◇個人競技（12種目）
1　シュワルツマン（ドイツ）
2　マック（スイス）
3　フライ　（ドイツ）
△平行棒
　1　フライ　（ドイツ）
　2　ロイシェ（スイス）
　3　　シュワルツマン（ドイツ）
△跳躍
113．100
112．234
111。532
43武田100．466
54有本　96．432
60三宅　95．133
68野坂　93．798
19．067　24　武田
19．034　25野坂
18．967　50三宅
　　　　61遠山
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17．667
17．533
16。467
15．769
72遠山　92．699
73曽根92．299
76　角田　91．299
79松延　90．067
73松延　14．833
77　角田　14．433
78　有本　14．133
90　曽根　13．133
　1　シュワルツマン（ドイツ）　　19．200　31武田　17．200
　2　マック（スイス）　　18．967　47有本　16．633
　3　ヴォルツ（ドイツ）　18．467　53三宅　16．333
　　　　　　　　　　　　　　　　59　曽根　15．966
△鞍馬
　1　フライ　（ドイツ）　19．333　42野坂　17。100
　2　マック（スイス）　19．167　51有本　16．434
　3　バッハマン（スイス）　　19．067　59　曽根　15．496
　　　　　　　　　　　　　　　　65　角田　15．700
△つり輪
　1　フーデック（チェコ）　　　19．433　35　遠山　17．000
　2　スチュケリー（ユーゴ）　　　18．867　41　曽根　16．700
　3　ヴォルツ（ドイツ）　18．667　51有本　16．400
　　　　　　　　　　　　　　　　67武田　15．700
△選択｛これは徒手である。free　exerciseの翻訳か？｝
　　　　　　　　　　　　　　ず　1　ミーツ（スイス）　18．666　30曽根17．233
　2　ワルター（スイス）18．500　35有本　17．166
　3　マック（スイス）　18．466　42武田　16．966
　　　フライ（ドイツ）　18．466　56松延　16．266
△鉄棒
　1　サールヴァラ（フィンランド）　19．367　33武田　17．733
　2　フライ（ドイツ）　　19．267　36三宅　17．677
　3　シュワルツマン（ドイツ）　19．233　53　角田　16．500
　　　　　　　　　　　　　　　　71有本　15．666
｛以上は「日本スポーツ百年」日本体育協会より｝
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6 遠山　15．833
65　角田　15．600
89松延　14．267
96野坂　13．533
67武田　15．200
68松延　15．067
70遠山　14．833
72　三宅　14．600
68　三宅　15．400
72野坂　15．133
80角田　14．300
83　松延　14．100
7野坂　15．233
80　角田　15．066
84　　遠山　　14．766
85三宅　14．733
73松延　15．534
6野坂　15．266
8 遠山　14．500
89　曽根　13．300
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